
新東京国際空港

埋蔵文化財発掘調査報告書111

-No. 14遺跡一一

1 983 

新東京国際空港公団

財団法人千葉県文化財センター



新東京国際空港

埋蔵文化財発掘調査報告書111

一 -No.14遺跡

1 983 

新東京国際空港公団

財団法人千葉県文化財センター



序文

千葉県の北部にひろがる広大な北総台地は、数多くの遺跡が所在し、歴史的文化遺産の多い

ことで知られています。

新東京国際空港予定地内におきましても、先土器時代 ・縄文時代早期を中心とする遺跡が数

多く所在しており、当 (財)千葉県文化財センターでは千葉県教育委員会の指導のもとに発掘

調査を実施しております。

この度、昭和53年 4月から翌日年3月にかけて実施したNo.l4遺跡の調査の成果がまとまり、

本報告書として刊行の運びとなりました。

今回の発掘調査では先土器時代から縄文時代早期後半 (特に、鵜カ"島台式土器)にかけての

遺物が数多く検出され、北総台地の分水界の歴史を知るうえで貴重な資料を追加することがで

きました。

これらを収載した本報告書は、昭和46年に財団法人千葉県北総公社によ って発行された 『三

里塚』、昭和56年に文化財センターが発行した 『木の根』に引続き、新東京国際空港関連の発

掘調査報告書の第 3集に当たり、 三里塚地域の歴史を解明するために欠くことのできない資料

のーっと言えましょ}0 

このような本報告書が学術的資料として利用されるばかり でなく、教育資料及び郷土の歴史

に対する理解を深める資料として活用されることを望んで止みません。

最後に、新東京国際空港公団をはじめ、関係諸機関の御協力と御指導、酷寒猛暑をついて発

掘調査及び整理作業を行っていただいた多くの調査補助員の方々に対して心より謝意を表しま

す。

昭和58年 2月26日

財団法人千葉県文化財センター

理事長今井 正



例日

1 本書は、新東京国際空港予定地内の成田市古込字古込9番地他に所在したNoJ4遺跡の発掘

調査報告書である。

2.発掘調査は、新東京国際空港公団の委託を受け、千葉県教育委員会の指導のもとに、財団

法人千葉県文化財センターが実施した。

3.発掘調査は昭和53年4月1日から翌日年3月31日まで実施した。調査面積は20，800m'であ

る。

4 . 本書は、昭和46年に刊行された『三里塚~ (財団法人千葉県北総公社発行)、昭和56年に

刊行された『木の根~ (新東京国際空港公団・財団法人千葉県文化財センタ一発行)に続く

新東京国際空港関連の発掘調査報告書の第3集にあたるものである。

5.発掘調査及び報告書作成作業の担当職員は次のとおりである。なお、太字は直接担当職員

である。

(1) 発掘調査 (昭和53年度)

調査部長西野元 班長 杉山晋作 調査研究員 野口行雄山口直樹 宮

重行 三浦和信石倉亮治加藤正信藤崎芳樹萩野谷悟西川博孝

(2) 報告書作成作業(昭和56年度)

部長白石竹雄 部長補佐中山吉秀 班長 西山太郎 主任調査研究員 深

沢克友 (57.2.1-) 調査研究員 野口行雄 西川博孝西口 徹雨宮龍太郎

麻生正信大野康男 糸川道行 (56.6.1-) 横山仁 (56.12.1-)林田静男

(3) 報告書刊行作業(昭和57年度)

部長白石竹雄 部長補佐天野努 班長 西山太郎 調査研究員西川博孝

西口徹間宮龍太郎川島利道麻生正信

6.本書の執筆は、第1章第 l節、結語を西山太郎、第3章第3節の鉄棒を山口直樹、他を野

口行雄が担当した。

7.遺物の写真撮影は深沢克友が担当した。

8.本書の編集については、西山太郎が野口行雄と協議のうえ行った。

9.鉱物分析については、パリノ・サーウ‘ェイ株式会社の手をわずらわせた。

10.発掘調査から本書の刊行にいたるまで、千葉県教育庁文化謀、新東京国際空港公団、成田

市教育委員会、船橋市立郷土資料館佐藤武雄氏の御協力、御助言をいただいた。

また、多くの調査研究員、調査補助員の御協力を得た。深〈謝意を表する。
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第 1章調査の経過と方法

第 1節調査に至る経過

新東京国際空港建設予定地内に所在する遺跡については、道路建設、宅地造成等の土木工事

と同様に、事前に取扱いを協議し発掘調査を実施している。その結果は、財団法人千葉県北総

公社によ って、 『三里塚一新東京国際空港用地内における考古学的調査J (昭和47年刊)とし

て発行されている。また、当文化財センターでも、 r*の根J (昭和55年刊)として発行した。
これらに所収した以外の遺跡については、当文化財センターにおいて、現在も計画的、継続的

に発掘調査を実施中である。

本書では昭和53年度に発掘調査を実施したNo.l4遺跡を対象としている。No.l4遺跡の一部につ

いては、昭和45-46年度に、財団法人千葉県北総公社(文化財調査班)によって発掘調査が実

施されており、その成果は『三里塚』に所収されている。

ところで、県教育委員会(文化課)は、新東京国際空港公団から当該地で土木工事を実施した

いとの要望があったため、公団と遺跡、の取扱いについて度重ね協議を行った。その結果、当該

地を現状で保存することが困難で‘あったため やむを得ず発掘調査による記録保存の措置をと

ることで結論に達した。そこで、県教育委員会(文化課)は、 No.l4遺跡の未調査区域であった

20，800m'について、当文化財センターを調査機関として指定した。これにより当文化財センター

が発掘調査を行うこととなり、新東京国際空港公団と発掘調査についての詳細な調整を行い、

委託契約を締結したのである。

当文化財センターは、公団との委託契約に基づき県教育委員会 (文化課)の指導の下に、昭

和53年4月1日から翌日年 3月31日までの約1か年を要して発掘調査を実施した。以後、 2年

聞の空白の後、昭和56年4月1日より 1年間整理を行い、ここに本報告書を刊行する運びとな

ったのである。

第2節調査の方法

今回のNo.l4遺跡の発掘調査は、第 l次調査時に未買収地のため調査きれなかった20，800m'を

対象地として実施された。遺跡の性格、内容については、第 1次調査により縄文時代早期の条

痕文系土器を主体とした遺物包含地であることが明らかであったため、遺物の分布範囲を主に

確認することを目的とし、本調査に先立ち確認調査を実施した。

調査は、まず調査対象区域を包括する大グリッドを設定するこ とから始めた。大グリッドは



公共座標を用いて区分したもので、 50m~方眼を 1 つの大グリ ッ ドとした。なお、 NoJ4遺跡、の発

掘調査と並行して隣接するNo.62遺跡の確認調査の実施が計画されていたため、この両遺跡を

包括するように大クリッドを設定した (第1図)。大グリ ッドの名称、は、西から東へAから I

まで、北から南へOから12までの記号を付して組み合わせる方法をとった。この大クリ ッドは

さらに 5m方恨の小グリッドにより細分し、 1つの大グリ ッドは 100個の小グリ ッドにより構

成されている。小グリ y ドの名称は、最北列の西から東へ00から09まで、最北列の北から南へ

00から90までの番号を付し(第 2図)、大グリッドと小グリ ッドの名称を組み合わせ、 1A-

00、10F -99のようにグリッドを呼称した。

以上の方法による発掘区の設定後、最初の発掘作業として、縄文時代までの確認調査を実施

した。確認調査は、調査対象全区域に 2X4mの試掘坑を設定し、第III層直上面まで掘り下げ

遺構 ・遺物の検出を行なった。この結果に基づいて、縄文時代の本調査範囲を確定し、その確

定された範囲については、人力により小グリッド単位に拡張して包含層と遺構の精査を行なっ

た。縄文時代遺物包含層範囲は、調査区域の北西部分と南西部分の2地点が確認され、検出き

れた遺物の違いにより、前者をA地点、後者を B地点と便宜的に区分を行なった。

縄文時代の本調査終了後、 2X2mの試掘坑を調査全区域に設定し、先土器時代の確認調査

を行なった。発掘深度は、立川ローム層最下部までとし、遺物 ・炭化物片の検出を行ない、そ

れらの検出されたグリッドについては拡張し本調査を行なった。またA地点、 B地点のそれぞ

れに土層観察を行なうため、東西、南北にトレンチを入れた。

検出された縄文時代、先土器時代の遺物は、全て平面的位置とレベルを記録し、遺構より出

土したものは各遺構ごとに 001から 3桁の数字で、包含層より出土したものは小グリ ッドごと

に、表土撹乱層中遺物に対しては0001の番号を付して一括で、その他のものに対しては0002か

ら4桁の通し番号を付し、写真娠影後取り上げを行なった。遺構番号は大グリ ッドごとにイ 0

01から通しの番号を付した。

先土器時代の炭化物片集中地点の調査方法は、まず平面的な広がりを確認し、中央部にベル

トを残し、 10cm-20cmの一定のレベルごとに平面的に掘り下げを行なった。炭化物片の集中が

密になった段階で、平面的位置を記録し写真撮影を行なった後、さらに平面的掘り下げを行な

い記録をとった。この作業を 3-4回繰り返し、つぎに炭化物片集中地点の中央部にサブトレ

ンチを入れ、炭化物片の垂直的位置を記録することとした。

第3節調査の経過

発掘調査は、昭和53年 5 月から実施された。 発掘作業に先立ち基準点ì~IJ量、地形j則量を行な

った。また調査区域内には竹林や雑草が生い茂っており、所々に1土が多量に盛られているl状態
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第 l章調査の経過の方法

であったため、重機等を使用してこれらの除去、伐採、排土を行ない、その後発掘区を設定し

fこ。

6月から 7月まで、縄文時代遺物包含層の確認調査を行ない本調査の範囲を決定した。この

結果、遺物の出土状況は、 7Eグリ ッド西側の地点より沈線文系土器が、 8G、9F、9G、

10F、10Gグリ ッドより条痕文系土器カ、集中していることが認められた。前者をA地点、後者

をB地点とした。この2地点の他に 8H、9Hの谷部で稀薄ではあるが、遺物ヵ、確認きれた。

しかしこれらの遺物は台地上の 9G、10Gに集中している遺物の流れ込んだものと判断した。

8月からは、確認調査の結果に基づき、縄文時代包含層の本調査を実施した。最初に、遺物

の密度も濃く分布範囲も広いB地点より行なうことにした。B地点では、まず遺物密度の濃い

10F、10Gクリ ッドから作業を着手し、しだいに密度の薄くなる 9G、8Gグリ ッド、へと進め

て行なった。出土遺物数量は、予想、をはるかに上回るもので、鵜ガ島台式土器や石鍛、黒曜石

の剥片 ・砕片類が多量に出土し、それに対して遺構数は少なく炉穴 l基、陥し穴状土嬢2基、

性格不明土墳 1基が検出されたのみであった。B地点の作業は 2月中旬で終了した。このB地

点の作業に並行して12月下旬より 1月下旬にかけてA地点の本調査を、 1月から 3月まで先土

器時代の確認調査とそれに基づく本調査を行なった。A地点での縄文時代の遺構は検出されず、

遺物として回戸上層式、下層式土器と破片の集中がみられた。

先土器時代のものとしては、 5ヵ所の炭化物片集中地点が検出され、うちの 2ヵ所からは剥

片類が出土したが、数量的に少ないものであった。8E59グリ ッド周辺から出土している炭化

物及び恭Ij片の広がりは、この出土地の南側がすでに立川ローム層下部近くまで削平されており、

地形的にみてむしろ削平された部分にその主体があったものと考えられる。この他の先土器時

代の遺物として、 A地点の縄文時代調査時に第II層中より切出形石器が l点出土した。確認の

ため、その周辺の掘り下げ¥拡張を行なったが、他の遺物は認められなかった。

この先土器時代の調査終了近くに、遺跡の航空写真撮影を実施した。また、層序の観察と重

鉱物分析の試料採集のため、 8E38グリ ッドと 8G55グリ ッドを下末吉ローム層相当の白色粘

土層まで掘り下げ、土層観察、記録を行なった。試料採集は、土層堆積状態の良い 8E38グリ

ッドで行なった。この作業を最後として、 3月末にすべての作業を無事終了した。
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第 2章遺跡とその環境

第1節遺跡周辺の地形

NoJ4遺跡の位置する成田市周辺は、千葉県北部に広ヵ、る広大な下総台地と呼ばれる洪積台地

上に在る。

成田市周辺の地形は、西は印施沼、北は利恨川、東は太平洋により区画されており、南は房

総丘陵となっている。そして大小の河川により台地は浸食され複雑な地形を呈している。河川

は、北部には天神峰、東峰地区に水源地をもち佐原市西部を経て利根川に注ぎこむ大須賀川、

尾羽根川、取香川が流れ、また取香地区に水源地をもち成田市のはほ中央を経て利根川に注ぎ

こむ、根木名川が流れている。西部には、印猪沼に注〈江川 高崎川が流れ、東南部には、高

谷川、多古橋川が支流を集め菓山川に合流し太平洋へと注ぎこんでいる。このように成田市周

辺の河川は、利根川、印旗掲、太平洋へと注ぎこむ 3つの水系に分けられ、 NoJ4遺跡の位置す

る新東京国際空港周辺は、利根川、太平洋に注ぎこむ河川の水源地にあたる。言いかえるなら

ば、利根川水系と太平洋水系の分水嶺に位置していると言える。このため開析の顕著な周囲に

比べ、この地域は平坦な台地が広がる点が特徴的である。標高は40mと高く、ここから印猪沼、

太平洋に向かつて緩く低下してゆく。

NoJ4遺跡の位置する台地は、以上のような地形の中に在る。台地の東部は、根木名川の源流

である取香川により開析が奥深くまで進んでおり、 「コ」の字状の形状を呈している。 この間

析谷により台地は北側と南側に大きく分けられている。また台地の付け根にあたる南部は、高

谷川の支流が入り込んでいる。まさにNoJ4遺跡は、利根川水系と太平洋水系の境界に位置して

いると言える。しかし、この台地は第 1次調査後の大規模な工事のためにかなり地形が変わっ

ており、昔の面影はほとんどみられない。今回の調査対象地は、 「コ」の字状台地の北側台地

の第 1次調査時の未調査区域で、北側に取香川の支流の 1つの水源地となっている谷が接し、

南側はすでに工事により地形が変わってしまっているが、やはり北側と同じように谷が入りこ

んでおり、この 2つの谷にはさまれ部分にあたる。なお北側の谷には 湧水による小さな池が

あり、今日でも鳥獣の安息の場となっている。

第2節周辺の遺跡

新東京国際空港周辺は、遺跡の密度が濃く、 1970年から1971年にかけて行なわれた第 l次調
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第 2章遺跡、とその環境

査以前に実施された分布調査により 23ヵ所の遺跡が確認された( w三里塚~ 1971)。その後の

分布調査や1976年より行なわれている第 2次調査により、新たに10ヵ所近い遺跡が確認されて

いる(第 3図第 1表)

第2次調査で確認された遺跡は、第 1次の時と同様に、先土器時代、縄文時代早期の遺物包

蔵地が主体をなしており、その他、弥生時代から歴史時代までの遺構、遺物を埋蔵している複

合遺跡が多い。

先土器時代の遺跡として、第 1次調査時に関東ローム層黒色帯より楕円形石器を伴う石器群

が検出されていることは周知のことであるが、第 2次調査においても第四 'VIII層より遺物の出

土がみられ、 No.61遺跡で、は、大形の打製石斧、刃部磨製石斧を有する規模の大きな石器群が検

出されている。 No.62遺跡でも、黒曜石を母岩とした規模の大きな石器群が検出されている。、

の他の遺跡でも 四層からIII層までのローム層中より多くの石器群が検出されている。

縄文時代では、早期前半の撚糸文土器、沈線文土器を多量に出土したNo.6遺跡、 No.7遺跡、

No.60遺跡がある。これらの遺跡からは、撚糸文期の住居跡も検出されている。早期後半の沈線

文土器、条痕文土器は、 No.61遺跡、 No.62遺跡、 No.67遺跡で-多量に出土している。 No.67遺跡では、

沈線文期の住居跡が検出されている。 NoJO遺跡は、遺物の出土量は少ないが陥し穴状土墳が70

基近く検出されている。以上の縄文時代の遺構、遺物が多量に検出されている遺跡はNoJ4遺跡

と同様に平坦な広い台地上に位置しているが、遺跡の時期、性格は少しづつの相違がみられる。

弥生時代としては、 No.60遺跡、 No.61遺跡、 No.62遺跡より、遺構、遺物が検出されている。 No

61遺跡においては、弥生時代後期の住居跡群が検出されている。

古墳時代以降の遺構、遺物が検出されている遺跡としては、 No.2遺跡、 No.7遺跡、No.60遺跡、

No.61遺跡、 No.62遺跡がある。これらの遺跡からは、鬼高期、真間期、国分期の小規模な住居跡

群が検出されている。このうち国分期の住居跡群の特徴として、住居跡中より、多量の鉄淳、

砂鉄が検出されているものがあり、その中には小鍛冶炉をもったものも見られる。これらは製

鉄に関連した遺構と考えられる。このうち、 No.60、No.61遺跡の台地南側斜面より、大規模な製

鉄跡遺構が検出されており、前者を取香製鉄遺跡、後者を御幸畑製鉄遺跡と呼称されている。

この遺跡以外においても、鉄棒の出土が多く見られることから、この周辺で製鉄の作業が昔盛

んに行なわれたことがうかがえる。

第 3節遺跡の概要

NoJ4遺跡、は、 1970年から1971年に実施された第 l次調査と今回の第 2次調査の 2度にわたる

発掘調査が行なわれている。(第 2図)

8 



第3節遺跡の概要

I : 50，000 成田
IOOOrn 1000 20.90 3000 

第 3図 遺跡、の位置と周辺主要遺跡、

この地図は国土地理院発行の5万分のl地形図(成田)を使用したものである
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第 2章遺跡、とその環境

第 1表主な周辺遺跡

番号 遺跡、名 所 右 f也 主な時代および造物

先土器時代(ナイフ形石器)

縄文時代(撚糸文)
1 No. 2 山武者li芝山町岩山字中袋2016他

古墳時代(鬼高期)

歴史時代(国分期、鉄棒、砂鉄)

先土器時代(細石器、尖頭器)
2 No. 5 成田市木の桜束手i217他

縄文時代(撚糸文)

先土器時代(スクレイハー)
3 No. 6 成田市木の似192他

純文時代(撚糸文、沈線文)

先土器時代

4 No. 7 山武者li芝山町雪山新団地先 縄文時代(撚糸文、沈総文、条痕文)

古!j't時代(鬼高ltJl)

先土器時代
5 No. 10 山武ltIi芝山町在山新田106他

縄文時代(撚糸文、条痕文)

6 No. 13 成田市古込朝日五I也先 縄文時代

先土器時代(旬J出形石桜)

7 No. 14 成田市古込宇古込6他 縄文時代(iU副文、条痕文)

歴史時代(欽捧)

先土器時代(尖jil総)
8 No. 22 成田市天浪

，6: 世(.¥l!，込跡)

先土器時代(ナイフ形石器、同3器、尖副総)

No. 60 成田市取香宇和田戸711他
縄文時代(撚糸文、沈線文、条痕文)

9 弥生時代(後期j)

感史時代(匡i分J!JI、鉄棒、砂}:k)

取作製鉄閥、 成出市取百;千手口i封戸711f¥tl. 歴史時代

先土器時代(:ri斧、ナイ 7形石器、尖副総)

成田市東山華字御幸畑89他
縄文時代(沈線文、条痕文)

No 61 
10 弥生時代(後期)

歴史時代(真間~国分刻、欽淳、砂鉄)

御幸知l製鉄跡 成田市東山華字御幸i畑189ー lj也 歴史時代

先土器時代(ナイ 7形石端、スクレイハ一、尖日iit総)

縄文時代(沈線文、条痕文)
11 No. 62 成田市東峰I也先

弥生時代(後期)

歴史時代(真問~国分JlJI、i'Ki宰)

先土器時代

12 No. 63 成田市東峰サ笠峰25-2他 縄文時代

歴史時代

先土器時代

13 No. 67 成田市十余三午稲荷峰151他 縄文時代(沈線文、条痕文)

歴史時代

先土器時代
14 No. 68 成田市十余三字稲荷峰151他

縄文時代(;t線文、条痕文)
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第3節遺跡の概要

第 1次調査

調査の対象地は、 「コ」の字状台地の北側台地部で未買収地を除いた全域の調査が行なわれ

た。南側台地については、遺物の散布状態が稀薄であったため調査の対象地外とされている。

北側台地は、地形により台地基部より 14r也区、 55地区、 56地区の 3地区に分けられ、それぞれ

の調査を行なっている。現在ではこれらの地区は、工事のためすでに削平されているため、当

時の地形、環境の面影はみられない。

NoJ4地区は本調査前に台地縁辺部に、ほほ台地の長軸に沿ったNo.103トレンチを設定し、さ

らにこのトレンチ北側に平行にはしる 109トレンチを設定し確認調査を行なっている。この両

トレンチの位置は、第 2次調査で設定した発掘区の10E、10F、10G、llE、、llF、llGグリ

ッドにあたる。遺物の出土状況は、 103トレンチから鵜ガ島台式土器が密に出土している。一

方の 109トレンチからは、遺物の出土はみられず、遺物の分布範囲はこのトレンチ以南にある

と報告されている。しかしこの 109トレ ンチは第 2次調査区域の南側とほほ、接する位置にあり、

第2次調査でのこの地点は、最も遺物分布の濃い地点であることから、 109トレンチから遺物

出土が無いことをどう解釈すべきであろうか。むしろ出土遺物やその出土状況からみて第 1次

調査と第 2次調査で確認された遺物分布範囲は 1つのまとま ったものと考えられる。遺構とーし

ては、鵜ガ島台期の竪穴住居跡 3軒、炉穴3基、竪穴2基が検出されている。遺物は、鵜ガ島

台式を主体とした土器と石搬を主体とした石器類、そして黒曜石を主体とした剥片類ヵ、多量に

検出されている。

55地区は、浅い谷を境に14地区と分けられており、第 2次調査の 9C、9D、10C、10Dグ

リッドにあたる。この地区から検出された遺構、遺物として炉穴 2基、土墳 2基と、稀薄では

あるが回戸下層式土器が検出されている。また関東ローム層黒色帯より楕円形石器を伴う石器

群と炭化物片集中地点が検出されている。

56地区は、本台地の最西端部分にある。検出された遺構は、国戸上層期の竪穴住居跡 l軒、

炉跡2基、遺物は、井草式土器、回戸上層式土器が稀薄で、あるが検出されている。

第2次調査

今回の調査は、第 l次調査時に未買収地のため調査が実施されなかった20，800m'に対し行な

われた (第4図)。

先土器時代としては、四層から 1ヵ所、 N-VI層中位から 2ヵ所、 W一羽層上位から 2ヵ所

の炭化物片集中地点が検出された。このうちN-VI層中位の 2ヵ所の炭化物集中地点周辺から

少量であるが剥片類が出土している。この他第II層下位から単独出土遺物として、切出形石器

が出土している。

縄文時代は、遺物集中地点が2ヵ所検出きれ、それをA地点と B地点に分けた。

A地点は、この台地の北側に深〈入り込んでいる谷の先端部の台地上にあり、早期の沈線文
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第 2章遺跡、とその環境

削平部分

@ 

福宮f

第4図遺構分布図
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第4節基準層序

系土器が集中して出土している。遺構は検出きれず、土器の分布状態もそれほど密ではなく数

個体分の土器片が散在している状態である。石器類は石鉱が 3点出土しており、その他は細か

く砕けた喋片が散在している。

B地点は、 A地点よりヰヒ東へ 150m程離れた第 1次調査時の14地区の北側部分に位置する。

この地点は、台地の北側と南側に入り込んでいる谷の谷頭部に挟まれた部分である。遺物の広

がりは、ほぼ全域にわたっているが、南側に密度が濃く北側にいくにしたがい稀薄になってい

る。検出された遺構としては、炉穴l基 陥し穴状土墳2基 土墳l基である。出土した遺物

は、遺構から出土した遺物数は極くわずかであり、ほとんどの遺物は第II層中より出土してい

る。そして土器は、鵜ガ島台式土器がほとんどを占め、その他前期、中期、後期の土器が少量

検出されている。また石器においては、石鉱が石器組成の中で70%程を占め、また石材として、

黒曜石が80%を占めている剥片・砕片類も多量に出土している。このような遺構、遺物の検出

状況から、このB地点 (14地区も含めて)は、縄文時代早期の鵜ガ島台期の単一時期の遺跡と

考えられる。

その他の時代の遺構、遺物として、鉄海が数点、古銭が50数点出土している。またB地点東

側に南北にはしる近世の溝が検出されている。

第4節基準層序

No.l4遺跡は、下総台地の上位面に位置し、砂層の成田層上に下末吉(常総)層、武蔵野、立

川ローム層が堆積している。ローム層の厚きは、下末吉から立川ローム上面まで約 3.5mで、

このうち先土器時代遺物の包蔵が確認されている立川ローム層の厚きは、約 1mである。同じ

ローム層の堆積がみられる相模野、武蔵野台地と比べ、非常に薄〈、また鍵層となる黒色帯、

姶良丹沢ノfミスなど地域によって不鮮明な部分が多いため、下総台地での基準層序が確立され

ていない。このため肉眼による層序区分が主となっている遺跡の調査において、少なくとも新

東京国際空港周辺の遺跡の調査での層序の混乱を避けるために、この周辺の遺跡の層序を比較

し、また武蔵野台地の層序とも比較検討し、また重鉱物分析結果をも踏まえて、この周辺で比

較的明瞭に確認でき、鍵層となりうる層(新期テフラ層、姶良丹沢パミス層、黒色帯、東京パ

ミス層)に、統ーした層序番号と名称を与えた(第 5図)。

第I層 表土撹乱層 耕作と削平等により再堆積した層、調査区全域に及んでいる。

第IIa層 暗褐色土層 耕作、削平により台地平坦部ではほとんど確認できないが、谷部に

おいて20-30cmの堆積がみられる。

第IIb層 褐色土層 いわゆる「新期テフラ」と呼ばれている層であり、縄文時代以降の土

層において鍵層となるものである。耕作、削平がこの層まで及んでいるため遣存状態の良い地

- 13-



第2章 12-跡とその環境

8E-38 

4 

点で20cm粧の厚きが確認できたが、大部分の地点では、 10cmた

らずの堆積状態である。

第IIc層 黒褐色土層 調査区のほぼ全域で認められ、 20-

30cmの厚さであるが、傾斜地においては、第IIb層および下層

の第III層が出入して色調も淡くなり、厚さも薄くなるため、肉

眼による区分が困難である。

以上の第IIb、IIc層は、縄文時代の遺物包含層であり、本

遺跡から多量に出土した沈線文、条痕文土器は、第IIc層から

第IIb層にかけて出土しておリ、その主体は第IIc層にある。

また中期後半以降の遺物は第IIb層から第 I層にかけて出土し

ている。

第III層 黄褐色ローム層 立川ローム層軟質部で、 「ソフト

ローム」と呼ばれる層である。台地平tJl部では30cm挫の厚さで、

50cmを越す地点もあるが、傾斜地では薄くなっている。

第N-VI層黄褐色ローム層 立川ローム層硬質部 クラ ッ

クの発達が著しし、。本台地では肉阪による区分ができず、 1つ

の層としてとらえたが、本来この層は、 3つの層に区分できる

層である。第V層は、武蔵野台地の立川ローム層第 1黒色帯に

相当する層と考えられるが、現在のところこの地域で肉眼的観

祭による確認はされていない。しかし、重鉱物分析の結果では、

第N-VI層の中位に、この層が位置するものと考えられる。第

VI層は、姶良丹沢ノ£ミス層である。周辺台地では、明瞭に確認

できる層であるが、本台地においては、カラス質のものが含ま

れているのは維認できたが、 1つの層として区分することはで

きなかった。しかし谷部において、ブロ ック状に堆積している

のカ、確認され、第W 羽層の下部に位置する層である。

第四層 暗褐色ローム層 立川ローム層第II黒色帯に相当す

る層である。色調は、武蔵野台地で確認されるほどソ農くなく、

第 5図 標準層序 IJJ-I瞭な層ではなし、。亦褐色のスコリアを多量に含む。

第四層 暗褐色ローム層 立川ローム層最下部層である。色調は、第四層と似ているが、赤

褐色のスコリアをほとんど含んでいない。

第医 a層 褐色ローム層 武蔵野ローム層最上部層。クラ ックがよく発達し、軟質で粘性が

。
L
 

ふ虫
J
H
J
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第 4節j 法iV層!子

8G-81 

-表土 仁コ黒色帯

8E-38 
新期テフラ 巨ヨ東京パミス

[2[]軟質ローム

7E-45 

第6図遺跡、土層断面図
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第 2章遺跡とその環境

第IXb層 灰褐色ローム層 第IXa層と色調以外よく似た層で、より粘性が強い。

第X層 淡褐色ローム層 硬質でスコリアを含む。

第XI層 周辺の台地でいままで確認されている第XI層は、褐色のやや軟質な単一層であるが、

本台地においては、第却層の堆積後からこのE層にかけて不整合的にローム層が堆積しており、

下層の第班、xm層がこの層に多量に混入している。このためその混入状態の違いにより、以下
のようにこの層を a、b、c、dの4層に細分した。

第XIa層 褐色ローム層 やや軟質で少量の赤褐色のスコリアを含む。この層は、下層の影

響が及んでいない。

第XIb層 明褐色ローム層 第E層が多く混入しており、硬質で粘性が強い。赤褐色スコリ

アを少量含む。

第】Uc層 淡灰褐色ローム屠 第xm層が多量に混入しており、第E層も少量混入している。
非常に軟質な層である。

第XId層 黄褐色ローム層 第盟層がフ、、ロック状に多量に混入し、第xm層も多く混入してい

る。

第E層 東京パミス層 凹凸をも った堆積をしている。

第皿層 白色粘土層 非常に轍密な粘土層である。

第四層 緑褐色ローム層 XIb層とXIc層の聞に入る層で、非常に少量で、あるがブロ ック状

の堆積がみられた。この層は、関東ローム層の中で特異な性格をも ったものと考えられるもの

である。重鉱物分析結果をもとにその特徴を述べたい。

第5節 鉱物分析

1. 試料と分析法

No.14遺跡の関東ローム層の層序と遺物を包含する地層の層位学的性質を明らかにする目的で

試料を採取し、鉱物分析を行なった。

試料の採取地点(第6図)は、台地の平坦部の本遺跡におけるほぽ最高点であり、周辺より遺

物の出土が見られた 8G38グリ ッドを地表から第皿層まで約3.5m掘り下げ、第E層上面より

第IIc層まで下から数えてNO.lからNo.28まで'10cm間隔で試料を採取した。その後XIb層とXIc

層の聞にわずかに堆積している第町層をNO.29として加えた。

採取した試料は、次の手順により分析された。

(1) 水分を含有した生の試料100gを超音波装置を用いながら傾斜法にて粘土分を除去した。

(2) 使用した試料の乾燥重量を求めるため、恒温乾燥器で 105'cで5時間、乾燥後水分を測

定。
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第 5節鉱物分析

(3) 乾燥後74'mm (60mesh)と河mm(l20mesh)の簡を用いて74'-Ysmmの粒土の砂分だけを抽

出した c

(4) 74'-Ysmmの砂分を秤量後、テトラブロムエタン(比重ー2.96)を重液に用いて重鉱物を

分離した。

(5) テトラブロムエタン中に沈んだ重鉱物を秤量後フ。レパラートを作製し、顕微鏡下にて300

個体程度観察しそれぞれの鉱物の比重を考曙、して重量比による鉱物組成を算した。

2. 分析結果

今回の重鉱物分析によ って、

カンラン石、シソ輝石、普通

輝石、角閃石、緑レ ン石及び

ザクロ石の透明重鉱物、磁鉄

鉱を含む不透明鉱物が観察さ

れた。

}ず-Ysmm砂中の重鉱物量の

割合は、滑らかな曲線を描い

て変化しており、大まかに全

体をながめるとNo.20を頂点と

して、下位は増加傾向にあり

上位は減少傾向にあるといえ

る (第7図)。

このような重鉱物組成のあり

方は、 No.6以降の試料におい

て武蔵野台地 ・相模野台地の

ローム層と対応できるもので

可。%
院 W///h'壬勿必手先手士¥一一一ー.1
防止W//ßh'土万土~五 l 

協 初必必修ガチ骨

阪記長"ww必~~一一.，

F労労労土砂必手労ジジ究.，ち-

Vh'先手先手W///s//sA在、 ・1

Uw完投Wh'必タ労労役、、、ーーー圃i
~$aタ労労労w公沼田・11

~応圃圃

阪労労拶予~I

昨日必必持労企ミふーーーー1

WWh'手先W"，，~ー_1

W汐ガタ必W~I

W土w壬必必り必土γ=ーーー11
mm 土o/AE一一一一 l
U手先手土手労労先1!=l__  .:1 

V汐先及WAμe::'__  ::1 

iWh'手労Wh'完 ! 

陪労役万μW :， 
FW/////s/s/h'令一一一一一一一一一一 l 

佐初先手先手先手初完在勿ト一一一一一一一一l

m :;0/$$$Aト 一一一一一一一一 l

膨Y"s 必ヌ手先手必タ必手先L一一一一一一一一一一i

軒労労労必必必必必必必俗、ト一一= -1

陪労労タ必W//////h'企苧「 一一一.1

z 
ZZ双~ー・圃圃圃圃圃圃園町

ロカンラン石園シソ暗lil図醐「扇面石薗 不透明両口市
(ザタロ石、韓レン岩)

第7図重鉱物組成図

ある。No.6下位の試料が特異な分析結米を出したのは、 Nu却を除いてイ;監合による層のi1U;しに

よるものと考える 。 また No.29~土、角閃石が90% を占め、また黒雲母も多〈含まれており、関東

ローム層中において特異な組成をなしている。このNo.29について、群馬大学の新井教授は、グ

リース状火山灰に同定できるとされた。グリース状火山灰は、静岡県沼津市から富士市にかけ

ての地域で報告されているが、火山灰の分布や給源火山など不明な部分が多い火山灰である。

しかし広範テフラの可能性を充分にもつものと考えられるものである。

3. 他地域との対比

重鉱物分析の結果、 No.l4遺跡における関東ローム層が、武蔵野台地、相模野台地のものと対

応きれるという結果を得た。そこで、本遺跡と、下総台地に隣接し、関東ローム層の研究が進
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んでいる武蔵野台地とを、調査時の肉眼による観察と分析結果

に基つ"き、遺物が確認されている立川ローム層について対比し

てみる。

立川 ・武蔵野ローム層の層位を判定するのに、もっとも有効

的なものは、カンラン石とシソ輝石、普通輝石の量比と火山ガ

ラスの含有量であるとされている(杉原重夫 1974)。今回の

分析て¥火山ガラスの有無については行なわなかったが、カン

ラン石と両輝石において充分な結果が得られた。

NoJ4遺跡において、カンラン石はNo.l9(第III層中位)とNO.25

(黒色帯上限)に極大を示し、両輝石はNo.22(第N-VI層中位)

に極大を示す。武蔵野台地において、カンラン石の極大は、立

川ローム層軟質音15 (第III層)の中位と第 2黒色帯(第四層)上部にある。そして両輝石の極大

第 2t.そ 遺跡とそのfJ;i境

0. 

刊

咽2
 

[[[ 

W 

vl 

vll 

叩

政

犯

m 

は、第 1黒色帯(第V層)の上限にある。このように両地域の対比で、カンラン石の量比の極

大点層は、肉眼的観察に基づいて区分し、対応させている層と一致する。つづいて両輝石の量

の極大点層は、本遺跡では、発掘区内では確認できなかったが周辺台地で確認されている姶良

丹沢ノfミス層の上位の層に位置する。このような姶良丹沢ノfミス層と両輝石量の極大点の位置

的関係は、武蔵野台地と一致するものであり、 NO.22が採取された層が、武蔵野台地第 1黒色帯

(第V層)に相当する層と考えられる。

， 4. 層序に関する問題点

今回の鉱物分析により、関東ローム層の薄〈、肉眼によるいくつかの層区分が困難であるこ

の地域の台地においても、武蔵野・相模野台地と充分に対応できるものと言える(第 8図)。

先土器時代の研究において、遺物包含層であるローム層の研究は、大きな役割を果してきてい

る。たとえば、環境の複元、石器群の相対的年代、そして石器群の分析、研究、また他の地域

との比較に重要な位置をしめているものと言える。本遺跡では、調査時に確認できなかった関

東ローム層中で特徴をもち鍵層となっている第 l黒色帝相当層も、鉱物分析により認められた。

しかし、今回の鉱物分析のみにより、この層の存在をこの地域で認めることは性急すぎる結論

かもしれなし、。本遺跡ではこの層の遺物は検出きれなかったが、今後、この問題をより明らか

にして行くには、他の遺跡で検出きれている遺物によって層序を含めた考古学的見地による先

土器時代の研究が必要なことと考える。

層位に依存することの多い先土器時代の調査・研究は、 1つの台地または地域で統ーされた

層位に基づいて行なわれることが望ましいと思う。しかし肉眼的観察による層序の把握が難し

い下総台地においては、自然科学、考古学の研究により、層位を統一、確立していくことが、

今後の先土器時代の研究を進めていくうえで、大きな課題になるものと思われる。
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第 3章遺構と遺物

第1節先土器時代

先土器時代の遺跡、において、住居跡等の構築物が検出されることは極〈柿れなことであり、

多くの場合、石器 ・禁Ij片知が集中あるいは単独で、検出される。 このような遺物の出土状態を

「石器群」、 「ブロ ック」、 「ユニット」と呼称して、先土器時代の研究の中で、当時の人聞

の行動様式を把握するうえでの単位としてとらえられている。この 「石器群」、「ブロ ック」、

「ユニヴト」と呼称されている石器 ・剥片類の集中部に喋群、配石、焼土、炭化物片などが伴

う例も多くみられ、人聞の行動様式をより具体的にしている。

本遺跡の先土器時代の調査において、炭化物片をローム層中よりかなり多く検出した地点が

確認されたため、石器 ・剥片類の広がりのみでなく、炭化物片の分布状態や性格の把握のため、

炭化物片の広がりも調査の対象として発掘作業を進めた。その結果、石器・孝IJ片委員の集中地点

は検出されなかったが、 5地点の炭化物片集中部ヵ、検出され、うち 2地点には、石器 ・剥片まれ

が2、3点であるが検出された。

No.l炭化物片集中地点 (第9図)

台地の北側に浅く入り込んでいる谷に接した地点に位置し、第N-VI層から第四層にかけて

分布がみられ、その主体部を第四層に置く 。平面的な分布状態は、集中の中心部から径5cm、

長さ20cm程の炭化材片が、数本重なった状態で検出されたが、炭化物片集中の密度はむしろ周

辺が濃く、ドーナツ状にかなり広範囲の分布状態を呈しており、数本の炭化材を中心とし、炭

化物片カ、散在している状態である。遺物の出土は無い。

No.2炭化物片集中地点 (第10、14図 図版 4) 

NO.1炭化物片集中地点より、東へ約30m離れた台地平士日面に位置し、第N-VI層中位に主体

部を置く。平面的分布状態は、 8F77・78グリ y ドにかけて 6X4m程の密な集中部がみられ、

さらに北側へ広がりを持つこの集中地点からは、余IJ片3点 (3 -5 )、礁l点 (6 )が検出さ

れている。これらの石質はいずれも安山岩であり、 3は背面に喋面を残している縦長制片で、

打面、打溜も残っている。4は一部に礎面を残し、背面には数条の剥離痕があり、縦長剥片剥離し

た両設打面をもっ残核片といえるものである。打面には、わずかに調整剥離が施されている。
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第3章遺構と遺物

イ蕊目白 イ3i ~ イ364

お3 →46 

---hs 

--ts 

。 5M 

→8G73 →74 →75 →i6 

第9図 NO.l炭化物片集中地点

No. 3炭化物片集中地点 (第11、14図)

ほほ台地の中央部に位置し、第N-VI層上部から検出されている。平面的分布は、集中部と

言うほどの密な部分はなく、わずかに散在している状態であるが、この集中地点の南側はすで

に立川ローム層最下部近くまで削平されており、地形による立地を考えると主体部はむしろ削

平部にあったと考えられる。また 3点の遺物が検出きれているが、その分布も南側に主体を置

いたものと考えられる。遺物は、剥片2点(7、9)と調整加工がわずかに施された剥片 1点

( 8 )でいずれも頁岩製である。
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第 3章治情と造物

No.4炭化物片集中地点 (第12図 図版 5) 

台地北側に浅く入り込んでいる谷頭から、南へ約40m程の地点に位置する。層位は第III層か

ら第N-VI層にかけて検出され、主体部は第III層下部にあり、レンズ状の垂直分布がみられる。

平面的分布状態は径約 2.5mと小規模な範囲に密な分布を呈している。

No. 5炭化物片集中地点 (第13図)

子;地北側に浅く入り込んでいる谷頭から西へ約30m税の地点に位置する。第N-VI層より検

出され、平面的分布状態は径約 2mと小規模な範囲に密な分布を呈している。

その他の遺物 (第14図 1、2 図版 6) 

第II層中から先土器時代の遺物が 2点検出された。 1は璃瑞製の横長剥片を素材とした切出

形石器で、両1P，IJ株に剥片を切り取るように裏面からの調整加工が施され、背面の基部にまでお

よんでいる。 2は璃瑞製の横長華Ij片を素材とし、ー側縁には剥片を切り取るような裏面からの

調整加工が施され、他の側縁には、ノッチ状にやや切り込んだ調整加工が施されている。刃部

は争Ij片の鋭利なものをそのまま用い、直刃的形状を呈しており、刃こぼれが見られる。

- 24 



第 2節i 縄文時代

第 2節縄文時代

1. 遺構

今回の調査で検出された遺構は、いずれも B地点からのものであり、か穴 l基、土墳 1基、

陥し穴状土墳 2基と遺物の出土量に比べ非常に数が少ない。また時期については、陥し穴状土

墳は、縄文時代といった決然としたものしか今回の調査ではつかめなかったが、炉穴、土墳に

ついては、このB地点の出土遺物の主体となる鵜jf島台期のものと考えられる。

001遺構 (第15図図版11)

この遺構は、B地点の手;地のほぼ中央の平川部に位置する炉穴跡である。形状は、対i部と足

場部の境ヵ、〈びれたやや歪んだひょうたん形を呈している。さらに、北側に浅い粕円形のjlH:リ

込みがあるが、炉穴の埋没後に掘り込まれたもので、時期の異なった落ち込みであり、その性

格は不明である。炉穴の底面は平士11な足場部から炉音[¥に向って緩〈傾斜している。足場音[¥は、

遺構検出面から約10cmの掘り込みで、底面はそれほど踏み固められていなし、。炉部は、遺構検

出面より約40cm掘り込まれ、多量の焼土カ、検出された。底出はかなりの熱を受けた状態で、ロ

ーム層がボソボソの状態になっている。また、炉部西側にテラスカ、設けられている。遺物は、

土器片 9点、剥片類3点と少量で‘、いずれも小破片であり、底面からかなり浮いた状態で検出

されているため流れ込んた司ものと思われる。土器はいずれも条痕文のみが施文されたものであ

る。

覆土

第1層

第2層

第3層

第4層

第5層

第6層

時褐色土層、ローム粒、焼土車，/を極〈少量含む。

黒褐色土層、ロ ム粒、焼土粒を少量含み、堆積にしまりがある。

黒褐色土層、ローム粒、焼土粒を多量含む。

暗褐色土層、焼土粒を多量にローム粒を少量含み、堆積にしまリがない。

黒褐色土層、焼土粒を多量にローム粒も多〈含む。

茶褐色土層、焼土ブロ ックが多〈含まれ、また熱を受けたローム粒も少量含まれて、 I闘員にしまり

が少なく川サノ、サした状態である。

第7層 賞褐色土層、ロームブロ yクが多量に含まれ、堆積にしまりがある。

第8層 階褐色土層、ロームブロ ックを多量に含み、焼土フロ ソクを少量含む。

第9層 黒褐色土層、ロ ム料、ブロ ック、焼土申立、ブロ yクを多量に含み、炭化物片も少量含む。

第10層 褐色土層、ローム粒を多量に含み、焼土粒を少量含む堆積にしまりがない。

第11層 黄褐色土層、炉床面で熱を受けたロームブロ ック層であり、ボソボソした堆積状態である。

第12層 暗褐色土層、ローム粒を多量に含み焼土粒も若干含まれる。堆積にしまりがある。

第13層 暗褐色土層、第12層に比べローム粒が多く含まれ、焼土粒は全〈含まれていない。

第14層 暗褐色土層、ローム粒、焼土粒を多量に含む。

-25-



?fi 3市 i立怖を造物

002遺構 (第15図図版12)

この遺構は、 B地点の包含層遺物集中分布範囲の北端に位置している。形状は長軸70cm、知紬

50cmのやや歪んだ桁円形を呈する。長軸の断面形は西側壁より緩く傾斜し、テラス部を経て底

部となる。底部はややオーバーハングしており、固くしまっている。遺構検出面から底部まで

約35cmの深さである。この遺構の平面、断面の形状は、炉穴跡を思わせるものである。また底

部周辺の覆土中より多量の炭化物が検出されているが、焼土は全く検出されず、壁面、底部に

熱を受けた痕跡が認められなかったので、土墳としてこの遺構をとらえた。遺物としては、土

器)十が4点検出されているが、いずれも条痕文のみの小破片土器で、底面からかなり浮いてい

る。

覆土

~ì 1層 県褐色土層、第IIc層のJj};併を強く受けた層である。

5ti 2層 賞褐色土層、ローム料、ブロックが主体となった層であり、部分的に炭化物片が集中して検出され

た。

第3層 褐色土層、ローム粉、ブロックを多量に含み炭化物片を極〈少量含む。

第4層 時褐色土層、ロ ムブロソク、炭化物)"'，を多量に含む。

罫~ 5層 褐色土層、ロームブロック、炭化物F'， を少量含む。

第6層 賞褐色土層、ローム粒、ブロックを多量に含み、堆械にしまりがある。

第7層 黄褐色土層、壁上音11のローム層の崩壊土層。

003遺構 (第16図図版13)

この遺構はB地点の北側の包含遺物集中分布範囲から離れた地点に位置する陥し穴状土墳で

ある。形状はE-Wに長軸をもっ柏円形を呈する。税棋は、開口部長軸 3.2m、知軸 1.6m、

底部長軸4m、生¥1軸 0.3m、深さ 2.5mと大形のものである。長軸の断面形は袋状に下部が広

がリ、オーハーハンクして底部に至る。底面は平jllであるが問端部カ、緩〈上がっており、弓状

の形状を呈する。 hi軸の断面形は、関口部より緩いくびれを途中にもちながら徐々にすほ、まり

ながら底部に至っている。覆土の堆積状態は、ほほ‘レンズ状堆積であるが、第10層以下はロー

ム層の 2次堆積したものであり、壁部の崩壊したものがかなりの刻時間で堆積したものと考え

られる。しかし第10層においては、非常に固くしまっており、ほぽ水平に厚く堆積しているこ

とから、この層については人為的な堆積も身えられる。また、第14層は有機質土の堆積層であ

る。
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第 3章 i立fiytとia物

003土層脱明

1 m補色土層
2 時筒色土層 mT百崩峻土粒子を少量に含む。
3 絹色土層 III層崩壊土粒チを多量に含む.

4 明褐色上層 m層崩桜土園
5 補色土層 III層糊繍土が主体。 1V-V1円硬世ロームプロックを少

量含む.

6 時偽色土層 1V-V1層が主体.ロ ム粒を多〈含む.

7 V{偶色土層 1V-V1層崩域土が主体となったIII層崩域土 県繍色

とのi1H守層.
8 :.1.¥色iニ暗 1i.機官土.
9 明尚色土層 7層に阻似しており、多量的脱化粧が含まれている.

iO 縦色土層 咽‘咽!面的胤埴土がブロ yク状に含まれる.

11 褐色土層 V困、lX層的蹴塙土層.凶くしまっている.

12 灰縞色土層 lX層向嵐埴土層.

13 褐色土層 E層的崩壊上層.

14 既褐色土層 黒色土粒子と白色帖土町悦合層.

o"， 

ゆ
陰

E

日
@ー一一

民

沼

盟

c 
@ 

003 

C 
一一ーー@

。 2m 

004土層鋭明

1 m:褐色土層

2 黒褐色土曜 日I層崩壊土をプチ状に含む.

3 暗褐色土層 III層崩境土と黒縄色土町はほ同量町出合層。

4. 褐色土層 m層と黒褐色土曜合層.ローム町比率がややJ.い。
4 b 縄色土層 凹、 W層的樹犠土.

5 .前島色上層 黒色有機質七が三E体。ロ ム (1V-V1)層を}(吉む固

6 補色土層 咽層をプロ yク状に多量に含む.

7 灰褐色t層 咽層崩唄土が主体をなす.有機質土を少量含む.
8 褐色土層 咽層崩墳土層.
9 賀補色土層 lX閣をプロ yク状に多量に含む.堆械にしまりあり.

10 褐色土層 政層をプロ ック状に含む.

JJ 灰縄色土曜 庇層崩Jl土.

12 褐色土曜 X層がプロック状に多量に含まれている.

13 暗縄色土層 X層が粒状に主体となす。

14 黒褐色土層 黒色有機質土主体.皿、 X層を多量に含む.

15 黒色土層 黒色有機質土層.

16 略褐色土層 XI層崩壊土を粒状に多〈含む.

17 暗偽色土層 XIJ百円胤壇土を粒状にJ(含み、有蝿質土を多〈含む.
18 黒色土層・有機質土円単一層.
19 暗褐色土層 耳、X層向蹴壇土層.

回医縄色土層 白色粘土とA¥色土的世合土.

第16図 003、004遺構
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第 2節縄文時代

004遺構 (第16図図版14)

この遺構は、003遺構と同様に陥し穴状土墳と呼は'tLるものである。形状はN-60' -Eに

長軸をもっ楕円形を呈する。規模は開口部長軸2，5m、知軸1.4m、底部長軸 3m、長!軸0，2

m、深さ 2，4mと003に比べやや小振りであるが、平面形、長短軸の断面形はよく似ている。

覆土の堆積状態もレンス状のものであり、下位のものは壁部の崩壊土が主体となったものであ

る。底部付近には、有機質土の堆積がみられる。

本遺跡で陥し穴状土墳の検出例は、第 1、第 2次調査において今回の 2例しかなく、遺物の

出土例もないため、時期の判断は困難で、あるが、周辺の遺跡からの検出例から縄文時代の前半

のものと考えてよいと思われる。そしてこの 2基の陥し穴状土墳は、覆土堆積状態において多

少異なっているが、形状等ほほ同じであることから、同一時期のものと考えられる。陥し穴状

土墳は、その形態においていくつかに分類されているが、その性格、構造については不明な点

が多い遺構である。本遺跡、のように広い面積に対し、わずか 2例とし寸稀薄な分布や003遺構

にみられた覆土堆積状態や底部付近にみられる有機質土層などは、この土墳の性格、構造を把

掘するうえで、 lつの手掛かりとなりうる資料と思われる。

2，遺物

包蔵層の出土遺物は、 A地点と B地点の 2地点に集中して確認された (第4図)。 遺物はい

ずれの地点も早期のものカ、主体をなし、後期までのものカ、出土している。このうち土器につい

ては、大別すると以下の 5群に分対lできる。

第I群土器 縄文時代早期沈線文系土器。回戸下層式、田戸上層式など。

第2群土器 縄文時代早期の条痕文系土器。鵜カ島台式が主体となる。本遺跡においてこの

土器群が主体となっており、土器総出土量の95%以上を占める。

第3群土器 縄文時代前期後半の土器。

第4群土器 縄文時代中期の土器。五領ヶ台式、阿玉台式、加曽利E式など。

第5群土器 縄文時代後期の土器。

以上のように大別した訳であるが、各土器群はさらに細分することができる。この他に石器・剥

片類の出土量も多く、それらを地点ごと に順をおって述べることにする。

(1) A 地点

台地の北側に入り込んでいる谷に接した北西に、緩く傾斜する地点に位置する。

発掘区の面積は約 1，000m'で、遺物は第IIb・IIc層から検出され、その主体をIIc層に置
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第 2筒j 縄文時代

〈。平面的分布は、いくつもの集中音1¥をも った分布状態であるが、同一伽|体土器、同一母岩カt

破打i、粉砕した状態と考えられるものである (第17、18図)。 また、土器の分布状態と石器まれ

の分布状態は、重ならずわずかにずれている。

ア土器

出土総数約 500点であり、そのうち 5佃の完形、半完形品カ、復元できた。

第 1群土器

早期中葉~t線文系土器であり、その中でも主として回戸下層、上層式に比定されるものである 。

第I類土器 (第19図1~ 7 、第20図22~23 図版8、9) 

回戸下層式土器を本生f[土器とした。土器の内外面を研磨した上に、沈総文、貝殻腹縁文によ

る文様が施文されたものである。22は口縁は平倣であり、口唇部カ、丸味を帯ひたものである。

器形は、 mn]部にややふくらみをもっ尖底土器で、文様は、平行沈線文と爪形状文により構成さ

れている。口株音1¥には、 2条の平行沈総が廻ぐり、 ij[，]部には、縦位に押捺による爪形状文が施

文され、この土器を 6 分割しており、その爪形状文聞を 2~4 条の平行沈線により、菱形状に

結んでいる。このような文様構成は、田戸下層式土器の典形的なものと言える。23は口縁部、

口唇音[¥の形状、器形は、 22とほほ、同様のものと 言える。しかし文様は平行沈紛!の代りに、アナ

夕、ラ属の貝殻腹級文を文様要素として多用しており、その他に爪形状文、沈線ヵ、わずかにみら

lれる。ただ資料が、いずれも断片的なためはっきりとした文様構成は把握できないが、はほ22

と同様なものと考えられる。口縁部には、貝殻腹縁文を平行に連続的に押捺し、胴部では爪形

状文の聞を菱形状に結ぶようにかなり密な状態で貝殻腹縁丈が押捺されている。またこの員殻

腹縁丈の輪郭を定めるような沈線が施されているものもみられる。

第II類土器 (第19図8~16、第 22図図版 8 、 9 ) 

田戸上層式土器を本類とした。土器の内外面を研磨した上に沈線、貝殻腹縁丈により文様が

施されたもので、胎土中にわずかに繊維が含まれている。8~13は、同一個体の土器と考えら

れるものであり、器形は42と同じような口縁部に緩し、〈びれをもっ大形の土器と思われる。口

縁のくびれ部には、波状沈線をはさんだ平行沈線が横位にはしり、その下部に逆三角形状の区

画状文が施され、その中央部に沈線による円形文とこれを中心とした貝殻腹縁文による孤状の

充填文が施文されている。この円形文と区画状文との交又部には、刺突文が押捺されている。ゐ

また胴部には、平行沈線による孤線文が連続して引かれており、この平行沈線の聞にも貝殻腹

縁文が押捺されている 。42は半完形品の土器であり、口縁は平縁又は波状か不明であるが、

口縁部には 1段の緩いくびれを有し、やや胴部にふくらみをもち、丸底の底部へとつづく大形

の土器である。口唇部の両端には刻目をもち、断面形は角ばっている。口縁部の文様構成は、

口縁に沿って 2条の平行沈線が廻り、この平行沈線とくびれ部の聞には平行沈線による鋸歯状

- 31 



?ii3青空 y吉備と遺物

文と孤線文f1ii出され、さらに貝殻腹結文が充填文として押捺されている。〈びれ部には、 2条

の平行沈線カ、緩〈曲線をはlきながら廻っており、その聞にも貝殻腹縁文が押捺されている。胴

部は、上位、中位、下位に横位にはしる平行沈線により、 2段に文様部を区画され、その区画

内には独特な波状文が連続して描出され、さらに充填文として貝殻腹縁文が押捺きれている。

そして底部は、無文となっている。 14-16は平行沈線文内に刻目が施されているものである。

この他に、本群に属する底部が2点出土している。(第21図37、38)

第2群土器 (第19図17-21 図版8) 

広義の茅山式土器を本群とした。いずれも小破片であり、条痕文のみにより施文されている。

第4群土器 (第20図24 図版9) 

胴部下半部から底部にかけての土器片であり、上部は無文帯となっており、そこから無節の

結束羽状縄文が、縦位方向に施文されている。これは五領ヶ台式土器の特徴的な文様といえる。

第5群土器 (第21図34-36 図版10)

いずれも把手の破片であり、縄文時代後期初頭のものである。

その他の土器 (第20図25、第21図26-33.図版9、10)

26-33は同一個体の深鉢土器片であり、これと25はいずれも胎土中に小喋を含み、焼成状

態等も類似している。また器面調整においても、内外面に顕著な磨きがかけられ、そして口縁

は平縁で、やや角張った形状を呈している。口縁部は、 22は緩くくびれ、 25は比較的強<<ぴ

れ段を有する。 26-33は荒い格子目状沈線文が施文され、 25は無文土器であるが、口縁上

面から見た形状が、隅丸方形を呈している。この2つの土器は、資料例が少なく時期の判断が

難しいが、第5群土器に属するものと考える。

イ.石昔話

出土総数313点、その内訳は石鍬3点、際片 310点と定形的な石器は少なく、際片がその主

体をなす石器組成と言える。

0石鍛 (第21図39-41 図版9) 

39はJ川記石製のもので脚が岐fiiしている。 40は桂岩製の三角鍬である。 41は砂岩製の完形品

である。これらの時期的な決定は難しいが、後に述べる B地点出土の石鍬と比較して縄文時代

早期後半のものと思われる。

0機片

喋r，はいずれも拳大のものがいくつかに破却し散在している状態のものであり、またその 2
割近くのものに熱を受けた痕跡がみられる。これらを石質別にみると、珪岩107点、砂岩63点、

石英斑岩53点、 ijTt紋岩35点の順て、あり、さらに安山岩、ホルンフェルス、凝灰岩、石英、シル

ト岩などが少数みられる。これらの喋片の分布は、ほぼ同一時期のものと考えられるもので、

沈線文系土器の分布に関係をもつものと思われる。

32 



1E53 0010 
0011 

7E51 0025 

7E43 0003 
0023 

3A轟Ds

第19図 A地点出土遺物

-33-

前2釘j 縄文時代

7E54 0002 

ぷ
7E 73曲目

10cm 



~ 3~賢 治梢と造物

，
 ‘

 
‘
 

--ー、今，一、，、一，、一，、一，、，-、、
一，-、、
_-、‘，司、
--、、‘--、、--、、，一、，、， --、、--、、， 
- -、、

， ， 
d ， ， ， ， ， 

_ 
， ， ， ， ， ， ， ， ， 

7[41 7[50 7[54 
0002 0002 0003 
0010 
7[51 

0011 
000ゆ

0012 
0021 

0013 
0022 0ゆ16 。凹6

0ゆ17
団司l

0027 
。ゆ48 ，0037 
0037 10038 
0051 0041 

0042 
0043 

第20図 A地点出土遺物

- 34-

， ， 

5
2
3
 

6
0
0
 

E

叩∞
7
 

日
筏
珂
M

M

U

犯

E
叩

叩

凹

E
凹

M
持

田

川

口

山

田

目

白

E
田
町

E
凹
凹
凹
凹

7

7

 

2
3
3
9
7
3
8
 

日

刷

日

脚

剛

凹

鵬

7

7

 
，
 a' 

lO"cm 



;;;JU29 

7E320012 
0031 

7E42 0016 

7 E 32 DOO~ 
00凹

争犠U島問5議17，6
。

37 7E 53 ~~~~ 7 E 53 ~~:~ 
。日日 0019
0013 0023 
0014 7E54 0001 

4も:傘 A 
くこご〉 39 

〈二〉
40 
く二〉

41 

7E20 0011 7E35 0010 7E51 0016 。 5cm 

第21図 A地点、出土遺物

第 2Dij 縄文H可干代

7E32 0022 
7E42 0009 

7E32 0024 
7E42 0010 

lOcm 



第 3章 1立精とi立物

十 36一

重i軽量

， ， ， ， 
r ， ， ， 
t 

-
、、
、、、、、、

.t， 
N 

o 

同
(
〕
ロ
ヨ

獄
N
N
E



~~ 2節i 縄文時代

(2) B 地点

この地点は、台地の中央に入り込んでいる谷に接した第 1次調査時の14地区の北側につつく

台地平日部に位置する。

発掘区の面積は約10，000m'であり、出土遺物としては、土器類約16，000点、石器・剥片務i約

5，200点、その他欽淳、古銭が少量出土している。土器類は縄文時代のもので「条痕文系」の

ものカ、その主体をなし、石器・禁Ij片知もこれと同様のことが言える。これらの遺物は、第IIb . 

II c層からの出土であり、その主体はIIc層に置くものであるが、近年の耕作、持Ij平により、

かなりの撹乱を受けているため表土層中からの出土数も多し、。遺物の平面的分布状況は、発掘

区の南↑目IJに行くに従い密な分布となり、この西側はすでに削平されているが、分布は、それは

と。西側へ伸びるものと思われず、南北に長〈伸びる分布状態である。土器類の分布は密度の濃

いもので、多くの個体別の土器が破損、粉砕し、散右している状態であり(付図 1)、時間差

による分布の違いは認められなし、。石器・華Ij片類の分布状況も土器類のものとはほ重なるもの

であるが、いくつかの集中部が見られる(付図 2)。

ア.土器

第2群土器

本群の土器は、鵜カ島台式土器が主体となった広義の茅山式土器群であり、 B地点より出土

した約16，000点の土器の95%以上を占めている。出土層位は、第IIc、IIb層に波たり、その

主体を第IIc層に置く。さらに第I層からも多量に出土しており層位による引式分知は困難で

あるが、器形、施文部位、施文方法、施文具等によリ、以下に述べるようにさらに分類できる

ものである。なお、遺物の説明を進めるにあたって、鵜カ島子;式土器の特色である区画状丈は、

文様帯を縦位に分割する区画状文と、さらにそれをタスキ状またはそれに近い形で文様帯を細

分割する区画状文とによリ構成されているが、これらは性格の異なったものと考えるため、

前者を縦位区画状文、後者を横位区画状文と分けて便宜的に呼称する。そして単に区画状文と

呼ぶ時は、両方のものを表わす。

第I類土器 (第24図l、2 図版17)

9点の出土例がみられ、いずれも小破片のため土器の器形等を知ることはできないが、いず

れも 2条の太い隆起線文により縦位区画状文が施こされ、その上には刻目が加えられている。

横位区画状文は沈線によりタスキ状に描出されているものと思われる。充填文は横位区画状文

と同じ施文具によると思われる沈線を縦位方向に施こしている。本類は、聖子島式土器に比定さ

れるものである。
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土 器 石器 ・葦Ij片類

口。 口。
Z21-50 
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図 圏拍-10目

盛田ー田 口100-150
日間四 . 150-200 .醐

第23図 B地点縄文時代グリッド別遺物出土図

第II類土器 (第24、25図3-42 図版17、18)

本~![土器は、約 if ，l~，~ti式土器の初期i段階に位置するものであり、前段階の野品式土昔話のもつ

特徴と鵜方、晶子;式土器のもつ特徴をも った、いわば両可l式の過渡期的な土器と考えられるもの

である。これらはさらに、縦位 ・横位区画状文の施文方法の追いにより A-C種に細分でき

る。

Af重 (3 -10) 

縦位 ・横位区画状文が隆起線文により抽出されているものである。充I良文は、いずれも串状

の地文具による紺1，、集合沈総が鋸歯状に自己されている。そして縦位区画状文上と縦位、横位区

画状文の交叉音1¥に不規則に円形竹管による刺突文が押捺されている。3は把手部であり、横位

区画状文は抽出されておらず、組1，、集合沈総により縦位区画状文聞を充填している。 5-7は

同一個体土器で、口械は液状を呈する。この縦位区画状文は、波山部とi皮ffi部聞の中央音ri1.)'ら

l条垂下し、文様帯を 8分割している。そして横位区画状文はタスキ状を基調として抽出され

ている。 10は口縁部に横にはしる 1条の隆起級文を施してその上には等間隔に刺突文が押捺さ

れており、口縁部の無文帯を広くもつ。
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第2節縄文時代

B干重 ( 11-22) 

縦位 ・横位区画状文が沈線により抽出されているものである。11、12は縦位・横位区画状文

と充填文が同ーの施文具によると思われる太い沈線により抽出されている。11はl条の縦位区

画状文聞に縦方向に鋸l的状に交互にはしる 2条の横位区画状文が施文されている。この土器片

は胴部から底部にかかる部分であることから、かなり l悩の広い文様帯をもった土器と思われる。

13は口縁が緩い波状を呈し 口唇部は丸みを帯びている。波頂音防‘らややずれて 3条からなる

縦位区画状文が奈|行して描出され、タスキ状を基調とした横位区画状文カ、これに加わる。縦位

・横位区画状文と充填文は同ーの施文具によるものと思われ、充填文は対応する区画内におい

て方向を変え鋸歯状に施文されている。区画状丈聞の無文部は地文である条痕文カ、磨リ消きれ

ている。また器形においてはm，j部にくびれが全くみられない。 14、15は同一個体土器であり、
14にはそれほど顕著なものではないカ、〈びれヵ、あり これにより文様帯は 2段に分かれている。

この 2段の文様帯における縦位区画状文の位置は一致していなし、。18は緩く内反する口唇部カ、

丸みを帯びた口縁部で、充填文は中小、沈線により施こされている。また胎土中に白色土粒を多

く含む。19-21は同一個体土器片と思われるもので、 1条の太い沈線の縦位区画状文と、これ

を境として左右に交互になるよう斜行状に横位区画状丈カ、施こされている。充填文は太い多載

竹管またはへラ状工具により施文きれている。

C干重 (第25図23-42)

縦位 ・横位区画状文が細い沈線文により描出されているものであるが、 23-26のように縦位

区画状丈に細隆起線状文を用いているものも少数例であるがみられる。5、6は同一個体土器

と思われるものであり、口縁は波状を呈し緩〈外反し口唇音1¥は丸みを帯びている。口縁部は磨

り消しによる広い無文帯をもっ。縦位区画状文は、比較的細い沈線により 1条施文されている

が、途中で切れており文様帯を完全に縦割していなし、。横位区画状文は、細い深〈刻まれた沈

線により鋸歯状に描出されているものと考えられる。充填文も同様の沈線により施文されてい

る。区画状文聞は、磨り消しが行なわれているが、地文である条痕文を完全に消すに至ってい

なし、。この文様帯の下部には、比較的太い隆起線文が横位に廻っている。そして器形は外反す

る口縁から胴部にふくらみをもち緩〈底部へすぽま っており〈びれはみられなし、。31は2段の

緩いくびれをもち、文様帯を 2段に分けている。上段文様帯の区画状文の構成は明確にとらえ

られないが、下段文様帯とほほ同じものと思われる。縦位区画状文としては、 9条の細し、沈線

による。横位区画状文の構成には特徴がみられる。つまりタスキ状に区画された中に、さらに

楕円状の区画状文が施こされている。そして楕円状の区画状丈をも った区画内の充填文は、同

心円状の曲線的沈線文が施文されており、また楕円状の区画状文をもたない区画内の充填文は、

直線的沈線文による。区画文の交叉部刺突文は、楕円状区画状文の l部と横位区画状文の l部

に見られる程度で、京IJ突文自体も鮮明なものではない。36-38は同一個体土器でありこの土器
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第 3章治構と造物

には BJi舷な格、位区画状文がみられない 。 そして縦位区画状文には 2 種 ~tiあり、非常に細〈彫り

の深い平行する 2条の沈総によるものと、比較的耐をもち車そくなでた紅度の平行する 2条の沈

線によるものとが、ほば交互に施文されている。そしていずれの沈線上にも、はほ等間隔に刺

突文カ、-t~，捺されている 。 充填文は、事まくなでたれ度の浅い沈線により、縦位区画状文聞を縦位

方向に鋸が"状に施文されている 。 充士.wt文の無い区画状文聞は、出~Ji者な磨 1) 消しヵ、行なわれてい

る。器形は不明であるが、緩L、〈びれがみられる。40-42は同一位|体土器であり、口株は平紘

でやや外反し、へラ状工具により押捺ヵ、なされている。口唇部は丸みを帯びている。縦位 ・横

位区画状文とも同様施丈工具によるものと思われる 2条の沈線による。勝、位区画状文の構成は、

タスキ状を基調としている。充.r(i1丈は、へラ状工具による丁寧な押し引きによる。器形は、不

明であるが、刷部に緩いくびれをもっ。

23-26は先ifしたように、村正位区画;伏文に桁[sr起線文を用い、横位区画状文に組[，、沈線を用

いたものであり本村においては、特異的な文様構成と 言えるが、縦位区画状文以外の文様にお

いては、ほほ、共通した特徴がみられるため、今回はC税としてとらえた。23、24は同一個体土

器であり、 24は23の下位に位置する。口紘は平紘で、内削げ状になっている。口株部には顕著J

な磨きが行なわれ、これにより口倣に平行して微隆起線状の|凌線ヵ、作られている。文様帯はmu)

音1¥の緩い 2つのくびれにより 2段に分かれている。上段の文様帯は、 2条の垂下する細隆起総

文による縦位区画状文とタスキ状を基調とした沈線による横位区画状文により構成されている。

また口紘部と文様帯の境いには、 l条の制隆起純文が細っている。下段の文様帯は、上位のく

びれ部とのない、に維な太いj光線を廻らしており、縦位区画状文はみられず、鋸歯状に平行する

2条の格、位区画状文を巡らしている。上下段の横位区画状文、充摂文を抽出している沈線丈は、

太さが一定しておらず、区画からはみ出ているものもあり非常に雑な施文カ、なされている。25、

26は同じく同一個体土器であり、波状口紘を呈し、 U件音1¥は丸みを'H;'びている。))1崎1¥にくびれ

はなくすんどうな部 )f;で文様1mは l 段である 。 その上部、下部には、キ[j[附起市:~j~文を巡らして区

画している。*i，[位区画状文は、 j皮JJ'l部分に 2条の中[I[附起tljl文を:!F.下して上部、下音1¥の制1;争起4Jii

文を結んでいる。検位区凶l状文は、タスキ状に-tlii山され、充時t文は櫛Mii;lkの非常に紺[，、j主総に

より施こされている。区画状文交叉古1¥の刺突文は円形竹告によ 1)明石佐にt4'捺されている。

第III類土器

本矧は、縦位.般{立区|出i状文の文依柑j成が安定したものとなり、また多彩なものとなる。 、

の区画状文の安定にwいすべての区画状文交叉音1¥に刺突文がJ円余され、文様要素の大きな部分

をL'iめるようになる。充填文については、 7先制、 t4'し引きによるものであるが、地文具とその

使用法に多徳化カ、見られるようになる。器形は、 ijl'i)育1¥のくびれが強調されるようになリ、これ

によリ明確な 1段ないし 2段の文様帯をつくる。そして大形土器も多くみられるようになる。

口紘は、半紘と波状のものとヵ、あ 1)波状のものは、波n市1¥が強調されるようになリ、またこの
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第2節縄文時代

時期jの特徴的な把手も現われる。日械の断出形は、内削げ状のものカ、多<，'iめる。このように

本初の土器は、総力ぜ白~jfi式土器の典形的な特徴をもつものと言える。そしてその特徴の主とな

る区画状文の抽出方法の追いにより以下のように分知できる。

A柿 縦位 ・ 横位区画状文が、制附起線文または、微附起*)~;I)~文によるもの。

B料 紙iE位 ・横位区画状文が、 j光線によるもの。そしてfijlJは少数であるが、沈線による縦位

区画状文に代わって附荷文を施文し横位区画状文に沈市:Jfを用いたもの。

C将 縦位 ・横位区画状文が、制1I1，、沈線によるもの。

以上3柿に分対!を行なったが、さらに各柄において、縦位・償位区同状文の文様梢成の特徴

を主として以下のように細分した。

a. IIj;Uに示めしたように、縦位 .横位区画状文カ、直線的な文様によリ抽出され半純な楠成

となっている。そして、文様帯内における縦位 ・横位区画状文の利IIL関係が明石柱である。

b.縦位 ・勝、位区画状文の文様鱗成は恭本的には aと同じであるが、特に横位区画状文にお

いて、文様カ、複雑化し、曲線的文様も多く用いられる。また縦位 ・横位区画状の相互関係が不

明瞭なものもみられるようになる。つまり、縦位 ・横位区画状文のそれぞれの文様において、

また双方の構成において、多彩なものとなる 。 器形においては、波状口械、〈びれの発達がk~J[

若なものが多い。

以上のように各種を 2つに細分した。このように 2段階 (Aa、Ab、・・・Ca、Cb)の分

類に従い土昔話の説明を行う 。

Aa種 (第26図43-55、第28図76-80 図版19、21)

43-55は充填文カ、沈線によるものであり、 76-80は克明文カ、押し引きによるものである。

43は口織が内削げ状の波状を呈し、波1u音1¥より 3条からなる縦位区画状文が垂下する。横位

区画状文は文様帯を 2分するかのように横位にはしるものとタスキ状のものとによリ構成され

ている。そしてすべての区画状文交叉音1¥には刺突文が押捺されている。器形において刷部のく

びれはみられない。46、47は縦位区画状文に太い隆起線文を用い、その上に押捺による刻み目

が加えられている。またくびれ部も同様の哀IJみ目が横位方向に施されている。49はij/，j音1¥に強い

くびれをもち、口唇部は丸味を帯びている。横位区画状文は、本群土器の特徴的文様の lつで

ある曲線的に擢lかれた「へ」の字状の文様がみられる。 50-55は充填文カ、太い沈線によるもの

であり、 52の縦位区画状文は4条描出されている。 76、79の充填文は押し引きというよりも、

刺突に近い施文方法によるもので、特に79は2本の細し、竹管を並行にして使用したものと考え

られるもので、いわゆる「二連式押し引き文」と呼べるものである。76は波頂部に突起を有す

るものでこの部分に粘土を貼り付けさらにその中央に細隆起線文を垂下し、その上に刻み目を

押僚し縦位区画状文をつくり出している。しかし下段の文様帯には貼り付けによる縦位区画状

文は至たっておらず、ややずれた部分に 3条の細隆起線文によるものが施文されている。78は
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第 3章 j立怖と j立物

R1uj音1¥に2段のくびれがみられ、上段のくびれ状態が非常に強し、。 この土器の胎土中には、 3-

5 mm紅の小喋カ、多く含まれ、器面がザラザラしている。

Ab種 (第26、27図56-75、第28図81-86、第38図262 図版19、20、21、30)

56-75は充填文が沈総によるものであり、 70-75は太い沈線による 。 81-86 、 262 は押し ~I

きによるものである。

56-58は同一個体土器であり 口械は波状を呈し制部には 2段の強いくびれを有し 2段の文

様帯をもっ、区画状文はその施文方法と柑1成に特徴がみられる。上段の文様帯における縦位区

画状文は、 1条の太い附帯によるものと、それにより大きく区画された内をさらに、両側を磨く

ことにより粘土を盛り上げる特徴的な施丈方法て、っくり出された 3条からなる微隆起線状文の

区画状文により文様帯を縦割リしている。横位区画状文も 2-3条の微降起線状文のものによ

りタスキ状に抽出されている下段の文様帯には太い|径帯はなく、すべて微隆起線状文による。

59-62は区画状文が比較的直線的に抽出されているが、区画状文の区画ヵ、細かく複雑な文様

構成となっている。いずれの区画文聞には磨リ消しが施こされているが、 60のように地文であ

る条痕文を完全にj肖しきれていないものもある。59はくびれカ、強いものではないが、幅の広い

ものとなっている。

63-75、81-86、262は縦位 ・横位区画状文に曲線的なものをおり混ぜて、変化に富んだ文

様構成をなしている。65、68は非常に発達した波状口縁を有し、 65では波状が8つあると思わ

れ、大形のものが4っそしてその聞に小さな突起状のものが施こされ大形の波状は内側によじ

れた状態となっている。文様帯は 2つの強〈屈曲したくびれにより 2段に区画され、双方の区

画状文は同様の構成によるものと思われる。縦位区画状文は、それぞれの波頂部から 1条の隆

起線文が垂下し、横位区画状文は基本的にはタスキ状に描出しているが、タスキ状の区画内を

さらに直線的、曲線的な区画状文をおりまぜて幾何学的文様をつくりあげている。充填文はて

し、ねし、な沈線文が施文されている。区画状文聞の無文部ゃくびれ部には入念な磨きもが行なわ

れている。68は上段と下段の文様帯における文様構成が異なっているもので、下段文様帯は隆

起線丈が等間隔に垂下しているだけのもので、充填文はみられない。これは文様構成の簡略化

と考えられるものである。69はノj、破片のため全体の文様構成は把握できないが、低い細隆起線

文が紡錘状に描出され、そして同心円状に細〈浅い沈線文による充填文が施文されている。74、

75は同一個体土器で胎土中に 1-3 mm程度の小礁と金雲母を多〈含み、器面がザラザラしてい

る。81、82はくびれが非常に強〈、幅の広いものとなっておりむにはくびれ部に横にはしる 3

条の細隆起線文が施こされ、その上に等間隔に刺突文が押捺されている。口縁はL、ずれも内削

げ状のもので、 81は内反、 82は外反している。充填文はいずれも細い押し引きによるが、 81は

1つの単位が長〈、押しが浅いため沈線文に近いものとなっている。82、83、84、262は、区

画状文の文様構成がさらに複雑なものとなっており文様帯は、 83、262では強い 2つのくびれ
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第 3市 J立備と造物

により 2段に分かれている。82、84もこれと同線に強し、〈ひれにより 2段の文様1むをもつもの

と与えられる。上段と下段の文係骨?の文f柔構成の関係は、262で把t}j!でき他のものもこれに近い

ものと考えられる。 262は非常に大形の士一器で、口紘に把手を有する。犯三子の数量、配置は明

石世につかめないが、波状口械のj--昔話に見られた波Jl'i音1¥と縦位区画状文との密接な関係と同僚に

縦位区画状文を配するJ-_で、把-f-カ、 AぷLιUUJλf点1，¥

をl山((一t総以的にt軍F下したものと、抗弧状とタスキ:Ikの組み合わせによるものとがみられる。まずf走

者により文様帝を 4つに縦分割し、そして横位区画状文はタスキ状のものだけでなく、平行線

状のものも多く用いてそれぞれが規則性をも って後雑に .N，'id¥されている。84、86には把手はみ

られないが、小さな 2つの突起を有している。このように、この4点の土器の、上段丈様帯に

おける縦位 ・横位区画状丈は惚雑化するとともにAa柿土器にみられたような縦割、横[割とい

ったギー純な分離カ、凶射なものとなり、同l方の区画状文を lつの文様の流れとしてとらえられる

ようになる。このことは縦位 ・横位区画状文の発達(崩壊)と考えられる。一方下段の文様帯

における文様情成は、 1条の垂下する縦位区画状文とf掃やti[:lkにfH'i出された横位区画状文による

もので、上段に比べむしろ簡略化の傾向にあると 言える。

Ba 種 ( ?;i.i29図、第31図128-133、第37図260、 図版22、24、31)

87-97、260は充墳文が沈線によるもので、 98-105は太い沈線によるものであリ、128-133

は押し引きによるものである。

87-90、94は2条ないし 3条の手下する縦位区画状文とタスキ状の横位区画状文とによる単

純なt:1存成によるものである。

91-93、95は縦位区画状文の施文方法に特徴がみられるもので、 2条の平行する沈線を走ら

せることにより、その聞をわずかに盛り上げて制附起線文を抽出している。91、92は同一個体

土保で、緩い 2段のくびれを有する。上段文様帯は数条の縦位区画状文とタスキ状を基調とし

た横位区画:1犬文により構成されているが、下段文様帯は上段のものと同様の文様構成をもっ部

分と横位区画状文カ、みられず、単に:!li下する縦位区画状文のみによる部分がみられる。しかし

この 2つの文様構成がどのような関連をも って下段文様帯を構成しているのかは把握できない。

93は 2条の制|内起線文により縦位区画状文が施文され、横位区画状文は沈線により施文され

ている。ijloJ部にはくびれがみられない。充填文は沈線により施文方向は縦位となっている。ま

たこの土器の胎土中に小礁カ、多量に含まれている。

96、97は横位区画状文が直線的でなくやや曲線的に描出されている。また焼成も良好で無文

部には入念な磨リ消しが施されている。

102， 260は口唇部の刻み目、縦位 ・横位区画状丈、車IJ突文が、同様のへラ状工具 (多裁竹管

)により施文されている。103-105も単一の施文具によりすべての文様を施文されたものと考

えられるもので、切断面の不揃いな円形竹管を器面に垂直に当てたまま号I¥，、たものと思われる。
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第2節縄文時代

102. 260のm，]部にくびれはみられず、 l段の文様帯となっている。 102には補修孔を聞けよ

うとした痕跡が残っている。260は上面ーから見た口株の形状が方形を呈し、各コーナーに波山

部をもっ波状口融となっている。しかし方形の形状も1阿部では円形となっている。文様構成に

おいては、施文方法ヵ、非常に雑であり、縦位区画状文は 4条を恭本とするものと思われるカヘ

一定していない。横位区画状文はタスキ状を基調としているが、区画内よりはみ出したり、 j尤

線の間隔も一定していない。 また区画状文交叉部の刺突文は、タスキ状文様の交叉部のみに t~j

捺されている。そして地文である条痕文の磨り消しは、全く行なわれていない。

128-133は充填文が押し引きによるもので、 130、133は比較的太い竹管を工具とし、丹念に

押し引かれている。 131は、細い施文具により、連続刺突文状に施文されている。

Bb土器 (第30図、第31図134-138、第38図263 図版23、24、30)

本種の土器は文様構成において、個々に特徴をも ったものが多く、変化に富んだものとなっ

ている。充填文は、 106-119では沈線文により 117、119では太い沈線文による。106、114は刺

突文が区画状文の交叉部のみでなく充填文上にも押捺されている。 115は充填文の聞に 1亨IJの

刺突文カ、配され、沈線文による横位区画状文の代わりとなっている。 107、108、110の横位区

画状文の文様構成に新しく円形状のものカ、加わっている。 107は、口縁カ、緩い波状を呈し、波

如、部より垂下する 3条の縦位区画状丈により 6分割され、その聞を横位区画状文は菱形状に配

され、その中心部に円形の区画状文を抽出している。充填文は円形文から放射状に配されてい

る。111、112はノト破片のため明確な文様構成はつかめないが、タスキ状の横位区画状文がやや

曲線的に描出され、また無文部には入念な磨リ消しが行なわれており、 l部の区画状文がその

ため消されてしま っている。この磨り消し手法は、後述する指頭、へラ状工具によるナゾリ手

法に近いものと思われるものである。 112には補修孔が見られ、裏面にはさらに孔を聞けよう

とした痕跡が残っている。106、109、117，119は区画状文と充填文の区別が不明瞭なものであ

る。つまり、同様の施文工具を用いて、同一方向に施文きれている。また刺突文の押捺も雑で

あり、省略されているものもある。

135-138は充填文が押し引きによるものである。135、136は同一個体土器で、幅の広い入念

な磨り消しの行なわれたくびれ部をもっ、〈びれ部には細隆起線文が横にはしりその上には刻

みが施されている。上段文様帯は緩い波頂部より貼リ付けによる 3条の降線文を垂下し、その

中央のものは口唇部まで伸びている。そして隆線文の上部、下部には、指頭またはそれに類し

た工具により押捺痕が施され、その聞には刻みが施されている。この縦位区画状文は下段文様

帯には至っていない。横位区画状文は 135を見る限り、タスキ状を基調とした文様構成である

が、縦位区画状文内部にまでその文様が施きれている。 136では半円形状のものから 1条の沈

線が垂下して、縦位区画状文を構成している。充填文は中小、円形竹管を 2連にして押しヲ|いて

いる。またこの土器の断面には口縁部とくびれ部の接合状態が明確にわかる。 137の充填文は
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多裁竹特を昔益出に対して歪直に .j~J捺したもので、その断面形が良好に残っている。また区画状

文にも同様の施文具カ、用いられている。 138の充横文は間隔のあいた維な沈線とさらにその聞

に円形竹告-による中Jj突文が施されている。

118、121-125、127、263は上段文総惰もしくは下段文様帯に沈線による絡チ状のみの文様

が抗出されているもので、 118の上段文様帯はタスキ状の横位区画状文による織成となってい

るが、下段文係帯にf'ti[-状の文様のみが施文されている。121、125は同一個体土器であり、121

では充明文を有する検位区岡状文と格(-状文が同一文様帯内に併用されている。また 125の格

f状文は総がとぎれとぎれで完全な絡子状となっていなし、。この土器の胎土中には、金芸母と

小機カ、多 :l~:，こ含まれている。 127、263は同一個体土器で、 m;J部に l段の顕著なくびれを有し、

その段上には押捺による刻み目が施文されている。文様帯は 1段であり、格子状の文様のみに

より 附成されている。特 f状文の交うほ1¥には不規則に同形竹管による刺突文カ、押捺されている。

U 将官1\は内削げ状に終}f~ されている。また 127 の口紘部に補修孔ヵ、みられる。以上の上器のう

ち118、124は地文である条痕文を入念に!終り消した後に絡チ状文が施文されているが、他は

地文をそのまま践している。

126はU純音J¥に無文'肝を広くもち、仁l件音1¥が九みを帯びている。縦位区画状文はみられず、

一定の間隔をもっ数条のiU)~ を l 単位として事|位に走らせ、隣り合つ単.位と lえ角に交わるよう

地文されている 。 また地文カ叫i~ペに残っている 。

120はU紘カ、かな J)外反し、口将音1¥は丸みを帯びている。〈 びれは l段と思われ、〈びれ部

はあ1 1上を Jdb り上げており突き 出ている 。 文様は口株から浅く帽の広いt~J し引きによる垂下した

文僚が等間隔に施され、その上に円形竹管による刺突文が州I捺されている。

Ca 種 (第32図 146- 1 52、 第37図258、 259 、 首~38図264 、 第39図265 図版25 30、31)

146-152、265は充墳文が沈線によるものである。146-148は2段のくびれを有し、文様帯

は:1F.下する怯数の縦位区画状文とタスキ状を法調とした横位区画状文から成る。146、148では

上段と下段の文機構成は、ほほ‘同様と考えられるが、縦位区画状文の位置は一致していない。

152は太い沈線による克明文カ、維に施文されている。265は完形に近く復元できた資料で、文

様構成主どがよく把振できる資料である。[]t;誌は4つの舌状の突起をもち波状を呈する。刷音1¥

は2段のくびれを有し、 2段の文様帯をもっ。文様帯の脳が広いため骨量形は縦長の円筒形に近

いものとなっている。2つの文様帯の上部には制隆起線文が横にはしり、その上に刻み目が拘i

t奈されている。文様構成は上段、下段ともほぼ同様のものとなっており 、j皮m部から 3条の縦
位区画状文が垂下し、横位区画状文は直線的に抽出されたものと曲線的に 「へ」の字状に抽出

されたものとにより情成されタスキ状を基調とし、さらに細かな区画がなされている。

Cb 種 (第31図139-145、第32図153-166、第38図図版24、25、30)

153-166は充墳文カ、沈線によるものであり、 139-145、261は抑し引きによるものである。
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第 3章 1立精と造物

153はくび、れヵ、緩く無文部:も附ヵ、狭い。下段の文様帝に孤状に描かれた横位区画状文がみられ

る。 155は区画状文が相争uーであり、小破片のため全体の文様構成は不明であるが、浅い沈線に

よるタスキ状を基調としたものと思われるが沈線カ、とぎれたり刺突文も交叉部からずれている。

また区画状文と充墳文が同様施文具によるものと考えられ、その区別が不明瞭となっている。

156は充填文に特徴カ、みられるもので、上位の区画内は刺突文状の、下位区画内は沈線文の充

明文である。

157、161-163は横位区画状文内に円形または孤状の区画状文が抽出きれているもので、157，

162、163は充填丈が同心円状に施文されている。161は円形の区画状文に直角に交わるように

上下、左右の充填文が施文されている。

158、159は区画状文に特徴がみられるものであり、 158は口被部の小破片で、横位区画状文

はタスキ状に施文された中をさらに小さく析状に区画されており 無丈部には顕若な磨リ消し

が施され、それにより区画状丈が消されてしま っている音R分が多くある。そしてタスキ状の斜

わする沈線に沿って刺突丈が連続して押捺されている。充填文はへラ状の工具による太い沈線

である。 159は口惜に突起をもち緩い波状を呈する。ij[，惜11には l段のくびれを有し文様帯は l

帯である。その文様構成において口械より垂下して縦位に文様帯を分割する縦位区画状文はみ

られず、管|行する区画状文のみにより区画されている。またこの土器の区画状文、充填文、区

画状文交叉音11刺突文がすべて同様の肉の薄いへラ状の施文具によるものと思われるもので、区

画状文はへラ状工具の肉の部分を用いて ']I~ 、たと考えられ 充填文はへラの部分をそのまま用

いたもので、車IJ突文は他に見られるよ うな押捺によるものでなく、へラ状工具を押しひねって

つくられている。

160-166は格子状の文様が施文されているもので、いずれも縦位・横位区画状文によリ区画

された中に施文されている。 160は雑な施丈方法のため格子状文も乱れたものとなっており、

区画内からはみ出ている。 164は格子状文と余|行する横位区画状文が併用されているもので、

3条の垂下する縦位区画状文によ って区画された右側は目の細かな格子状文が施文され、左側

は横位区画状文が施文されている。またこの土器の口唇部は内側にやや折り返されている。

139-145、261の充填文は押し引き、またはそれに類するものである。139、140は同一個体

土器であリ、口縁は顕若な内削げ状の平縁を呈する。胴部は屈曲の強い 2段のくびれを有し、

2段の文様帯をもっ。 139では上段のくびれ部の断面には口縁部と胴部の接合状態が観察でき

た。文様帯の文様構成において上、下段とも縦位区画状文がみられず、上段はタスキ状に描出

された横位区画状文が、下段には鋸歯状に描出され横位区画状文により構成されている。さら

にそれらに区画された中を 158と同様に小さく析状に区画し、顕著な磨り消しが行なわれてい

る。 142は2段目の文様帯の土器片で、細隆起線文による縦位区画状文が描出され、横位区画

状文は半裁竹管 (3裁)により格子状に施文されている。充填文は相い対する区画内に施文さ
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第3章遺構と造物

れ半裁竹管による連続的な刺突文が施こされている。 144は横位区画状文が鋸歯状と孤状のも

のにより構成され、無文部に顕著な磨り消しが施され区画内にまで、至っている。 261は口縁を

上から見た形状が方形を呈し、各コーナーに舌状の突起をもっ、胴部のくびれは 1段で、文様

帯の文様構成は縦位区画状文が各コーナ一部では、突起部から垂下する l条の貼り付けよる隆

起線文により描出され、さらに隆起線文聞の中央部には 3条の沈線による縦位区画状文が施さ

れ文様帯を縦に 8分割している。なお隆起線文の上には五IJみが加えられ、 3条の沈線のうち中

央部のものには等間隔に刺突文が押捺されている。横位区画状文はタスキ状を基調とし、さら

にその内部を細かく区画されている。

第W類土器 (第33-35図167-236 図版26-28) 

本類の土器は、口縁部より垂下する縦位区画状文とタスキ状または鋸歯状を基調とした横位

区画状文、及び充填文による II'III類にみられた基本的文様構成が崩れ、区画状文、充填文の

省略などが多く見られ、また新たに押し引きによる区画状文や指頭またはそれに類似した施文

具によるなぞりの手法が用いられたものなどが現われ、個々に特徴をもった文様構成をもつも

のが多くなる。

167-187は細隆起線文もしくは微隆起線状文による区画状文により文様構成がなされている

ものである。

167-169は同一個体土器であり、 2段のくびれを有する。上、下段の文様帯はほぼ同様の文

様構成によるものと考えられ、鋸歯状の細隆起線文による区画状文を横に 2yiJはしらせ格子状

の文様を描出している。

170-174は横位区画状文が曲線的に描かれたものである。170-172、174は同一個体土器で、

口縁は緩い波状を呈し内削げ状となっている。胴部〈びれは 1段で、文様帯は l帯となってい

る。縦位区画状文は、 174に見られるように，、口縁から垂下する 1本の太い隆起線文とそれを

直径とした 2つの同心円状の区画状文により構成されている。そして隆起線文の中央部には指

頭状工具による圧痕文が加えられている。横位区画状文は171、172にみられるようにコンパス

文状の文様構成となっており、充填文はそれに沿って押し引き文により施文きれている。そし

て円形竹管による刺突文が規則性をもって押捺されている。この刺突文すべてに同様の 2ヶ所

の小さな傷痕がみられることから、 1つの施文具により押捺されたものと考えられる。この傷

痕をもっ刺突文は 173にも押捺されており、土器胎土も同じものであることから、この2つの

土器は、同時期に製作されたものと言える。 173は文様帯の幅も広〈、胴部のくびれも緩いも

ので、縦位区画状文の構成も前者のものと違ったものとなっている。

175-181、184、185は微隆起線状文または隆起線文により区画状文が施文されているもので、

その文様構成じおいて縦位 ・横位区画状文の区分は不明瞭なものとなり、また充填文は全く施
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文されていない。

177はくびれ部の土器片で、隆起線文による縦位区画状文とくびれ部の交叉部に指頭状工具

による圧痕文が施され、横位区画状文には微隆起線状文による曲線的なものが施文されており、

その上に従来見られた竹管による刺突文の代わりにハイカγの殻m部分を押捺したものが加え
られている。178の口縁部内側に突き出た片口状の突起がみられる。180、181は同一個体土器

であり、緩い波状口縁を呈し波I良部から刻み目をも った太い隆起線文が縦位区画状文として施

され、これに対して横位区画状文としては口縁に沿ってはしる 2本のものとそれに等間隔に垂

下する微隆起線状文により構成されている。さらに区画状文交叉部にはノ、イガイまたはサルボ

ウの貝殻頂部による圧痕文が押捺されている。186、187も同一個体の土器片で、 4条からなる

縦位区画状文とこれに集合するように斜行する横位区画状文とにより文様構成され、そしてそ

の上には、ハイガイまたはサルボウの殻I良部の圧痕文が押捺されている。この土器の器形にお

いては、上面から見た形状が方形を呈するものと思われる。また破片のため不明ではあるが、

〈びれ部の無文帯において、縦位区画状文の延長上に l本の隆起線文が垂下している。

175、176、179、185は同一個体の土器と思われ、 176、179、185は縦位区画状文部、 175は

横位区画状文部にあたるものと考えられる。口縁は発達した波状を呈し、波頂部には穿孔がな

されている。この波頂部より刻み目をもっ太い隆起線文が 1本施され、これを直径として 3つ

の同心円状の区画状文が施文されている。横位区画状文は、縦横に直線的に施され、さらにそ

の中を曲線的なものにより細分きれている。この 175の口縁は厚みをもち口唇部は内削げ1犬に

調整され鶏冠状の突起をもっ、さらに従来見られた刻みに代わり、刻み目をもっ隆起文が貼り

付けられている。

182、183は口縁に沿って平行に区画状文がはしり、その上には竹管による刺突丈が押捺され

ている。 182は微隆起線状文、 183は沈線による区画状文である。

189-198、200-210は沈線による区画状丈が施文されているものである。

191-197は区画状文聞に新たな施文技法であるなぞり手法が行なわれている。191、192は同

一個体土器で、口縁は波状を呈し波頂部には指頭状工具による圧痕か施こされている。文様帯

はl帯と思われ幅の広いものとなっている。文様構成は、波頂部より 2条の縦位区画状文が垂

下し、横位区画状文はその構成において、文様帯の上半部と下半部に分離できる。上半部は、

2本の区画状丈が緩く曲線を描きながら横にはしり、下半部は鋸歯状の区画状丈が施文されて

いる。 この上半部と下半部との境は、わずかではあるがくびれていることから、従来の 2帯

の文様帯が1つに合わされたものとも考えることができる。こうした区画状文内にさらに円‘形

の区画状文が加えられているが、大方のものは、区画内をさらに細分する区画状文は省略され、

押し引きによる充填文が鋸歯状に配きれている。この充填文聞にはなぞり手法が加えられてい

る。また区画状文交叉部の刺突文は、不規則に押捺されている。 193、194、196もほぼこれと
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第 2節縄文時代

同様の文様構成によるものと思われるカ、充填文は沈線によるものである。 194の口縁はかなり

強〈外反している。 193はなぞり手法が顕著で、区画状丈がかなり漬ぶされ、また充填文は細

い竹管を 2連にして号|し、たものである。また区画状文交叉部の竹管は区画内、外にも不規則に

押捺されている。 195は2段のくびれを有し、上段文様帯は孤状、円形状の区画状文により構

成され、下段文様帯は直線的な縦位・横位区画状文の比較的明確な文様構成による。 197は充

填文に区画によ って多裁竹管による刺突文と串状工具による刺突文が施文きれている。

198は口縁から垂下する区画状文が省略され、押し引きによる充填文のみにより描出されて

いる。

200は文様帯の幅が広〈、文様構成は波頂部聞の中央部に口縁からくびれ部に垂下する 2条

の沈線とその中央に押し引きによるものが加わる 3条の縦位区画状文により文様帯を縦に 5分

割している。その各区画内は帯状の横位区画状文がはしり、その上部は波頂部より垂下するも

のと半円形状の区画状文により文様構成がなされ、下部は鋸歯状の文様が施文されている。こ

れは 191に見たように lつの文様帯に従来見られた上段、下段の文様構成が集約されたものと

考えられるものである。

202、203は同一個体土器であり、口縁は極端に内反し、胴部には緩いくびれを有している。

区画状文は沈線による 2条の口縁部から垂下するものがほぼ等間隔に施文されており、横位に

はしるものは見られない。充填文は押し引きによるもので、区画状文に沿って垂下するように

施文されている。なお 203には 1条の沈線による充填文が見られる。

204、205はくびれ部の破片であり、小破片のため全体の文様構成は不明であるが、いずれも

充填文に押し引きと沈線によるものとが併用されている。204は2段の緩いくびれを有するも

のと思われるが、上段文様帯の下部にもへラ状工具による調整によりわずかながらくびれを作

り出している。この部分には太い沈線が 2本づっ 1対になって鋸歯状に施文きれている。上段、

下段の文様構成は、はぼ類似したものと思われるが、充填文は区画によって押し引き、沈線と

異なっている。

206-209は区画状文が格子状、もしくは鋸歯状に描出されているもので、それぞれの交叉部

には規則性をもった刺突文が押捺されているが、充填文は雑な施文法による押し引きによるも

ので、充填文が省略されている区画も見られる。 また207、208には垂下する刺突状の文様が

加えられている。

210は地文である条痕文の上に軽くなでた程度の沈線が曲線的に描かれ、その上には刺突文

がいくつか押捺されている。

211-220、223は区画状文が細い沈線によるものが主体となっているものである。

211は2段のくびれを有し、 2段の文様帯をもっ。それぞれの文様帯の幅は狭〈、上段文様

帯は、縦に 4分割する口縁から垂下した隆起線文による縦位区画状文がそのまま胴部〈びれ部
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第 2節縄文時代

を横にはしる。この隆起線文の上にはへラ状工具により刻み目が顕著に押捺きれている。隆起

線文により区画された内には、細い沈線による鋸歯状を基調とした文様が施文きれ、充填文は

竹管による押し引きである。また区画状文交叉部の刺突文は、へラ状工具を押しひねって施文

されている。下段文様帯の文様構成は不明であるが、上段と同様のものと思われる。

212、213は縦位区画状文が隆帯によるものである。212はその上に指頭状工具による圧痕文

が加えられ、横位区画状文は、へラ状工具を軽く押し51いたものであり、充墳文は省略されて

いる。213は2条の隆帯が施文され、竹管と指頭状工具による圧痕文が加えられている。横位

区画状文は、 2条の隆帯の内側ではへラ状工具による太い沈線によりタスキ状に施文され、そ

の外側では細し、沈線により施文されている。充填文は串状のもので軽くっついた程度のものカ、

みられる。

214-217は同一個体土器であり、口縁は内削げ状でやや外反する。胴部には 2段のくびれを

有する。縦位区画状文は 3条の細隆起線文が口縁から垂下し、横位区画状文は細隆起線文と細

い沈線とにより構成され、細隆起線文はタスキ状、鋸歯状に配され、細い沈線によりさらにそ

の区画内を紡錘状に区画している。区画状文交叉部の刺突文は不規則である。充填文は沈線に

よる。

218、220は同一個体土器であり、胴部に〈びれが見られず、直線的な器形をなしている。口

縁は内削げ状で、口唇部と口縁部に連続刺突文が施文されている。文様帯の幅は広〈、 3条の

縦位区画状文が垂下し、これに直角に接する帯状の横位区画状文と、それにより区画された内

に円形、紡錘状の区画状文が施文されている。充填文は竹管による刺突文である。またこの土

器の器面調整の条痕文は非常にきめ細かなものである。

224、225、230は区画状文が垂下する沈線のみによるものであり、 224、230は平行する沈線

とその聞に竹管による刺突文が加わったものが、等間隔に施文されている。225は太い沈線に

より、垂下する沈線と rUJの字が向い合ったような文様とにより構成きれている。

199、221、222、226-229、231-233は区画状文が押し引き文によるものである。

221、222は円形竹管による刺突文が横位に配され、そこから悶垂れ状に押し引き丈が施文さ

れている。

226-228、229は同一個体土器と考えられるもので、 226、227は上段文様帯、 228、229は下

段文様帯になり、いずれも幅の狭いものとなっている。226は口縁部に間隔をもっ連続刺突文

が施文されそれを基点として垂下する押し引きによる文様が施文されている。 227は口縁部に

横には工る押し引き文が施きれ、さらにタスキ状、鋸歯状を基調とした区画状文が押し引きに

より施文され、充墳文もそれらと同様の工具によるものと思われる押し引き文により施文され

ている。このように上段文様帯では、 2つの異なる文様構成によるものと思われるが、その相

互関係は把握できない。一方下段文様帯は横にはしる平行した 2条の沈線文にほほ、等間隔に刺
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第2鉛j 縄文時代

突文ヵ、押捺された単純な文様構成となっている。またくびれ部には、指頭状の工具による圧痕

文カ、施文されている。

234は区画状文ヵ、半裁竹管による平行沈線文によるものであり、横位区画状文ヵ、鋸fよl状に抽

出されている。またこの土器に補修孔カ、みられる。

235は区画状文が沈線により施文され、さらにその内を 2連の竹管による押し引き文により

区画されており、区画状文交叉部の刺突文はみられない。充填文は円形竹管の刺突文による。

第V類土器 (第36図237-253 図版29)

本類の土器は押し引き文、なぞり手法により回線文、束IJ突文、~íU泉丈のうち単一の文様要素

のみを用い文様が描かれているものであり、区画状丈は文様帯を縦位、横位に区画するといっ

た本来的性質を失い単なる文様として悩出されている。区画状文交叉部の刺突文と充填文にお

いては、全てに省略されている。

237-243、247は押し引きによリ文様カ、抽出されているものである。

237は胴部に 2段のくびれを有し、上段文様帯は平行にはしる 2JIjの押し引き文により口縁

から垂下するものと弧状に描出されているものとにより構成され、下段文様帯は 2JIJの判lし引

き文が垂下するものと横にはしるものとにより構成されている。

238は波頂部より垂下する指頭状の圧痕文をもっ隆起線文と蛇行状に捕かれた 2連の押し引

き丈とによる。

240は2速の押し引き文が横位に、 241では縦位に施文されたもので、 240では押し引きの

方向カ、途中で180度変わっている部分がみられる。

242、243は同一個体土器であり口縁は波状を呈している。 242の波I良部は把手を有し、243の

波頂部には鶏冠状の突起を有する。そしてその部分より指頭状の圧痕文と刻み目をもっ隆起線

文が垂下している。 2連の押し引き文は、隆起線文の周囲を巡るものと口縁に沿ったものとタ

スキ状に描出されたものが施文されている。

244-246はなぞり手法による凹線文により文様が施文されたもので、この3点は同一個体土

器であり、他にこの種の文様をもったものは見られなかった。比較的薄手の土器であり、回線

は指頭またはへラ状工具により渦巻状に施文されている。口縁はやや内反し、胴部のくびれは

顕著なものである。地文の磨り消しは表裏に入念に行なわれているが、器面はかなり凸凹をも

っている。

248-250は口縁部に竹管による連続刺突文が施文されているもので、 248、249は口縁部に緩

いくびれをもち、そのくびれ部分に刺突文が押捺されている。そしてくびれより下には横方向

の条痕文が施文されている。 250は円形竹管により、 2段に押捺されているもので、口唇部は

丸みを帯びている。
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第 2節縄文時代

251、252は半裁竹管による平行沈線が鋸歯状に幾本か平行して施文されているものであり、

いずれも胴部のくびれは顕著なものとなっている。 252には沈線の聞に凹線が施文されている。

把手 (第36図254-257 図版29)

把手は円筒状の比較的大形で、口縁の内側に付けられたもの (254、255)と波状口縁の波頂部

に粘土を盛り上げ成形されたもの (256、257)とに大きく分けられる。施文される文様は口縁

部、胴部に施文きれる文様要素・構成の縮小化されたものであり、特に文様構成において相互

関係をもつものである。

粗製土器 (第39図266-268、第41、42図1-50、第43図1-20 図版31-34)

本遺跡より出土した土器の大半は第 2群土器であり、その中でも条痕文のみにより器面調整

されているいわゆる「粗製土器」と呼は、れるものが主体を占めている。条痕文は、ハイガイ、

サルボウなどの凸凹をもっ貝殻の内側の縁辺を施文具として、土器の表裏面に縦、横に引かれ

たもので、施文具の大きさにより太い条痕、中位の条痕、細い条痕に分けられる。粗製土器の

装飾土器との大きな相違点は、器形において胴部にくびれをもたず、底部は尖底となるものが

大半を占めている。この組製土器の特徴がよく把握できる口縁部、底部についていくつかに分

類し説明を行う。

口縁部

口縁は平縁のものが大半を占めているが、 268、22のように波状を呈するものも少数みられ

る。口唇部には竹管やへラ状工具による刻み目が施文されたものが多い。これら口縁部、口唇

部の断面形態により 6つに分類することができる。

1-11は口唇部が丸みを帯びたものである。 10、11には補修孔が施されている。

12-22は口唇部が内削げ状に調整きれているものである。 22は口唇部の両端に刻みが施文さ

れている。 13には補修孔が施されている。

23-30は口唇部の内削げ状の調整が顕著に施きれ、さらに表面からも調整が行なわれている

ため口唇部の断面形が尖頭状になっている。

31-40は口唇部が丸みを帯び内反しているものである。 40には補修孔が施されている。

41-46は口唇部が丸みを帯び外反しているものである。 46には補修孔が施きれている。

47-50は口唇部が緩い内削げ状に調整されその中央部には浅いくぼみを有するものである。

底部

lは第 l群土器に属する底部であり、胎土中に繊維は含まれず、器面には縦方向に顕著なへ

ラ削りによる調整が行なわれている。 B地点ではこの土器以外に第 l群の出土例はない。

2 -20は第2群土器に属するもので、尖底(2 -13)と平底 (14-20)に大別できる。尖底
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第2節縄文時代

は胴部から緩く曲線を描きながらそのまますぽまるもの (266、267、3-9 )と底部に緩い〈

びれをもつもの(2、10-13)とに分けられる。平底は底面がやや丸みを帯びたもの(14、15)

と平坦なもの(16-20)とに分けられる。

第3群土器 (第44図1-6 図版35)

本群は縄文時代前期後半に比定されるもので、胎土中に植物繊維を含有しないもの(1 -4 ) 

とするもの (5、6)に分けられる。 1、2は沈線文と押捺文により文様が施文されているも

のであり、 1は波状口縁を呈し、口縁部には半裁竹管による 2条の平行沈線がはしる。胴部に

は口縁部より等間隔に平行沈線が垂下する。この沈線の頂部には半裁竹管による押捺文が lつ

ないし 2つ施文されている。3、4は貝殻腹縁によ り、縦位方向の波状文が施文されている。

5、6はRLの縄文が施文されているもので、 5には斜行する沈線がみられる。

第4群土器 (第44図7-29、第45図1-12 図版35、36)

本群は縄文時代中期に属するものを一括した。さらに 3つに細分できる。

第I類土器 (第44図7-18) 

中期初頭に位置づけられるものである。 7-16は地文に縄文が施文され、 17、18は無文の土

器で口唇部の内側に「コ」の字状の文様が施丈きれているだけである。 7-9、12は胴部に隆

起線文による Y字状文が施丈され9にはその上に刻みが付けられている。 7は口縁が波状を呈

するもので、口唇部には刻みが付けられ、そして口縁部には円形竹管の押し引きによる 3-4 

条の弧線文が施文されている。 11、14は隆起線文が横にはしるもので、 14にはその上に刻みが

付けられている。13は結節縄文によるものである。 16は沈線丈により文様が施文されている。

第II類土器 (第44図19-29、第45図1-4 ) 

中期中葉に位置つ、けられるものである。19-24は、阿玉台 1bに属するもので、胎土中に細

かい砂をまじえたものが多〈金雲母はそれほど多〈含まれていない。 19-21、24は口縁の突起

であり、 19-21は粘土棒を芯にして、それを包むように粘土板を付け、その上に刻みを施した

この時期の特徴的な突起である。 19には突起の下に角押丈が施文されている。 22、24は口唇部

内側に稜を有するもので、 22は口唇部に刻みを有し、口縁部には角押文が蛇行状に施文されて

いる。 24は角押文により区画きれ、さらにその中を楕円形状に角押文が施文されたものである。

25-29、1-4は阿玉台II式に属するもので、胎土中には金雲母、小礎、細かい砂を多〈含

む。 25、27、28は隆線が発達し、それに沿って 2条の平行沈線が施文されている。 26は蛇行す

る隆線とそれに沿って l条の角押文が施文きれ、横位には連続瓜形文が施文きれている。 l、

2はかなり大形の角押文が隆帯に沿って施文きれたものである。 3、4は無文土器であるが、

3は口縁部に 3条の平行沈線が施文され、 4は口縁が波状を呈し、内側には稜を有するもので

ある。
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遺構と遺物第3章

第III類土器 (第45図5-12、22)

6には蛇行状と直6はLRの縄文カ、施文され、5、中期後半に位置づけられるものである。

8はLRの縄文が施7 7 -10は鉢形土器の口縁部であり、線的な!懸垂文か一加えられている。

9は隆帯が付けられたもので、 10は無文土器であり、内側に段が設けられてい文されている。

る。 22は良〈研磨された器面に RLの縄文が施文された、非常に薄手の土器である。

図版36、37)第5群土器 (第45図13-20、23、第46図1-8 

本群は縄文時代後期に属するものを一括した。出土総数はわずかであり、いずれも小破片で

ある。 13は沈線により区画された中に列点丈が施丈されている。 14-17は口縁部に横位にはし

1-る沈線と磨り消し縄文が施丈されているもので、 14、15には溜状の突起が付されている。

口融部に 2条の沈線が横RLの縄文を地文とし、8は同一個体土器であり、薄手のもので、

位に走る。 1阿部には小さなくびれカ、あり、無文部は顕著な磨きが施されている。 23は完形品で

LRの縄文を地文とし、その上に 6単位の蕨手文が施文され口縁に 3つの突起をもち、あり、
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第 2節縄文時代

イ.土製品(第45図21 図版36)

無文土器の破片の周縁に調整加工を施し、両端に刻みを入れた土錘であり、土製品の本遺跡、

からの出土はこの 1点のみである。胎土等からみて、第4群II類土器に属するものと思われる。

ウ.石器

B地点より出土した縄文時代の石器・争Ij片類は、総数約 5，200点と多量に出土しており、そ

の出土状況は土器同様に遺構からのものはほんのわずかで、第IIb . c層から出土している。

分布状態は、土器の分布範囲に重なり、また石器の特徴からも考えて時期的にも同様のものと

考えられるが、土器の分布状態に比較して、いくつかの集中部をもった分布状態が見られる。

しかし先土器時代に見られるような「ブロックJ Iユニ y ト」と言った機能的性格は稀薄なも

のと思われるが、それらは、剥片・砕片類が中心となった石器組成であり、またこの地点にお

ける石鍬、スクレイパ一等の石器の石質別割合が、条Ij片・砕石類のそれにほぼ一致し、またそ

れぞれの出土数も非常に多いことから、この地点において幾種かの石器が製作されていたもの

と思われる。そして剥片・砕片類の集中部はそれと関連の深いものと考えられる。石器・孝Ij片

類の内剥訳は、剥片・砕片類が約4，000点と全体の80%近くを占めており(第47図2)、石器と

しては、石搬、スクレイパ一、ノッチ状石器、石錐、使用痕のある剥片 (U・剥片)、調室長痕

のある剥片 (R.余IJ片)、石斧、機器、石皿、磨石、凹石、残絞などといった多くの器種によ

る組成となっているが、数量的に見た場合、石鍬が70%近くを(iめ、その他の各器種は数量的

に少ない(第47図 3)。また、石村別に見ると、黒曜石が80%と大半を占めている(第47凶 4)。

このように B地点における石器・剥片類の特徴は、組成の上で石搬を主体としたもので、石材

としては黒曜石を主な素材として使用されている。この黒曜石の原産地について第 l次調査の

の中で、和根系と信州系のものに分けられ、その比率は 2対 3の割合であると分析結果が

出されており、このB地点のものについてもこれと同様と考えられる。第 l次調査でも石器 ・

剥片類の出土量は多く、石器組成、石材についても、今回のB地点と同様の結果がでている

(第47図 1)。

0石鎌

総数505点で、表土層から出土したものも多いが、その大半は、この地点の主体となってい

る第 2群土器の時期と考えてよいと思われる。石材は黒曜石を使用しているものが断然多〈、

続いて桂岩、安山岩、頁岩、砂岩の順となっている(第48図 1)。大きさは重量0.5-1.5g、

長さ15-25mmのものが多く、また尖端角度は45-60。に集中している。これらの石銑は形態に

より以下の12に分類できる。

第I類 (第49図 1-61 図版38)

両面に調整加工が施されているもので、形態は、幅に対し長さが長くやや細身の二等辺三角

一甘ー



第 3章 i立憐と 1量一物

剥l 片

53.1% 

3 

第47凶 B地点石器組成図

量IJ 片

46% 

2 
1.1% 
0.8% 
1.1% 
1.2% 

4 

/1;を与ょする。~音1\の快リはそれはど~:Íl若なものでない。本知のものが量的に大半を占めている。

さらに大きさにより 5つに細分できる。

a (1 -9) 大形のもので、長さが30-35mmである。

b (10-26) 長さが20-30mmのもので、 a'こ比べややずんくりした形状である。挟りか顕
著なもの(18)とわずかで三角鍬に近いもの (23、25)も少数みられる。

c (27-47) bに比べさらに小ぶりになり、長さが15-20酬のものである。基部の挟りが

顕著なもの (28-30、32)やわずかなもの (38、43)が少数みられる。また

片面が周縁のみに調整加工が施きれたいわゆる「半両面加工品」もある (45

-47)。

d (48-56) 本類の中で最小の大きさのもので長さが15mmに満たないものである。

e (57-61) 非常に細身に仕上げ‘られたもので、調整加工も入念に行なわれている。
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第2節縄文時代

第II類 (第50、1-32 図版39)

両面に調整加工が施され、 I類に比べ長さに対する幅が広いもので、形状はややずんぐりし

た二等辺三角形を呈する。基部の扶りは顕著でないものが多い。本類も I類と同様に大きさに

よってさらに区分できる。

a (1 -10) 長さが30mm前後と大形のものである。

b (11-21) 長さが20mm前後のものである。 13は脚部が左右非対称である。 19は胴部にや

やふくらみをもっ、 21は主剥離面を残し周縁加工に近い調整となっている。

C (22-32) 長さが15mm前後のものである。形状は正三角形に近く、基部の扶りも比較的

顕著なものヵ、目立つ。

第III類 (第50図33-41 図版39)

比較的厚みのある剥片を素材とし両面に調整加工が施されている。形状は肩の部分がやや張

り、三角形というよりも砲弾形を呈する。基部の挟りはわずかなものである。調整加工は入念

なものであり、 38は細部の調整加工も入念に施されている。

第N類 (第50図42-48 図版39)

厚みのある剥片を素材とし、両面に調整加工が施され、基部はほぼ直線的に仕上げられてい

る。形状は稜の高いずんぐりとした三角形を呈する。 48は基部の調整加工がエンドスクレイパ

ーを思わせるような調整加工が施されている。

第V類 (第50図的-53 図版39)

両面に調整加工が施され、尖端部が細〈鋭角に仕上げられたもので、錐状の形を呈する。基

部は第W類と同様直線的で、あり、三角鉱に近い形状である。

第VI類 (第50図54-61 図版39)

片面調整加工のものを本類とした。

a (54、55) 大形のもので粗h調整加工が施された三角銑である。 54の基部は折断してそ

の部分に細部調整加工を施し仕上げられている。

b (56-61) 小形のもので、形状的には Ic類と類似している。

第四類 (第51図 1-12 図版40)

大形の厚みのある剥片を素材とし、階段剥離技法等により非常に荒い調整加工が施されてい

る。形状は基部の挟りをほとんどもたず、左右非対称の三角鍛で、石搬の飛び道具としての機

能を果たしえるものか疑問なものが多い。 12は尖端部が丸みを帯び、欠損等により再加工され

たものと思われる。

第四類 (第51図13-22 図版40)

周縁調整加工のもので、薄手の剥片の形状を利用して周縁のみに軽い調整を施し加工したも

のである。形態は個々に特徴をもったものが多く、 18は厚みある剥片を素材とし、基部は丸み
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第2節縄文時代

を帯びている。 21、22は非常に小形のものである。

第区類 (第51図23-29 図版40)

部分的に調整加工が施されたもので、華IJ片の形状および鋭い縁辺をそのまま利用して、わず

かに、調整加工を施し形を整えたものである。

第X類 (第51図30-48 図版40)

両面に調整が施され、幅が長さと同じかそれ以上で寸の詰まった三角形の形状を呈する。 30

-32は基部が直線的に仕上げ、られ、尖端部は丸みを帯びている。 33-38は基部に挟りが施され

たもので、 35、38は「鍬形」に近い形状となっている。

第氾類 (第51図39-45 図版40)

顕著な扶りにより長脚を有するものを本類とした。

第E類 (第51図46-59 図版40)

本類は基部に挟りを有しない典形的な三角鍬である。 47、48、50は基部に細調整が施されて

いるが、 46、49は雑な調整のみである。

その他 (第52図1-7 図版41)

本類は I-XII類のいずれにも属さない形態のもので、 lは大形の細身の胴部に対し小さく鈍

角な脚を有する。 2、3は有茎石銑である。 4、5は左右の脚の長さが顕しく違うものである。

6は尖端部と胴部に段をもっ特異的な形状を呈する。 7は槍先形尖頭器状のものである。

o槍先形尖頭器 (第52図8、9 図版41)

いずれも第IIc層中より出土したものである。 9は縄文時代草創期のものと考えられ、荒い

剥離により調整されている。また表面の風化が激しい。 8は細調整加工が入念に施されており、

第2群土器に伴うものと考えられる。

0残核 (第52図10-15 図版41)

残核は総数24点の出土で、剥片・砕片の出土量に比較して非常に少ない。そして出土したい

ずれのものも、剥片の剥離作業がすでに不可能なものと思われるもののみである。10、11は打面部

と背面に喋面を残している単設打面のもので、幅の広い寸の詰まった剥片を剥離したものと思

われる。打面の調整は行なわれていない。12はチュピングツール状のもので、喋の l端より、交

互に 2、3回の剥片剥離作業が行なわれたものである。 13、14は一定の打面をもたず、剥離面

を打面とした無作為的な剥片剥離作業が行なわれている。 15は打面調整剥片であり、かなり夫

形の石核の存在がうかがわれるが、今回の調査では出土例はない。

0尖頭様石器・石錐 (第52図16-21 図版41)

いずれも剥片の l端に調整加工を施し、槍先形尖頭器状に仕上げたもの(16-18)と錐状に

仕上げたもの(19-21)である。
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第3章遺構と造物

0スクレイパー (第53図1-13 図版42)

出土総数50点、 1は石匙であり、大形の剥片を素材とし表面は、荒い剥離により形を整え、

さらに周縁に細部の調整が施され刃音11、つまみを作り出している。これに対して裏面は、ほと

んど二次調整が施されず、刃部、つまみの一部に細部調整が施されているのみである。2-5

は比較的厚手の剥片を素材とし、表面のはほ全面に細かな調整剥離が施され刃部角が鈍角なも

のである。 6-13は剥片の周縁やその一部分に調整剥離を施し刃部を作り出したもので、 6、

7は非常に荒い調整条Ij離により、 8、9は軽〈調整剥離が施され、 10-13は細かな調整剥離に

よる。

0ノッチ状石器 (第53図14-16 図版42)

剥片の側繰に細かい調整剥離により、扶りを入れたものである。

0調整痕のある剥片 (第53図17-21 図版42)

出土総数15点で剥片の一部分に軽〈調整余IJ離を施したものである。

0使用痕のある剥片 (第53図22-26 図版42)

出土総数36点で、いずれも剥片のもつ鋭い側触を刃部として使用されたもので、調整剥離は

施されておらず、わずかに刃こは・れが見られる。

0打製石斧 (第54図1-3 図版42)

出土数はこの3点のみであり、 1は完形品であり、基部には喋面を残し、刃部は片刃状を呈

する。2は扇平な剥片を素材として、刃部、側縁に調整剥離が施されたものである。基部は欠

航している。3は表面の風化が激しく調整剥離の状態はよく解らないが、表面に荒い剥離によ

り刃部を作り出し、裏面には、わずかに調竪剥離がみられるだけで、研磨が行なわれたことも

予想される。

0磯斧 (第54図4 図版42)

大形の礁を素材とし、その形状を利用し一端に表裏面から研磨のみにより片刃状の刃部を作

り出したものであり、石斧のように柄の装着は考えられず、握斧のように使用されたものと考

えられる。

o敵石 (第54図5 図版42)

喋の先端や側縁に敵打痕が残っているもので、 5は先端から側縁にかけてかなり顕著な敵打

痕がみられ、頻繁に使用されたことがうかがえる。またこの石器は熱を受けた跡がみられる。

0凹石 (第54図6 図版42)

出土数はわずか 2点のみであり、非常に少ない。6は両面に 3-4つの凹をもち、機面は研

磨されている。

0石皿 (第54図7、8 図版42)

この 2点のみの出土で、いずれも欠損品である。8は表面の研きが顕しく行なわれている。
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0機 (図版42)

出土総数436点で、拳大以上のもの 407点、拳大以下の小さなもの29点、そしてその内、熱を

受けているもの85点ある。これら礁の分布に集積などは見られず、他のものと同様散在した分

布状態である。この聴の用途において不明な点カ、多い。
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第2表 B地点石器計測表 (1)

挿図番号 名府l、 分m 出土地出 :ri 'l't 長さ 申M 厚き 重さ 角度 ↑騎 考

49-1 石 3肱 1 a 10 G 30 0001 黒曜石 35.4mm 20.5mm 3.8mm 1.99g 360 

2 石 錨主 1 a 9G60 0001 安山岩 36.7 21. 7 4.3 2.28 43 

3 石 鈷k 1 a 10 F 18 0041 安山岩 (36.0) (22.0) 5.8 3.04 (48) 先端部・基昔日欠打i

4 石 jl 1 a 10 F37 0001 頁 岩 (32 0) (19.5) 4.6 1.97 (55) 先端部・基部欠-tH

5 石 jot 1 a 10 F 15 0001 兵 右山 (32.0) (18.0) 3.2 1.37 (47) 先端部・.J，I;部欠打i

6 互i 錨主 1 a 9F57 0386 i1rt 紋岩 (31. 0) (19.0) 4.4 1. 99 (59) 先端部・基部欠1H

7 石 3批 1 a 9G22 0045 ，';t.~ H伝平[ 4.5 1.56 (48) 先端部・4主部欠m
8 石 皇族 1 a 9G52 0015 井AHffl "1i 3.0 0.96 39 基部欠jJl

9 11 錆主 1 a 10 F 15 0012 思 H起石 3.8 1.05 37 基音r，欠打i

10 l' S且 1 b 10 F24 0010 頁 岩 (27.2) (18.0) 4.3 1.62 (39) 先端部.OI，¥;音11欠1Ji

11 石 品L 1 b 9G35 0022 話灰岩 29.3 18.0 3.2 1. 52 (37) 先端部欠打i

12 石 3臥 1 b 10 F 38 0001 正{ 石 (27.0) (20 0) 4.0 1.17 (47) 先端em.)t~古11欠m

日 Ti 幼主 1 b 9 F 38 0055 兵 右山 26.9 15.9 3.0 0.96 47 

14 l' 持i 1 b 10 F 26 0001 珪 石山 25.7 18.0 4.6 1.50 47 

15 石 鈴L 1 b 10F38 0193 頁 岩 26.6 17.2 6.1 2.12 47 

16 石 3且 1 b 9 F84 0001 安山岩 28.2 (20.0) 4.6 1.85 53 基音11欠打i

17 石 錨k 1 b 10 G 30 0001 流紋岩 26.1 16.9 4.6 1.45 40 

18 石 jox 1 b 9 G62 0001 以 岩 24.9 (17.0) 3.5 1.11 49 -J~m5欠m

19 1'， 3肱 1 b 9 F94 0127 頁 右山 23.5 13.4 3.4 0.89 55 

20 1'i jok 1 b 9G37 0001 具'; H長石 23.2 14.7 3.2 0.74 56 

21 石 jok 1 b 9G22 0001 黒曜石 24.4 15.8 3.9 1.03 44 

22 Ti 3肱 1 b 9 F85 0069 県 H起石 25.2 (17.0) 4.0 1.29 44 基音11欠打i

23 11 3抗 1 b 9 F38 0077 頁 岩 27.6 (16.5) 3.5 1. 28 37 基音11欠打i

24 石 3此 1 b 9F85 0014 県 H~l 石 25.4 16.9 3.7 1. 14 46 

25 石 jjt 1 b 10Fl7 0026 頁 石山 (27.0) (15 0) 3.2 0.97 52 基音11欠打i

26 石 主弘 1 b 9 F29 0001 珪 石山 23.0 15.0 3.2 1.12 32 

27 石 鍬 1 b 9G73 0196 頁 石山 24.7 (17.0) 3.9 1.16 49 基部欠ιi

28 干l 3位 1 c 10F05 0003 経 岩 (23.0) 15.0 3.9 0.92 (52) 先端音1¥欠tH

29 石 鍬 1 c 9G90 0001 県 H記石 21. 5 (14.5) 2.8 0.58 44 基部欠m

30 石 鉱L 1 c 9F69 0100 珪 岩 22.9 11.9 3.1 0.71 62 

31 石 卦主 1 c 10 F06 0269 黒 B~ 石 21.0 15.0 3.5 0.76 53 

32 石 主払 1 c 10G34 0005 黒 H起石 22.2 13.2 3.9 0.72 38 

33 石 鈷k 1 c 10 Fl8 0086 !!A B記石 18.7 13.5 4.8 0.85 84 

34 平1 jlt 1 c 9G25 0106 安山岩 21. 6 (13.0) 4.0 0.69 33 .J，I;音1¥欠如

35 石 jo主 1 c 9 F95 0004 黒曜石 22.8 (16.0) 6.0 1. 28 43 基音'11欠1Ji

36 石 鍬 1 c 9 F89 0100 桂 岩 (20.0) 12.5 3.7 0.57 (62) 先端部・基音IIxtH

37 石 鈷主 1 c 9F39 0111 黒 H握石 20.5 (16.0) 4.0 0.81 45 基部欠損

38 石 S肱 1 c 9G11 0001 黒 HIii石 21.5 14.2 4.0 0.86 54 

39 石 鍬 1 c 9 G44 0088 黒曜石 (22.0) 14.3 3.8 1.08 (40) 先端部欠Hl

40 石 錨主 1 c 10 G 52 0001 珪 岩 20.6 14.5 4.3 1.02 59 
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第 3表 B地点石器計測表 (2)

挿図番号 名称 分知 出土地占 石 質 長さ 申百 厚さ 重さ 角 度 ↑蔚 考

49-41 石 3肱 1 c 10 F 15 0001 頁 主山王(23.0)mm 12.6mm 3.0mm 0.73 g (59)" 先端部欠J員

42 石 j!長 1 c 9F39 0001 黒 H起石 21.2 (14.0) 4.4 0.86 44 基音E欠t員

43 石 2放 1 c 9F87 0042 黒磁石 18.3 13.7 4.0 0.77 49 

44 石 鈷L 1 c 9F95 0159 安山岩 20.4 13.2 3.1 0.83 48 

45 石 主脹 1 c 9G21 0009 旦 a~ 石 18.1 14.8 2.9 0.55 (81) 先端部欠損

46 石 鈷止 1 c 9G32 0001 黒 HE 石 19.0 14.2 3.0 0.58 54 

47 石 鎚主 1 c 10 G 33 0001 頁 岩 18.9 12.8 2.8 0.68 53 

48 石 鈷L 1 d 10 G 20 0041 盟 BM 石 (20.0) 11.5 5.5 0.98 先端部欠如

49 石 3批 1 d 10Fl6 0113 黒 Bti1石 16.9 14.2 3.5 0.60 55 

50 石 j!t Id 9G90 0160 黒 8w 石 (18.0) 13.6 3.7 0.72 (60) 先端部欠損

51 石 3位 1 d 9 F99 0395 黒曜石 18.0 13.7 .4.0 0.66 54 

52 石 鈷L 1 d 9G40 0001 黒 Bti1石 17.4 11.2 2.1 0.38 52 

53 石 jj上 1 d 9G 12 0001 黒 Bll! 石 (15.0) 12.3 3.4 0.49 (53) 先端部欠iJl

54 石 3拡 1 d 9 F95 0369 黒 BIt石 (13.0) 10.7 3.7 0.46 (52) 先端部・基部欠航

55 石 3肱 1 d 9F96 0120 黒曜石 15.2 11.1 3.9 0.51 57 

56 石 S肱 1 d 10 F 15 0043 立¥ BIt石 15.5 10.6 3.3 0.41 51 

57 石 3且 1 e 9G64 0001 陸 岩 29.7 12.1 5.3 1.62 37 

58 石 鍬 1 e 10 G 00 0124 石主 右 28.0 13.8 3.6 1.22 41 

59 1i 3肱 1 e IOF23 0123 iiT[紋岩 (26.0) (14.5) 3.8 0.86 先端音1¥.法苦|行人:lH

60 石 jj主 1 e 9G50 0117 安山岩 31.8 16.6 4.7 1. 70 42 

61 有 3此 1 e 9G22 0001 話灰岩 31.8 (13.0) 4.6 1.20 41 基部欠損

50ー l 石 5民 IIa 10 F 06 0320 頁 岩 (32 0) (23.0) 3.7 1.57 先端部・基部欠lH

2 石 j!主 IIa 9 F97 0052 黒 Hl~ 1i 27.7 19.8 3.8 1.58 53 

3 石 3肱 IIa 9l"95 0121 安山岩 (28.0) (21.0) 3.6 1.26 先端部・基部欠tIi

4 石 j!主 IIa 9G43 0095 段 岩 (28.0) (18.0) 3.4 1.39 (72) 先端部・基部欠航

5 石 j!長 IIa 9G44 0146 安山岩 (30 0) (21. 0) 5.2 2.03 先端部欠損

6 石 10主 IIa 10 F 49 0023 安山岩 (32 0) 21.2 4.6 2.15 (56) 先端部欠m
7 石 5駄 IIa 9 F86 0035 黒曜石 23.5 18.8 3.7 1. 21 53 

8 石 3肱 IIa 9 F68 0244 黒日程石 24.2 (19.0) 3.5 1.12 52 基音1¥欠tJl

9 石 首弘 IIa 8F48 0015 頁 石山 26.9 18.7 3.5 1.47 53 

10 石 3肱 IIa 9 F85 0085 安山岩 29.6 17.7 3.5 1.54 50 

11 石 鍬 IIb 9G60 0104 砂 岩 23.8 (15.2) 4.0 1.27 44 基部欠損

12 石 官怠 IIb 10 Fl8 0046 黒曜石 23.3 17.4 3.7 1.12 46 

13 石 封院 IIb 10 G 20 0001 頁 右山 22.6 18.8 4.3 1.36 (44) 先端部欠損

14 石 鍬 IIb 10 G 02 0051 黒 Bti1石 18.6 (18.0) 3.8 0.90 (87) 基昔日欠損

15 石 鍬 IIb 9F45 0001 凝灰岩 (23.0) (16.5) 4.3 1.02 (47) 基部欠損

16 石 主眼 IIb 10 F 09 0130 安山岩 21. 3 17.2 3.9 1.22 60 

17 石 鍬 IIb 8F58 0001 安山岩 22.4 17.0 4.1 1. 28 (42) 先端部欠損

18 石 鍬 IIb 9F57 0333 ホルン7ェルス 20.3 15.6 3.3 0.99 62 

19 石 ま族 IIb 9G93 0012 娃 岩 21.7 15.0 2.9 0.94 75 
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第 4表 B地点石器計;J!IJ表 (3)

挿図番号 名称 分Hi 出土地点 1"， 'l't 士〈さ !享き 重さ 角度 {荷 "'5-

50-20 干I 錨L I1b 9F84 0010 五七E '6 19.1mm 16.5mm 3.9mm 1.05 g 51" 

21 石 坊主 IIb 9 F58 0032 安山岩 20.3 14.1 3.2 0.87 48 

22 :ri j!l I1c 9 F97 0087 安山岩 18.7 (18.0) 3.9 0.91 55 t.!i部欠1H

23 1"i m I1c 9G80 0001 正{ 右山 19.0 16.0 3.8 1.03 (54) 先端部・却、部欠如

24 石 量在 IIc 10 F18 0043 五j也 正山玉 17.7 14.6 4.5 1.01 53 

25 石 3臥 I1c 10F27 0087 安山岩 (19.0) 14.6 3.5 0.82 (45) 先端部欠1H

26 :[i j!X I1c 10 F09 0098 安山岩 18.5 14.0 3.2 0.82 50 基音Il欠Hl

27 平l j!X I1c 9 G 50 0010 桂 正山玉 18.7 14.5 3.6 0.76 55 

28 石 j!X I1c 9 F98 0079 砂 正山玉 17.3 (14.0) 3.4 0.56 50 J，!;部欠打i

29 平1 封i I1c 9 G 24 0035 ;~，!; HU!干1 17.0 (13.5) 4.9 0.85 65 4剖i欠持i

30 イi 劫i I1c 9 G 10 0049 ホルノ 7 ェ I~ ;ぇ 14.7 15.3 3.2 0.61 74 

31 干i 3批 I1c 9 G 30 0004 ~，\ H起干! 14.8 14.7 3.8 0.62 (59) 先端部欠m
32 1i j!長 IIc 9 F39 0004 桂 1"i (17.0) (14.0) 3.1 0.55 (48) 先端音IH~音1\ 欠打 i

33 干i j!l 111 8G23 0019 i)，¥ U，tイi 29.4 14.8 5.8 2.17 58 基音日欠打i
34 1"i 劫L 111 10G02 0001 h土 石山 28.7 15.0 5.6 2.19 60 基音1¥欠損

35 平l 幼主 111 10 F 37 0287 ;:!-，!; H記 1i (28.0) 14.8 4.7 1. 58 (64) 先端部欠打i

36 1"i 劫L 111 IOF29 0196 f馬 Ji~ì 26.9 (17.0) 4.4 1.64 42 基音1¥欠m
37 1"i j!X 111 9 F96 0099 Ci 岩 23.3 12.7 5.4 1. 73 40 

38 干i 官島 111 10 F05 0001 E馬 Ii}j (12 8) 16.0 3.8 1.54 (46) 先端部欠jJl

39 才1 j!l III 9F67 0212 黒』証平{ 24.6 16.6 3.2 1. 25 59 

40 石 3臥 111 9G95 0008 珪 岩 26.3 16.5 3.1 1.59 72 

41 石 3臥 111 8G62 0002 安山岩 25.5 15.5 4.5 1.50 48 

42 石 首長 W 9 F79 0001 主~ Hit "1 I 24.6 (22.0) 6.0 2.80 90 基音日欠jJl

43 石 持A W 9 G 83 0083 県松石 (23.5) 18.6 9.2 3.31 (82) 先端部欠打i

44 石 持L V 9F99 0125 !!" H起1"i 24.1 17.2 5.9 2.26 94 

45 石 j!l N 9 F 48 0099 ~，~ H記石 24.9 18.6 5.8 2.41 先端部主剥離間49 0053 

46 石 3且 N 9F49 0001 流紋岩 24.1 17.2 6.4 2.64 81 

47 石 劫主 W 9 G 73 0025 旦¥ H起 Ti (30.0) (17.0) 7.1 3.01 52 t.!i音1¥欠Hl

48 :ri jo主 W 9 G 21 0012 珪 石 28.9 16.9 6.7 2.90 73 

49 石 卦主 V 9 F79 0001 貞 王山玉 27.0 (19.0) 7.4 2.57 30 基部欠航

50 Ti I肱 V 10 G 31 0002 黒日記行 25.4 17.2 3.6 1.16 44 

51 石 鈷k V 9 F95 0095 珪 石~. 24.6 (18 5) 5.2 2.08 33 北部欠jj[

52 .fi 幼主 V 日G63 0001 政 岩 (25.0) (17.5) 3.5 1.05 40 fJid'1l欠如

53 石 $)主 V 9 G 31 0035 安山岩 20.8 18.2 4.3 1. 30 51 基音日欠おi

54 石 2脹 VIa 9 F76 0020 黒 H起石 28.2 (21. 0) 5.8 2.35 79 基部欠打i

55 石 由良 VIa 9 F99 0093 黒 H起石 22.9 (18 0) 5.5 1.70 80 基部欠m
56 石 j数 羽b 9G 13 0020 黒 H起石 (19.0) 11.8 3.2 0.61 

57 石 鍬 VIb 9G50 0001 黒 Bft 石 17.3 (15 0) 4.3 0.87 47 

58 石 jj~ 羽b 10 F38 0239 黒自主石 18.4 14.1 3.2 0.82 57 

59 石 首長 VIb 9G35 0063 黒曜石 18.9 (13.0) 3.7 0.61 54 基部欠m

- 92-



第2節縄文時代

第 5表 B地点石器計測表 (4)

挿図番号 名称 分類 出土地点 石 'l'i 長き 中目 厚さ 重さ 角度 備 考

50-60 石 3肱 VIb 9G 10 0001 黒 sIil石 21.7mm 14.6mm 2.7mm 0.74 g 46" 

61 石 鈴i VIb 9GOO 0001 黒曜石 20.8 14.4 3.1 0.86 57 

51-1 石 jjl 四 10 G 20 0005 貞 岩 33.1 26.9 8.2 7.96 107 

2 石 2扶 vn 9G73 0058 黒 H記石 (32.0) (27.0) 11.1 4.70 先端部欠ti"l

3 石 望忠 vn 9G32 0041 安山岩 27.8 23.5 6.9 4.42 58 

4 石 鈍t vn 8G92 0001 頁 正山玉 35.1 22.8 10.0 5.72 40 

5 石 主肱 vn 9F47 0088 凝灰岩 32.2 22.6 7.2 5.03 65 

6 石 鈴i vn 9G91 0098 里 HI. :fi 31.4 (20.0) 9.7 5.44 62 

7 石 世長 W 10 F09 0194 桂 主山ヨ 27.1 20.8 5.7 3.15 60 

8 石 鍬 vn 9 F 48 0079 黒曜石 24.9 18.5 9.5 2.97 48 

9 石 3此 vn 9G40 0109 黒日記石 24.3 (17.0) 7.4 2.55 63 法昔日欠jft

10 石 m 四 9 G 50 0040 黒 Bi 石 22.7 18.8 6.6 2.11 38 

11 :r， 鈷長 四 9F96 0001 黒 H握石 24.8 17.6 8.6 2.31 48 

12 石 jjt 刊 9G53 0001 奥日記石 21.5 19.5 9.1 3.30 82 先端部再加工

13 石 E篠 VllI 9 F87 0094 黒日産石 (26.5) (18.0) 3.7 1.59 54 

14 石 鈷k 四 9G83 0101 盟 Bit 石 21.2 15.3 3.3 0.89 55 

15 石 3拡 VllI 9 G 63 0063 黒曜石 20.7 15.8 3.2 0.89 54 

16 石 1拡 四 10 F06 0333 黒磁石 18.1 14.5 4.9 0.95 130 

17 石 3肱 VllI 9 F38 0073 黒曜石 16.7 11.8 4.2 0.85 47 

18 石 盟長 四 9F77 0159 黒 曜石 17.0 14.8 5.4 1.36 76 

19 石 現在 四 9 F 38 0070 型 H!t石 16.4 11.9 3.6 0.67 66 

20 石 鍬 VllI 9G53 0001 黒 H起石 16.1 13.9 2.3 0.51 65 

21 石 鈷k VllI 9 F68 0098 黒 H記石 15.5 10.2 2.4 0.35 53 

22 石 鈷上 澗 9 F78 0041 黒磁石 (16.0) 11.0 1.5 0.25 53 先端部欠お1

23 石 3且 IX 10 F07 0282 星日産石 16.9 11.0 2.5 0.61 84 

24 石 2族 Eι 9 G 70 0066 集 H長石 (22.0) 9.6 3.6 0.69 92 基部欠f員・柳葉形

25 石 i数 立 9G32 0001 頁 王山玉 26.9 17.6 4.8 1.87 49 

26 石 3此 Eι 9G34 0014 黒 H雇石 25.4 15.2 3.0 0.97 56 

27 石 3蛙 IX 9G45 0001 黒 H起 石 21. 3 (16.0) 4.0 1. 14 66 基部欠損

28 石 3此 IX 9G31 0009 黒曜 石 21.2 16.3 3.3 0.80 99 

29 石 3肱 立 9F27 0047 黒曜石 26.3 16.4 3.0 0.75 38 

30 石 3肱 X 9 F57 0375 黒日雇石 (21.0) 22.3 5.1 2.18 95 先端部欠航

31 石 jj主 X 10F04 0070 黒日記石 (19.0) 18.1 5.2 1.44 101 先端部欠航

32 石 鈷i X 10 G 10 0011 黒 Bul 石 (15 5) 20.1 5.2 1.11 114 先端部欠航

33 石 jj長 X 9 G 63 0147 黒松石 17.5 17.7 4.5 1.10 75 

34 石 錨i X 9G41 0001 黒日産石 16.6 16.2 4.0 0.86 73 

35 石 鈍上 X 9G60 0001 黒 H起石 15.1 14.5 2.9 0.52 64 

36 石 鍬 X 9 G50 0050 黒略行 (17.0) (15.0) 4.1 0.69 89 先立出部・法音1¥欠如

37 石 望忠 X 9 G 11 0001 黒日程石 15.9 15.9 3.8 0.65 54 

38 石 2脹 X 10 F08 0112 黒曜石 (13.0) (14.0) 3.0 0.45 102 先端部・基部欠如
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第 6;表 B地点石器計測表 (5)

神凶番号 名称 ぅiW 11¥ 1-.1也!Ii イ! i't 長さ 厚さ 事;さ 角度 (時 ;;. 

51-39 イl m XI 9G31 0001 安山学f29.6mm 22.8mm 3.7mm 1.62 g 45" 

40 イl j!l 〉日 9F77 0186 {出; fi 2.1 1 (12 2) 2.8 0.54 50 JI~ 郎欠m

41 イI $1¥、 氾 HG 1.ミ J正 .1.1.¥ Illtl イ! 22目5 13.5 4.0 0.7:3 41:¥ N~I-r!J 欠 m

42 イl 効L 氾 I:iG93 0001 川、 IIN イi (27 0) 19.3 6.2 2 21 65 光州音1¥，)出古1¥欠m

43 イ: 劫L 氾 10 F 15 0057 1 !I_'， HN イl 20.9 (l8 0) 3.6 0.71 52 JL部欠如

44 イ! Hi. E りF86 0147 id .[， 27 H (IH 0) 4.4 1. 19 54 }，I，部欠m

45 イl 封L 氾 10 G 35 0037 安山干; 23.9 17 9 3.3 0.88 60 先端音1¥欠打i

46 イi 封L 却 9G 50 0∞5 I.J.!; IIlI1 イ! 24.2 (18 0) 4.3 1.57 51 人l、古1¥欠jl1
47 イ! 針L I皿 ，1GB 0130 1，'，[; HN イ: 15.5 12.5 3.5 o 65 60 
41:¥ イ! J!i、 組 ]()C43 0016 iil イf 20.H 15 2 :Ui 1.09 52 

49 イl 51i， 加 9 F9H 0012 Ig IJN イ! 2:1. :1 (19 U) 6.5 1.85 93 法部欠行i

50 イl 11¥ I田 りF59 0012 iι 23.0 16. H 4.1 1. 66 61 

52-1 イl j!i， 10 F IH 0124 (ij イ1 40.1 19.0 4.4 2 20 34 

2 1 l' Hl H G 73 O()()2 E時 (36.0) 13.7 4.0 J. 51 先端部欠如

3 I {J芸イl錦、 H C67 0001 リ¥ Hu' イ! 25.6 17.3 3.5 1.38 79 

4 イi 51i、 ~I f69 OOIiI 1，1，1; HII' イ! 21.1:¥ ]7.5 6.0 1.52 120 

5 イ! H¥. ，1 f96 川 I.'.'.'. II/J'イ! 1 i 7 1-1.5 3.7 0.67 59 
6 イ{ 対i、 日G品o 010(1 I);!; lIu! イ| 20. (i (150) 2. I 0.68 49 -)，~部欠主 i

7 イl 鋭、 りC6:J 0151 I，I，!; IlN イi 27.0 14.0 7.0 2.14 

8 lil 先形尖~I!liif りド」竹 0002 iiJ .fJ- 85.6 26.1 9.1 

9 愉先 ~i尖 Vi! 6~ りC03 111102 '立山{'} 70.6 l前 5 自o 10.31 

10 守主 十主 9 F 5H 01311 }日 111'1'イI 調堅JJU工痕有り

11 Ii_¥l 十五 !lIド2り '1031 出 UN イl

12 9主 十主 11Iト 37 O1l35 .j "Ei 

13 残 十主 IOF26 0176 ，~，~~ HI~ イ!

14 残 十主 9 C 54 0002 .~.'. 11記イ{

15 可長 +主 9 F 4'1 O1l2:2 '主山手; 石H謝野剥片

16 '.lvi!fi!¥イ!日品 9 G 04 0007 ，川Ilti: イi 29.0 15.0 6.0 42 

17 JdW長イl片品 10ト14 ()077 ，l.l.~ uu~ イ! 34.0 14.0 8.1 37 

18 '.Ui!係イi:i品 10COI 0160 tA!; !litl イl 24.2 13.2 3.4 40 

19 錐 IWG川 0043 I~，\ 11111 イ1 21. 0 16.0 4.5 

20 錐 ](Ir'4X 0031 引 HIlf~. イ l 27.4 12.8 6.7 2 53 

1W lm501m  此 ~n 25.0 17.6 4.7 2.33 

引C95 0009 守'; Hlt!イl 44.0 73.9 14.1 38.00 50-1 I 'iイl也}
2 え7レイハー りC20 0094 出 1111 {， 20.2 14.9 4.5 1.43 

3 スクレイハ I ，1 F 49 0悶 常'. ~起イ i 21.0 15.5 4.8 2.65 

4 スnイノ、 10 F 05 0239 守¥ H起 11 21. 6 23.2 9.6 502 

υ 「 :znイハー 9 G 35 0002 月1. H~J. tl 25.5 19.8 9.8 5.37 

6 えずレイハー 9G81 0055 J'i. 正山干 26.5 20.0 5.9 4 21 

9 G40 0031 t主 王山干 33.2 18.2 8.5 4.63 
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第 7表 B地点石器計測表 (6)

挿図番号 名称 分苦且 出土地点 石 質 長さ 幅 厚さ 重さ 角度 {蔚 Jj-

53-8 スクレイパー 9F49 0104 安山岩 42.5mm 14.6mm 6.6mm 5.23 g 一-g

9 ス7レイパー 10 F22 0005 黒 H起正[ 36.8 19.6 8.8 4.14 

10 スグレイパー 9F57 0288 黒 Htt 石 20.6 15.9 4.0 

11 スクレイパー 10F09 0191 黒曜石 24.6 12.4 7.6 1. 96 

12 スクレイパ 10 G 10 0123 黒 H崖石 29.2 13.0 3.2 1. 56 

13 スクレイノマー 10F15 0120 頁 正山玉 87.5 60.1 15.0 61.50 

14 / y 千 9 F85 0263 珪 正山玉 35.8 16.9 5.4 3.34 

15 ノ ッ チ 10 F08 0168 星日起石 37.7 19.3 5.7 3.11 

16 ノ ッ チ 9F67 0271 黒 H起石 29.7 16.5 7.5 3.26 

17 R .剥片 lOG02 0017 盟 11記石 26.2 8.7 4.1 0.91 

18 R .華1]片 9G50 0162 黒 11記:fi 23.5 10.5 8.5 1.81 

19 R .剥片 9 G 60 0024 黒 11記平1 13.4 22.0 6.5 1.39 

20 R .辛1]1'， 10 F07 0320 黒 IIlt 1i 25.0 16.8 6.8 4.09 

21 R .争1]片 9G90 0122 頁 岩 10.8 13.0 3.8 

22 u .和])'， 9 G 13 0022 盟日記干7 26.5 11. 1 5.0 1.00 

23 u .年1]片 9F86 0108 主ti 11桜石 38.6 17.3 3.3 1. 81 

24 u .剥!" 10 F07 0033 !I;l 11ぽ;ri 39.4 19.7 4.4 2.78 

25 u .剥片 9G84 0052 皇 H起1i 30.0 14.5 5.5 

26 u .争1]片 9F59 0004 県 H起石 23.2 16.8 5.0 1. 62 

54-1 石 斧 9F59 0001 砂 岩

2 石 斧 10 F 15 0296 ホル'/7ェルス 共同日欠lii

3 石 斧 9F95 0001 ンル卜岩 法部欠m
4 障壁 斧 9 F87 0002 骨b Z山" 

5 聖堂 器 9G31 0052 砂 E山T 

6 出 石 9F77 0199 li'!; 岩

7 石 皿 9 F59 0059 安山岩

8 石 皿 表 安山岩
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第3節 その他の時代

鉄津 (図版37)

本造一跡から 6点の鉄棒が、第I層中から出土している。本遺跡周辺には、取香製鉄遺跡、御幸畑

製鉄遺跡といった平安時代の税棋の大きな遺跡、が発見、調査されている。また他の多くの遺跡、か

らも鉄淳が出土していることから、この周辺で当時製鉄が盛んに行なわれていたと考えられる。

1 (7 E-53 0001)表面は灰褐色を呈し、大小の気孔が多く、砂粒をまはらに噛んでいる。

破面は銀灰色で部分的に茶褐色の錆が吹出し、比較的密度が高い。重量130g。

2 (9 F-96 0135) 表面は略灰色を呈し、滑らかであるが部分的に敏状の凹凸がある。

裏面には砂粒が付着するが、破面の観察においても、砂粒が層状に含まれており、また、この

部分に気孔が集中していることからも、 2回にEって流れ出たものが重なっていることが判る。

9 G -87グリ γ ト出土品と同様製錬流出淳と思われる。

3 (9 G-87 0001) 流動性の強い黒色タール状を呈し、比重は小さ L、。裏面には砂粒が

多く付着している。重量14.5g。

4 (9 G -87 0001 ) 表面は暗灰色を呈し、滑らかで部分的に5~¥-、凹凸がある。破面から

は、小気孔をまばらに含んでいるが、比較的密度の高いことが観察される。製錬時の比較的流

動性の強い流出淳と思われる。重量17g。

5 (9 F -94 0001 ) 暗灰色で部分的に暗赤褐色を呈す。裏面は平坦で、あるが、表面は敏

状の凹凸カ、若しく流動性が強い。破面は小気干しが密集するが、部分的に大きいものもある。重

量3g。

6 (7 E -10 0001 ) 表面は灰色で、茶褐色の錆がまばらに吹出ている。害IJられた様な破

面ーがあリ、この面は銀灰色で、小気孔が多く見られる。重量33g。

古銭 (第46図9-17 図版37)

いずれも第 I層中から出土したもので、永楽通宝1枚、寛永通宝50枚が出土している。寛永

通宝には大形のもの (12、15-17)と小形のもの (10、11、13、14)とがあり、大形のものの

裏側に「文」の文字が書かれているものがある。
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第 1節 B地点出土の第 2群土器について

鵜力、、島台式土器の細分一一一

1 .はじめに

鵜ガ島台式土器は、山内itl男氏によリ茅山式土器として縄文時代早期後半に位置づけられた

(注 1)。 その後、岡本勇氏らにより芳，山式土器の細分が進められ、野島式、~.Hカ、島台式、主:

山下層式、芽;山上層式の 4つに分類された。そして鵜ガ島台式土器の引式的特色として岡本氏

は 「段のくびれと平底の器形を、また文係単位の区画の上に押捺をもっ幾何学的な細隆起丈、沈

線文をそれぞれメルクマールの典形とする引式」と述べ (注2)、さらには 「器形の上では茅

山下層式との、文様の上では野島式との系統的関連を示めしている。」とそれぞれの型式間にお

ける関連をも述べている (注3)。この岡本氏の指摘した鵜ガ島台式土器の型式的特徴は、今

日に至っても的確なものと言える。しかし、これは関野哲夫氏も指摘されているように (注4) 

鵜ガ島台式土器といった一引式の中においても当然時間差を保有するものと考えられるもので、

型式学的に細分されるものと考えられる。このような点を考えるにあたり、本遺跡より得られ

た資料は好資料であると言える。しかし本遺跡の場合、いずれの資料も自然層中からの出土で

あり、自然層自体浅く、近年の耕作等による撹乱、削平を受けているため、層位学的観点から

の遺物の観察は不可能に近く、引式学的観点に基づいた分類、分析に頼らさるを得なかった。

また筆者自身浅学のため、資料の観察が充分に行なわれていないとも思われるが、本遺跡から

出土した資料を中心として、鵜カ島台式土器の細分について行なってみた。主・4、この時期の
土器には、条痕文のみの調整による粗製土器といろいろな文様カ、施文されている精製土器の 2

つのものが見られ、その個体別の比率としては、今回は充分に把促することはできなかったが、

粗製土器の比率が大であることは充分に認められることであり、鵜ガ島台式土器の研究を進め

るにあたって、粗製土器の研究および粗製土器と精製土器の相互関係をみてゆくことは重要な

ことと思われる。それらについては今後の課題として充分に考慮、して、今回は文様の特色の比

較的明確に把慢できる精製土器のみについて考えてゆくこととした。

2.鵜ガ島台式土器の文様について

鵜ガ島台式土器の型式的特色は、器形においては胴部に l段ないしは 2段の段とくびれを有
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し、文様では区画状文、充填文、区画状文交叉部刺突文の 3つの性格の異なる文様が 1つの文

様帯内において幾何学的な構成により抽出されている。この 3つの文様は、施文方法の違いに

より、それぞれにさらに分知することカ、できる。

区画状文

区画状文は、文様帯をいくつかに区画する役割の文様であり、縦位に区画するものと 、横位

に区画するものの 2つの性格の異なったものとに分けることができ、前者を縦位区画状文、後

者を横位区画状文と呼ぶことにした (注5)。 そしてさらに細かく見るならはごこの縦位 ・横

位区画状丈は、施丈の段階において、文様帯を大きく区画するものとその区画内をさらに区画

するものとの 2段階の区画状文に分けることができるものもある。これは特に縦位区画状文で

は文様要素の速いによ って明確に認められる場合がある。またこの 2つの区画状文は文様要素

の追いにより細分することができ、縦位区画状文の文様要素として、④|在起線文、⑥細隆起線

文、@微l手起総状文、④沈線文、⑥納lい沈線文、①車IJ突文 ・押し引き文の 6つに分けられ、横

位区画状文では、⑥から①の 5つに分けられる。これら文様の具体的な施文方法については後

に触れることにするが、多様な施文方法がみられる。しかし 1つの土器の文様帝においては、

縦位 ・横位区画状文とに共通した単一の文様要素によるものカ、ほとんどであり、複数の文様要

素からなるものでもせいぜい 2、3のものからなる。

充填文

充士民文は、縦位 ・横位区画状文により区画された中に施文される文様であり、各区画聞に関

連性をも った規則的な施丈方向に基づき施丈されている。その文様要素としては、④沈線丈、

⑤紛れ、沈線文、@刺突文 ・押し引き文に分けられ、特殊な例として凹線文がこれに加わる。こ

れらも区画状文と同様に 1つの文様帯において単一の文様要素のみにより施文されるものが大

部分であるが、複数の文様要素によるものも極く少数であるがみられる。

区画状文交叉部刺突文

この文様は区画状文の交叉部や区画状文上に押捺される文様であり、この時期の特徴的文様

と言える。そしてこの文様は施丈工具により、④円形竹管によるもの、⑥半裁 (3、4裁も含

む)竹管によるもの、εへラ状 (多裁竹管も含む)工具によるもの、③アナ夕、ラ属の貝殻頂部
によるものに分けることができる。

以上の 3つの文様は、文様要素の組み合わせにおいては、規則性はみられず、さまざまな組

み合わせが見られる。しかし文様構成におけるこの 3つの文様は、強い規制の上につながりを

持ったものと言える。つまり、胴部の段、くぴれにより規制された文様帯内を縦位区画状文に

より 4ないし 8つに縦割に区画きれ、さらにそれぞれの区画内をほほ、同様のタスキ状、鋸歯状

を基調とした横位区画状瓦により細かく区画される。そして最小単位の区画内に各区画聞に関

連をも った施文方向に基づいた充填文が施文され、最後に区画状文の交叉部に刺突文が押捺さ
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れることにより、特徴的な文様構成が作り出されている。言い換えるならば、 3つの文様が、

1つの文様帯内において、それぞれの文様構成上の役割りを果たすことによって、典引的な約

方島台式の文様が描出されると言える。

3 .鵜ガ島台式土器の細分

鵜ガ島台式の文様とその構成の特徴について簡単に述べてみたが、それらが前後月IJ式をも含

めた時聞の中において、いかなる系統的変遷がみられるか次に述べてみる。

(1)野島式土器

第I頼とした土器群がこれにあたる。今回の調査で出土したものは、いずれも小破片のため

明確な特色を把躍するのは難しいが、文様の特徴として、刻み目を有する隆起線文の縦位区画

状文が2条垂下し、 i尤総による様、位区画状丈がタスキ状に施文され、沈線による充填文がこれ

に加わっている。区画状文交叉部の刺突文は存右していない。また器形において即日j部に緩いく

びれがみられる。これらの文様のうち縦位区画状文は、聖f島式の特徴的施文方法によるもので

あり、横位区画状文、充墳文、そして嗣部のくびれは、総力島fi式に通づるものである。この

土器群は、針島式の終末段階に位置づけられるものと考える。この他に、この段階の良好な資

料として、第l次調査時の14地区から出土した止器があげられる (第55図①) (注6)。この

土器は、器形において、口紘一がやや内反し、口唇部は丸みを帯びている。1阿部にはそれほど顕

著なものではないが、わずかにくびれを有する。このくびれにより文様帯は 2段に分けられる。

さらに、文様要素に沈線文を用いて、縦位区画状文とタスキ状の横位区画状文そして充墳文が

比較的整った構成により摘出されている。これに区画状文交叉部刺突文が加われば、鵜カ島台

式と言っても良し、ほどのものであるが、文様の施文方法は非常に雑であり、その構成において、

また器形においても不安定な感が強いものである。しかし町'島式の終末段階において、すでに

鵜庁、島台式の特徴的な文様要素、文株構成、器形の土台はできあがっていたものと 言える。

(2)鵜ガ島台式土器 (第55図 ⑥-@) 

II-N類の土器群がこれにあたり、それらは文様系統において 3段階に分けられる (注7)。

第l段階は鵜カ島台式の初期段階と言えるものでII類カ、これにあたる。第2段階は約方、島台式

の発展段階と言えるものでIII委員がこれにあたる。この段階はさらに 2つの段階に分けられる。

第3段階は鵜ガ島台式の終末段階と言える もので、 W類がこれにあたる。この 3段階の各段階

ごとの特色と相互の関係について見て行くことにする。

第l段階

器形においては、口縁が外反するものが多くなり、口唇部は丸みを帯びたものカ、多いが、内

削げ状の割合も多くなる。胴部には 1段ないし 2段のくびれを有するが、〈びれ状態は緩いも
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のである。しかし野鳥式終末期のものと比べ、はっきりとしたものとなっている。文様におい

ては、縦位 ・横位区画状文の文様要素に細隆起線文、沈線文、細い沈線文が多く使われ、充墳

文には i尤市~~文、組I ~、沈線文、押し引き文ヵ、あり、来日j~、沈線文の割合カ、多い。その構成は垂下す

る縦位区画状文と、タスキ状、針盤I状にtii'j出された横位区画状文による単純なものである。以

上の点から見ると前段階のものと共通性が強いものであるが、施文方法、文様構成のまとまり

と言った点で安定性が見られる。そして前段階のもので最も異なる点は、区画状文交叉部刺突

文がJJrJわることである。しかしこの段階におけるこの文様は、一部分の区画状文交叉部にのみ

抑捺されているもので、その施文において規則性が見られなし、。以上のようにこの段階は、野

品式終末段階のものカ、新たな文機要素が力11わったことにより、新型式に転換した段階にあると

言える。

~\ 2段階

この段階は先に述べたようにさらに 2段階に分けられるものであり、第3章の本文中の分知

では a、bに細分した。

a段階(第55図⑥~⑪)

昔N: Jf~、文様の要素とその構成において料カ砧台式の特徴となるものがほぼ出そろう段階であ

る。器形においては、口惜は外反するものが多くを，Iiめ、口唇音f¥は内削げ状のものカ、大部分と

なる。m'iJ音1¥のくびれ状態は!J1fi若なものとなり、それに伴い土器の大形化の傾向ヵ、見られるよう

になる。また口融上部から見た形が方形を呈するような特異的器形も見られるようになる。文

様においては、縦位 ・横位区画状文の文様要素に第1段階のものに新たに隆起線文、微隆起総

状文が加わり、充m文では文様要素の種世jlは変わらないが、押し引き文の割り合いが多くなり、
逆に紛れ、沈線文の割り合いが非常に少なくなる。また文様の施文方法が多様化し、施文工具と

してへラ状工具の使用が多くなる。文様構成においては、文様帯内における縦位・横位区画状

文の相互関係にまとまりが見られ、安定したものとなると同時に横位区画状文の複雑化する傾

向が見られる。そして区画状丈交叉部刺突文も施文において規則性が見られるようになり、安

定した文様となり、同時に文様構成において大きな部分を占めるものとなっている。以上述べ

てきたこの段階の特徴を具体的資料により見てみると、⑥は②と系統的つながりの強いものと

考えられるもので、両者を比較すると、⑥は丁寧な文様が施文されており、特に横位区画状文

は複雑化するとともに、縦位区画状文により縦割りされた各区画内における文様構成に規則性

がみいだせる。⑪は上段文様帯の縦位区画状文が強調されて施文されているもので、その延長

上の口縁にはこの時期特徴的な突起を作り出している。

b 段階(第55図~-⑬)

この段階は a段階のものがさらに発展を遂げたものであり、鵜ガ島台式土器の最も発展した

段階である。器形においては、口唇部の内削げ状のものがより多くなり、胴部のくびれ状態も
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さらに顕著なものとなって土器がより大形化してゆく 。文様においても多様化、複雑化、枯

化カが、 l段と進もむ‘カがミ、精練化されてゆくものの中には、省略化、簡素化と言った方向に進むもの

も見られるようになる。このことは、この段階が料ヵー島台式の最も発展した段階であると同時

に、衰退化がはじまっている段階とも言える。文様の多様化、複雑化としては、。、⑫、⑬に

見られるように縦位区画状文に新たな文様要素の独特な隆起線文カ、使われ、同一文様帯内にお

いて性格の異なる縦位区画状文が存在するようになる。横位区画状文においては前段階までの

直線的なものでなく、孤状文、円形文といった曲線的なものが施文されるようになり、⑪、⑬

のように複雑な文様を作り出しているが この弧状文、円形文はむしろ省略化、簡素化の中か

ら生まれた文様と言えるものである。反対に文様の省略化、簡素化によるものとして⑬、⑬、

⑬が上げられる。⑬、⑬の場合は従来下段文様帯であったものが、上段文様帯に施文されたも

のであり、このような上・下段文様帯の交換もこの段階の特徴と言える。この他には、⑪に見

られるような把手の出現や指頭状工具とそれによる圧痕文といった新しい文様要素の出現が上

げられる。また充填文においては、押し引き文の割り合いがさらに多くなり、二連式の工具を

用いると言った多様化が見られる。以上この段階においては、前段階まで見られるように、縦

位 ・横位区画状文、充墳文、区画状文交叉部刺突丈が同じ歩調の基で発達してきた段階のもの

とは異なり、それぞれの独自の歩調により発展または衰退しだした段階と言える。このことは

次の段階においてより明らかなものとなる。

第3段階 (第55図@-@)

W類とした土器がこれにあたる。この段階は鵜力、島台式の特徴的な器形や文様の基本的構成

の崩壊期と言える段階であり、またなぞり手法と言った後型式において発展が見られる新たな

文様の出現期でもある。器形や文様の崩壊にはいくつかの方向が見られ、器形においては、胴

部のくびれが緩くなるものとくびれ部の幅が狭くなり文様帯の幅が狭ばまるものとに分かれる。

前者のものは、前段階までくびれにより上・下段に明確に分離していた文様帯がその衰退によ

りlつに合わさって文様が描出されていると考えられるものである(@、⑫)。後者のものは、

後型式に引きつがれて行くものであり、後型式の特徴的な器形を作り出して行くものである。

文様においては、区画状文に押し引き文、刺突文と言った新たに文様要素か加わる。そしてそ

の構成においては、簡素化、省略化、強調化の3つの傾向が見られる。簡素化は文様の模式化

とも言えるものであり、@に見られるように縦位・横位区画状文が従来の与うな施文方法に.よ

るが、形式的な構図によるもの、 @、@-@に見られるように施文方法自体非常に簡素化して

いるもの、そして@、@、@のように横位区画状文のみにその傾向が見られるものなどがある。

省略化のものについては、@のように横位区画状文が描出されてないもの、@、@-@のよう

に充填文が摘出されていないもの、@、@のように区画状文交叉部刺突文が省略きれているも

のヵ、ある。強調化の傾向にあるものとしては、@のように縦位区画状文が発達したものや、@
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-@に見られる区画状文上の刺突文があげられる。また簡素化の傾向として上げた@、@、@

~⑫の横位区画状文は、その強調化ともつながるものと言える。つまり、この段階における縦

位区画状文、横位区画状文、充填文、区画状文交叉部刺突文の簡素化、省略化は言いかえるな

らば、 lつの文様帯内において特定の文様の強調化されたものと言え、その強調化された文

様はさらに簡素化傾向をたどり後型式へ引きつがれて行く 。しかし区画状文交叉部刺突文は、

この段階で消滅してしまい 後型式では全く見られない文様である。ここでこの文様の発生か

ら消滅までの推移を見て行くと、鵜ガ島台式土器型式の中で大きなメルクマールのなる文様と

言える。つまり鵜方島台式の特徴的な器形、文様要素、文様構成がほほ確立された第 1段階に

おいてこの文様の発生が見られる。しかしこの段階において、この文様は、まだ未熟なもので

あるが、その後の鵜力、島台式の発展に伴いこの文様は文様構成において大きな位置を占めるよ

うになる。さらに崩壊期の第 3段階においても、この文様が強調され施文されているものが多

いことから、鵜力、、島台式土器において重要な文様であったと言えよう 。

(3)茅山下層式土器 (第55図@@)

第V類とした土器群がこれにあたる。この土器群は鵜方、島台式の第 3段階のものと関連が深

いものであり、器形においてはほほ、そのまま引きついでいる。しかし文様においては文様要素

として隆起線文、刺突文、押し引き文、なぞり手法による凹線文が多く f変われ、文様構成にお

いては鵜iJ島台式第 3段階で述べた強調された文様のみが引きつがれている。@は充填文が全

く省略され、区画状文のみにより文様構成されたものである。この土器は鵜力島台式の幾何学

的な構成がよく引きつがれているが、蛇行状に施文されているものもあり、完全に鵜ガ島台式

の文様構成が崩れ去ってしま っているものも見られる。@は前段階では区画状文内に施文され

ていた回線が区画状文の省略により、回線のみの文様構成によるものである。この他にもこれ

と同じように充填文のみが強調され施文されているものも見られる。この 2つの土器を含めた

第V類土器は、鵜ガ島台式の影響を強〈残しているもので、茅山下層式の古い段階のものと言

える。これ以後、文様構成はさらに簡素化の傾向にあり、また縄文カ、文様要素に加わり、文様

帯も上段のみとなり、新しい段階へと移行して行〈 。

以上本遺跡B地点より出土した第 2群土器を基に、鵜ガ島台式土器の細分について述べてき

た。そして鵜iJ島台式は、特徴的文様要素による幾何学的文様構成に区画状文交叉部刺突文カ、

加えられたことにより、安定した文様を作り出した第 1段階、さらにその文様が発展しさまざ

まな文様構成を作り出して行く第 2段階、そして基本的文様構成が崩壊して行く第 3段階の 3

つの段階に大きく細分できるものと考える。なお第 2段階については、さらに発展の段階によ

り2段階に細分できるものと考える。
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4.施文方法と施文工具について(図版44-46)

最後に、鵜ガ島台式土器に施文されている文様の施文方法と施文工具について若干述べてい

きたい。

鵜ガ烏手;式土器の文様は、先に述べてきたように区画状文、充填文、区画状文交叉部刺突文

の大きく分けて 3つの文様により構成されていると 言える。そしてそれらの文様要素としては、

それぞれの文様のみに見られる特徴的なものもあるが、隆起線文、沈線文、押し引き文、刺突

文の 4つの文様要素により大半のものが描出され、その他に回線文、圧痕文、実IJみ目等のもの

が加わる。このうち先に上げた 4つの文様要素は、施文具やその使われ方の違いにより、さら

に変化に富んだ文様を作り出している。これらの施丈工具、施文方法について、各文様要素ごと

にみてみる。

(1)隆起線文

この文様は、鵜カ、島台式土器においては区画状文のみに用いられているもので、さらに微隆

起線状文 (20)、細隆起線丈 (1 )、隆起線文 (28-30)に分けることができる。微隆起線状

文は同j側をへラ状の施文具により入念な磨き (背IJリ)をかけることにより、粘土をわずかに盛

り上げて作りだされたものである。細隆起線文にもこれと同様な作られ方のものもあるが、多

くのものは細し、粘土紐を器面に貼り付けることにより作り上げられたものである。隆起線文も

これと同様の施丈方法であるが、粘土紐がかなり太くなり、そしてその上に指頭や指頭状工具

による圧痕文と刻み目が施文されているが、これは単なる装飾の意味だけのものでなく、多分

に粘土紐を器面に充分付着させるための手法と考えられる。以上のものとは別に、 19 にみ

られるように、 2条の間隔の狭い平行沈線をはしらせ、その聞に刺突丈を施丈することにより

細隆起線文状に作り出されたものも少数ではあるがみられる。

(2)沈線文

沈線文は細、中、太位の 3つに分けることができる。細いものは串状の施文具によるもの

( 4、21)と非常に細L、円形、または半裁竹管によるもの (1 )とがある。中位のものでは、

多くのものは円形、また半裁竹管の表皮面を器面にあて号|いたものであり、 22に見られるよう

な半裁竹管による平行沈線のものは少な(，'0 22の場合は、半裁よりむしろ 3裁に近いものと思

われ平行する沈線の幅の広いわりに浅い沈線である。また特異的なものとして、 6に見られる

ように円形また半裁竹管を 2本合わせて号|いた 2連式のものもある。太い沈線は、竹管による

もの (2、3)とへラ状の工具によるものは、 21、30)とに分けられ、竹管によるものは 3

のように表皮面をあててヲ|いたものと、 2のように竹管の切断面が器面に対して垂直に当て引

いたものとがある。2の場合は、区画状文、充填丈とも同ーの工具により、この施丈方法によ

り描出され、また刺突丈も同ーの工具によるものと思われるもので、 lつの施文具によりすべ
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ての文様を描出している。以上沈線文においては、円形または半裁竹管によるものが、太きに

関係なく、大半を占めている。

(3)押し引き文

押し引き文も沈線文と同様に細、中、太位に分けられ、その内容においても沈線文とほぼ一

致する。ただ押し引き文を施文する場合、まず工具を器面に強〈押し当てて引くといった方法

の繰り返しにより作り出きれる文様であるため、押しが浅いものや引きが長いものは沈線状の

ものとなり (24、25) 、逆に押しが深いものや引きの短いものは刺突状のもの (12、18、26)

となり、その区別が困難なものも多くある。また 2連のものも押し引き文には多くみられ (11

-14)、13の場合は細い円形竹管による 2連のものを 2列づっ施文している。

(4)刺突文

刺突文は、区画状文交叉部に押捺きれるものと充填文として押捺されるものとがある。前者

の場合その大半のものは円形竹管をそのまま押捺しているが、 4の場所は押捺によるものでな

く、へラ状の工具により押しひねったものである。また27は、竹管の代わりにハイカ、イの貝殻

頭部によるものである。充填文においては、円形竹管を押捺したもの (15、16)、半裁竹管を

押捺したもの (17)、多裁竹管を押捺したもの(18)、串状の施文工具により押捺したもの(

9、30)など施文具において多種にわたる。

(5)その他

その他のものとして、 5、23にみられるように指頭状工具によるなぞりの手法がある。また

28、29のように圧痕文もみられる。

以上のものが本遺跡でみられた鵜か島台式土器における施文工具、施丈方法の主なものであ

るが、実際は、個々の土器ごとに施文工具、施文方法が少しづっ異なっており、製作者の個性

と言えるものがうかがえる。しかし 1つの土器の中においては、文様要素もそうであるが、施

丈工具においても、それほど多くのものを用いず、せいぜい多いもので2-3個ぐらいのもの

であり、その使い方を工夫して多くの文様を作り上げている。

5 .おわりに

本遺跡の資料を中心として鵜ガ島台式土器について述べてきたが不充分な点も多々あること

と思われる。本遺跡では層位的観察が困難で、あったため、型式学的観察に基づいた分析方法を

進めてきた。そして一地域における分析であるため、今後他の地域との対比をも充分に行ない

さらに今回の分析結果を検討、修正して有〈必要があるものと考える。また前後型式である野

島式、茅山下層、上層式についても、今日に至ってなお不明な点が多く、充分に検討の余地を

残しているものと思われ、それらも充分に分析がなされた後に、再び鵜カ、島台式土器の細分に

ついて考えてみたい。
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第 2節遺跡、の性格と特徴

一一遺物包蔵地について

新東京国際空港予定地内に所在するいずれの遺跡からも多量の縄文時代早期の遺物が検出さ

れていることから、縄文時代早期の大規模な遺跡群がこの地域に所在していると言えよう。こ

のことは当時の生活において、この地域が利根川水系と太平洋水系の分水保て、あり、あまり開

析を受けていないといった地形的立地条件や植物相、動物相といった環境的立地条件が適して

いたものと考えられる。

それぞれの遺跡の共通して言えることは、土器・石器といった遺物の出土数が極めて多く、

それに対する住居跡の数が少ない。そして遺物の多くは、住居跡等の遺構からの出土したもの

でなく自然層中からのものである。このような遺跡は遺物包蔵地と呼ばれているものであるが、

今回本遺跡の調査および整理作業を行なっていくうちに、単純な数の計算上で遺物の数と遺構

の数が合わないこれらの遺物包蔵地において、どのような当時の人々の行為・行動が考えられ

るのか、 No.l4遺跡の第 1次、 2次調査結果により、本遺跡におけるそれらについて推論してみ

たい。

本遺跡での縄文時代早期の遺物分布地点は、 55地区、 56地区、 A地点、 B地点(14地区も含

む)の4地点が確認された。そしてこの 4地点は、時期的に沈線文期の55、56地区、 A地点と

条痕文期のB地点とに分けられる。

55、56地区、 A地点の遺物組成を見ると、土器は回戸下層・上層式が主体となり、その他、

撚糸文土器や中期、後期のものが見られる。石器組成では、 55地区は石鍬5点、剥片 2点、 56

地区は石銑3点、石皿、磨石、スクレイパ一、剥片、 A地点は石鍛3点・喋 310点・剥片とい

った多少の内容においての違いはあるが、単純な組成であると言える。遺構については、 55地

区は炉穴 2基、土墳 2基、 56地区は竪穴住居跡 l軒、炉穴 2基、 A地点は遺構は検出されなか

った。この 3地点に共通して言えることは、土器・石器の量が少なく、土器では主体となって

いる沈線文系土器でも多くて 3、4個体分である。石器組成では、いずれも貧弱なものと言え

る。そしてそれらの分布状態は小規模なものである。このよ 7な性格をもっ地点における人聞

の行動を堆測すると、非常に小規模な集団による、短期間に営なまれた場所と考えられる。こ

の3地点の有機的関連は不明であるが、遺物の内容にいくつかの違いが見られるのは、その地

点における機能的(人聞の行動様式)な違いによるものと考えられる。

B地点は、先の 3地点とは対照的に出土遺物量、分布範囲が大規模なものであり、それもほ

ぼ鵜ガ島台期の一型式期間に営なまれた地点である。遺構としては、住居跡3軒、炉穴4基、

竪穴状遺構2基、陥し穴状土墳2基、土墳1基が検出され、この 7ち陥し穴状土墳以外は明ら

かに遺物と結びっくもので、その分布状態は、炉穴 l基と土墳の他は台地の南側縁辺部に
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集中している。これに対して遺物の分布は、遺構集中部より1ヒ側へ楕円状に広がりをもつもの

と南側の谷に続く傾面部に見られる。前者の場合は、遺物宮、度の濃い部分は遺構集中部よりや

や北側に離れた所にある。後者について詳細なことは不明であるが、傾斜地のくぼみ部分に多

量に遺物が見られたとされている。このように遺構と遺物の分布に多少ずれが見られる。包蔵層

から出土した遺物のうち土器は30，000点近い数量が検出され、個体数として捉えても数百以上

を数えるものと思われる。しかしその分布状態については、時間差や人聞の意図的行為による

ものとは考え難〈、無作為に捨てられたものと考えられる状態である。しかしこれだけ多くの

土器が集中して見られることはどうしてであろうか。つづいて石器 ・剥片類の分布について見

てみると、 B地点では土器と多少異なった分布が見られる。石器 .，j<1J片頬の場合いくつかの小

さな集中地点がいくつか見られ、土器のように単に散在している状態ではない。この集中地点

の組成はいずれも剥片 ・砕片類が大半を占め定形的石器は少数である。このB地点における石

器組成を見ると、石鍬が多量に出土しており、また剥片 ・砕片類の数も非常に多し、。そして、

この石鍬と剥片・砕片類の石材別割合を見るとほぼ一致する。このことは、この地点において

石搬やいくつかの石器がこの地点で盛んに製作されていたと考えられ、完形品も遺物包蔵層か

ら多く出土し、住居跡からの完形品はもちろん、争IJ片・砕片類の出土が少ないことから、石器

製作は、先に述べた剥片 ・砕片類を主とした小規模な集中部に関係の深い場所において行なわ

れたと思われる。このように石器・剥片類の分布状態を見ると、散在した状態のものとなんら

かの意図的行為(この場合石器製作)によるものとが見られる。それでは土器の分布状態を含

め、 2つの異なった遺物分布がこの地点に見られることをどう解釈するべきなのであろうか。

まず土器について考えるならば、数百以上の土器は、 3車干の住居で生活していた人々により

のみにより廃棄されたものとは数的に見て考えられない。また住居跡自体に拡張、修復の跡が

見られないため居住期間はそれほど長期的なものとは思われない。よってこの大規模な遺物包

蔵地の土器の多くは、他の地から持ち運こは、れたものと考えるのが妥当と思われる。この他の

地については具体的に指適するのは困難で、あるが、隣接するNo.60、61、62遺跡において多量の

鵜ガ島台式土器が検出され、やや離れたNo.67遺跡、でも条痕文系土器が多量に検出されている。

これ以外の多くの遺跡からも量的に少ないが茅山系土器が確認されている。しかし、現在は未

整理のものが多く各遺跡の詳細な内容について不明である。今後これからの遺跡の整理作業が

進むに従い鵜カ、島台期の遺跡、のあり方、性格が明らかになり各遺跡聞における相互関係も充分

に把握されることが可能と思われる。

つづいて石器 ・剥片類のあり方について見ると 、先にも述べたように散布しているものと集

中しているものとに大きく分けられ、前者は定形的石器にその傾向が強〈 、後者は剥片・砕片

類にその傾向が強〈見られる。そして後者には石器製作の場に関連が強いものと考えると述べ

た。しかし前者の場合をどう考えるべきであろうか。定形的石器は完形品も多く見られ、この
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場所での製作が考えられる石銑において特に言える。これらの散在した分布状態を土器と同様

に単に捨てられたものとは考えられない。むしろなんらかの原因により置き去られたと考える

方が妥当的と思われる。

以上のようにB地点について見てきた。この地点のように比較的短い期間に営なまれたもの

であるが、遺物の量が多く組成も複雑で‘あることからベースキャンプ的様相の地点であった

と思われる。この縄文早期後半は狩猟・採集経済が生産基盤となっている縄文時代の中にあっ

ても、労働用具や方法において未発達な段階であったと言える (注8)、それは小規模集団によ

り定住性をあまり持たずにたえず移動をよぎなくされたと思われ、そこで、 No.55、56地区、 A

地点のように極〈 一時的キャンプ地と B地点のようなベースキャンプ地が存在した可能性は充

分考えられる。そのベースキャンプ地と考えられる B地点において、この地で使用された土器

はもちろん、他の地で使用された土器についても持ち帰られこの他に廃棄されたものと考えら

れ、またそれらが廃棄きれた場所は、同時にこの遺跡での生産の場所とも言える所であり、つ

まりこのB地点の遺物包蔵地はなんらかの当時の規制を受けていた生活の場と考えられないで

あょううか。これは貝塚遺跡における、遺構集中部と貝層集中部とに見られる社会的規制関係と

重ねて考えられないであろうか。

またB地点の特徴としてすでに述べているが、石器製作が盛んになされていたと考える。こ

の時期の他の遺跡においてこれほど多くの石鍬や剥片・砕片類の出土例はあまり見られない。

つまりこのB地点は石器製作と言った 1つの機能をもったベースキャンプと言える。このこと

は、ベースキャンプ的単位の遺跡ごとに 1つまたは複数の生産的、社会的機能をもっていたこ

とが窺え、それぞれが有機的関連により結びついていたと予想される。

以上のように今回の調査で筆者自身、最も疑問に感じた点につき自分なりの解答を得てみた

が非常に論拠の薄いものであることは筆者自身自覚している。しかしこの疑問点を考えるにあ

たって、過去調査され報告された遺物包蔵地遺跡に対して遺物収集的傾向が強〈、それのみで

終ってしまうものが多いように思われる。近年、開発も規模が大きなものとなり、台地全体に

おける遺構、遺物のあり方が明確に把握できるようになってきた中で、単に個々の遺物にのみ

に研究が注がれるのでなく、いかなる人聞の行動、行為により遺物包蔵地が作り出きれたのか

と言ったマクロ的研究も必要な段階にきていると思う。

注l 山内清男 『縄紋土器型式の細別と大別』 昭和13年

注2 岡本勇 「三浦市鵜ガ島台遺跡J r横浜市立博物館研究報告J 5 昭和36年

注3 注 2と同じ

注4 関野哲夫 「鵜ガ島台式土器細分への覚書J r古代探叢』 昭和55年 関野氏のこの論文は、岡本勇

氏以後の鵜yゲ島式土器研究において充分に評価されるものと思われる。筆者自身、今回の報告書をま とめあげ

るについて氏の研究に負う所が大である。
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注 5 縦位 ・ 横位区画状文の区別については本文中でも iliべてきたが、 J料品に I'>tJj主性の ';~l\- 、文憾であると言

える。しかしそれら文様の系統的発展を凡て行くと、異なった係机lを展開してわくものであり、本来的'1'1怖の

違う文様と言える。よってこの 2つの文僚を分離して考えることが必要と忠われる。

住6 千葉県北総公社 'No.l4泣跡J r三w.塚」 昭和46年 この報告書においてこの土保は2・山下肘式と

とされているが、文篠その他の特徴から針品式終末期iに位世つけられるものである。

注7 関野氏は、総力"):，~fì式を古、中、新JYIの 3 段1;併に分けている。いくつかの点において異なるが、はぼ

関野氏の分wされたものに比定される。
注8 岡本勇氏はこの時期を縄文時代の社会と文化において大きく上井した時期jであるとしている。そして

その傾向は茅山式土持の時期に強〈昆られるとiA.べられている。本遺跡、のf，()ガ品f;矧においても後段階に杉科

を及ぼす変革期と言えるが、牛産形態や社会形態はまだ前段のものが悩〈残っていたと忠われる。
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新東京国際空港内 No.l4遺跡の調査結果には、先章までに詳細に紹介し、あわせて若干の問

題点についてふられている。ここではNo.l4遺跡の調査結果を取りまとめ、結語としたい。

発掘調査

NoJ4遺跡の発掘調査は昭和53年4月1日から翌日年 3月31日まで、班長杉山晋作、調査研究

員 tf'口行雄、山口直樹を調査担当者として実施した。調査面積は20，800m'である。この調査

に先立ち、昭和45年から46年にかけて、財団法人 千葉県北総公社によ って第一次調査が実施

され、 『三里塚 新東京国際空港団地内の考古学的調査 』 財団法人 千葉県北総公社、

1970、11、1)に報告されているので、参照していただきたい。

今回の発掘調査の方法は基本的にグリ ッド法とし、縄文時代遺物包含層までについては 2m

X4mのグリ ッド、先土器時代石器群については 2; X 2 mのクリ ッドによ って確認調査を実

施した。確認調査の結果は、本調査の面積及び調査方法等を検討する基礎資料として用いた。

現有調査中の遺跡においてもグリ ッドを 2mX2mとしたものの、原則的には、その方法を踏

襲している。

なお、詳細については、第 1章第 2節に述べられているとおりである。

遺跡

千葉県の北部にひろカ、る北総台地は標高40m前後の平刊な台地である。三里塚地域において

は、利根川、栗山川の支流によ って開析を受け、複雑な地形を呈している。No.l4遺跡は空港予

定地内の他の遺跡と同様三里塚地域に含まれ、利根川に注ぎ込む根古名川の支流取香川の源流

点に位置する。また、本遺跡の南側には太平洋に流入する栗山川の支流である高谷川の源流カ、

ある。即ち、本遺跡は広くみると、利根川水系及び太平洋水系の分水界に位置していると 言え

るのであるハ

新東京国際空港は分水界に建設された空港である。従って、これに関わる当文化財センター

が行なっている一連の発掘調査は分水界の遺跡を対象としていると言えよう 。現在も継続中で

ある一連の発制調査において、分水界の原始古代の社会、文化を究明することが重要な研究テ

ーマのーっとして与えられていると言うことカ、できる。 当然、三里塚地域にあるNo.l4遺跡にお

いても、同様のテーマが与えられていると考えねばならない。

昭和45-46年度にかけて実施された第 l次の空港関連調査によ って、 No.l4、No.55遺跡をはじ

めとして10か所の遺跡カ、発掘調査され、先土器時代の石器群、縄文時代早期の土器群が多量に

出土した。この傾向は昭和51年度以降に行なわれている発掘調査においても大きく変化するこ

とがない。これは分水界とし、う立地条件や動・植物相とし寸環境条件が、先土器時代、縄文時

代早期の人々の生活に適していたためといえよう 。しかし個々の遺跡を考えるとき、 No.l4遺跡
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では鵜カ島台式土器を主体としていたり、 No.67遺跡において三戸式土器カ、多く出土している等、

内容的に多様性も認められるのである。このことから三lf..塚地域を分水界の一つのまとまった

地域と想定した場合、その中にある{[lil々の遺跡の分析及び遺跡相互の関連性を検討することに

よって、分水界における先土器時代 ・縄文時代の社会 ・文化を知ることができると言えよう 。

残念ながら遺物の艶理はやっと手カ、ついたばかりである。すべての桜理カ、終了した時には、分

水界における原始時代の社会、文化の一端を知ることヵ、できるはずである。これによ って、三

里塚地域全域を発掘調査した意義があったと言えよう 。この意味で、NoJ4遺跡、の調査報告書は、

三里塚地域における一里塚と位置付けられよう 。

ところで、考察制において、聖l'口行雄は遺跡、の性格と特徴と題し、 NoJ4遺跡における遺跡の

内容からその問題点を論考しているが、今述べた点から三里塚地域における遺跡論の予察と考

えられる。

遺物と遺構

昭和45-46年にかけて実施された発掘調査において、 NoJ4遺跡群は、白地基音1)より、 14地区

(遺跡)、 55地区 (遺跡)、 56地区 (遺跡)の 3地区 (j室跡)に分けられている。

今回発掘調査したNo.l4遺跡は、 14:1也区の北側に位置している。

No.l4地区からは、次のi立物 ・遺構カ、出土している。

先土器時代

尖頭器 ・掻器 ・削器 ・細石核?・禁Ij片等

縄文時代

遺物 土器 (鵜7J島台式 ・茅山下層式 ・他に後WJの縄文式土総)、石器 (有茎尖頭器 ・石鍬

.石皿 ・磨石 ・凹石 ・蔽石等)

遺構竪穴住居跡3車i(鵜ガ島台期)、炉穴2基、竪穴3基

今回、発掘調査したNo.l4遺跡からは次の遺物 ・遺構ヵ、出土した。

先土器時代

切出し形石器 (1点) ・剥片 ・炭化物片集中地点5か所

縄文時代

遺物 土器 (早期鵜ガ島台式を主体とし、他に前期 ・中期 ・後期の縄文式土器)、石器 (

石鍬 ・スクレイ パー ・剥片 ・石斧 ・喋器 ・石皿 ・磨石 ・凹石等)

遺構炉穴 l基、陥し穴状土墳2基、土墳1基

その他の時代

遺物鉄海・古銭 (50数点)

遺構溝 (野馬堀)1条



先土器時代

先土器時代の造物については、第 1次調査では、組|石核・尖頭器 ・恭Ij片等カ、多数出土してい

るにもかかわらず、今回の調査では切出し形石器が 1点、剥片が数点出土したのみであった。

これは、 NoJ4遺跡が、 14地区の北側に隣接しているうえに、 55、56地区にくらべ台地の奥部に

あるという地形的理由によるのであろうか。

ところで、本遺跡から炭化物片の集中地点が5ヶ所発見された。No.1地点は第四層を中心に

検出され、数本の炭化村を中心lこ炭化物片が広範囲に散在していた。No.2地点は第W層から第

VI層にかけて、 6X 4 mの範囲で検出された。No.3地点は第W層から第VI層にかけて検出され

た。分布範囲は削平部分があり確認できなかった。No.4地点は第W層を中心とし、径約 2.5m 

の範囲に散布していた。No.5地点は第W層からVI層にかけて、径約 2mの範囲で検出された。

石器が付近より出土したのは、 No.2. No. 3地点である。No.2地点では安山岩製の剥片カ、 3点、

No.3地点では員岩製の孝1jJ'，が 3点出土した。

ここで、特に注意をしなければならない点は、炭化物の集中地点の意味するところである。

山火事等により山林の立木が焼け落ちたために炭化物が周辺に散布したものであったのであろ

うか。あるいは、先土器時代人が営んだ炉跡のようなものであったであろうか。炭化物の集中

地点を人為的なものととらえるか、あるいは、自然的なものととらえるかによって、考古学的

意味カ、変ってくるばかりでなく、その取扱い方がま ったく異なってくるのである。即ち、炭化物

集中地点が人為的なものであるならは¥これを遺構に準ずるものとして取扱う必要が生じてくる。

さて、本遺跡の炭化物集中地点には、炉跡等で認められる焼土及び焼けた跡が認められなか

った。また、 No.1地点では数本の炭化村を中心に炭化物片 (炭化粒)ヵ、散在した状態で検出さ

れた。最Ij片は、 No.2. No. 3地点で出土したが、炭化物集中地点と積極的に関連性を持たせると

いう恨拠もなかった。このようなことから、我々は本遺跡の炭化物集中地点を人為的なもので

なく、自然的なものと考えている。

NoJ4遺跡、より出土した炭化物片は、空港に関連した他の遺跡と比較にならないほど多量に出

土した。このため、発似調査を実施するに当たっては、このことカ、何を意味しているのかについ

て、特に注意を払ったのであるが、残念なカ、ら十分なる成果を得られなかった。炭化物片(炭化粒)

を1点 l点注意深く発掘調査することは、 NoJ4遺跡の発掘調査を通じて非常な労力を要するこ

とがわかった。現在、とりまかれている埋蔵文化財の環境において、ただ万全と発掘調査を行

うことは許されなし、。他方、炭化物集中地点をすべて自然的なものとばかり結論することがで

きないのも事実である。従って、炭化物集中地点の発掘調査に当っては、少なくとも、本調査

に移行すべきか否か、又その性格を事前に確認しておくことが重要なこととなる。たとえば、

炭化物集中地点が人為的なものである出拠をして、焼土又は焼けた跡、礁、石器の存在等が考

えられよう 。そして、本調査を実施した場合には、次の点に留意する必要があろう 。



(1) 炭化物片の散布の範囲

(2) 焼土又は焼けた跡の有無

(3) 礁が出土しないかどうか

(4) 石器が出土する場合、その組成と出土のしかた

(5) その他

縄文時代

結 圭五
ロロ

今回の発掘調査において、検出された遺構は炉穴1基、陥し穴状土嬢2基、土壌 l基である。

昭和45-46年度調査にくらべて極めて貧弱であった。

遺物としては、土器、石器、土製品が出土した。その分布の状態からA、B地点に分けるこ

とができた。

A地点からは、土器が約500点出土した。第1群(回戸下層式、回戸上層式)、第2群 (広

義の茅山式)、第4群(五領ヶ台式)、第5群(後期初頭)に分類される。石器の出土総数は

313点であり、石銑3点、喋片 310点よりなる。

B地点からは土器が約16，000点出土した。そのうち鵜か島台式土器が95%を占めていた。出

土土器については、第 2群(早期)、第 3群 (前期後半期)、第4群(中期)、第 5群 (後期)

に分けられる。第2群は第I類(野鳥式)、第II類(鵜カ、島台式の形成段階)、第III類 (鵜ガ

島台式の完成段階)、第W類(鵜ガ島台式の崩壊段階)、第V類 (茅山下層式)、粗製土器等に

分類されている。さらに、第II類、第III類については、縦位・横位区画状文を隆起線文・沈線

・線い沈線によって作出したものをA-C種に細分している。これらの土器は第II層b(新期

テフラ)、 c (暗褐色土層)より出土しており、型式学的に分類されたものである。特に、第

2群土器、鵜ガ島台式土器については、考察編に詳述されているので、参考ときれたい。また、

土器の詳細は第2章に記されているので省略したい

B地点より出土した土製品は土錘1点のみである。時期を判断することは困難であるが、中

期に属するものであろう。

石器は石銀、スクレイパ一、ノ ッチ状石器、石斧、石皿、磨石、凹石等であり、石銑が70%

を占める。石鉱の80%は黒曜石製であり、第2群に属するものと考えられる。

石器について注目すべき点は、剥片・砕片が石器総数の80%におよび、集中地点が数か所認

められることである。石器集中地点から砕片が多く認められるとともに、石核が数点出土して

ることから、石器製作跡的性格をもつものと考えられよう。 No.l4遺跡では石製品の70%が石鎌

であるといiう事実から考えると、この石器集中地点は石鉄製作跡であった可能性が強い。先土

1器時代において石器の分析が重要な研究課題であるのは当然のことであるが、縄文時代におい

1ても石器の分析を軽視すべきではない。本遺跡から出土した縄文時代の石器については、整理

段階で製作技術を検討してみたが、十分な成果を得られなかった。他の遺跡において、同様な



性格の石器群が出土した場合には、石器製作技術という側面から検討したい。

その他の時代

本遺跡から鉄棒が6点出土した。NoJ4遺跡の北側をめぐる支谷は根古名川の支流であり、そ

の源流点にあたる。この支谷を取りまき、 No.60、61、62遺跡、が所在している。 No.60遺跡の傾斜

部には取香製鉄跡、 No.61遺跡の南傾斜部には御幸畑製鉄跡が認められる。また、 No.62遺跡の傾

斜部にも製鉄炉は発見されなかったものの、多量の鉄j宰が出土している。このように河川の最

も奥まった支谷、即ち河川の拐、流点に近いところからまとま って製鉄に関連した遺物・遺構が

検出されるのは、注目すべきことである。

なお、これに関して文化財センター研究部では古代の製鉄技術等について集中的に検討を加

え、 「千葉県文化財センター研究紀要 四」として発行してある。詳細はそれにゆずる。

この他、永楽通宝、寛永通宝が第 I層中から出土した。

また、講も l条検出された。当地域には占来より牧場が営まれていた。この溝もそれに関連

した野馬場であろう 。本地域については現在も発制調査を実施中である。牧場の全体像につい

て記述するのは、将来にゆずらねばならない

まとめ

NoJ4遺跡については昭和53年度に発似調査を実地し、昭和56年度に経理を行い、昭和57年度

に本報告書を刊行するに至った。この問、発掘調査に従事した調査研究員も人事移動に伴ない

他の発掘調をに携わっている。幸い、発射調査を.111当していた野口行雄調盆研究員が監理を行

う機会にめぐまれ、本書の大部分を執唱し、あわせて考察を加えてくれた。論考等について不

十分な点もあると思われるが、氏に対する品よし、御批判をお廊[~、するところである。

さて、 NoJ4遺跡では縄文時代早期鵜か品台式土器が多数出土した。これは三里塚地域におい

て例のないことであるばかりか、周辺域においても稀れなことである。このことによってNoJ4

遺跡は縄文時代早期鵜カ1ゐ台式土器研究において欠くことのできない遺跡のーっと位置付けら

れよう 。また、総力、島台式土器を出土している三里塚地域内の遺跡、との比較研究を通じて、

当該地の遺跡論の研究に欠くことのできない資料を提供してくれた。

三里塚地域を含めた分水界の社会 ・文化の研究はその途についたは、かりである。本報告書も

そのーっと考えられよう。本報告書を発行するにあたり、あらためて、三里塚地域を広域にわ

たって発掘調査している意味を再認識したい。

最後に、発伺調査に御協力いただいた関係諸機関及び調査補助員の方々に厚くお札を申し上

げる次第である。
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SUMMARY 

Background 

This is a report of the excavation at Site No.14 of the New Tokyo International 

Airport. The work began on April 1978 and continued until March 1979， conducted 

by the Chida Prefecture Cultural Properties Center. 

The site is located at 6 Furugome， Narita-shi， Chiba prefecture， lying on the bluff 

along the Totsuko stream altitude about 40m. This area forms the watershed of 

Pacific basin and Tone basin. 

The mission conducted by the Chiba-Prefecture Hokuso Corporation had excavated 

the site in 1971 and exposed artificial remains and features during preceramic and 

Earliest J omon Era. 

Artifacts and Features 

There were found many artifacts and features belonging to Preceramic， J omon and 

Historical Era， resulting of excavation of thid season throughout about 2000 squace 

meters， the rest part of the former excavation. Five clusters of charcoal flecks and 

few artifacts were found from Preceramic layer. Stone implements were composed of 

kife-like backed blades， kiridashi-type tools， scrapers and pebble tools and flakes. 

Artificial remains and features of J omon were fcund at two areas， A and B. 

Potsherds of Area A were mostly Upper and Lower Tado type of Earliest Jomon 

including Middle and Late Jomon and pebble tools also found. Large quantities of 

potsherds mostly Ugashima-dai type of Earliest Jomon were distributed over a wide 

range of Area B. Arrow-heads were common in large number of stone tools from 

this area including spear-head-like points， scrapers， axes and querns. 

There were slag of Heian period and coins nf Edo period from Historical layer. 
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図版 2 遺跡

遺跡近景(南方より)

遺跡近景(北方より)



図版3 層序

8 E 38 土層セクション

8 G 56 土層セクション



図版4 遺構

No. 2 炭化物片集中地点

No. 5 炭化物片集中地点



図版 5 遺構

No. 4 炭化物片集中地点セクション

No. 4 炭化物片集中地点



図版6 遺物
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図版7 遺構

A地点縄文時代遺物出土状況(東より)
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図版9 遺物
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A 地点出土遺物



図版10 遺物

A地点出土遺物



001遺構

出土遺物

炉部・遺物出土状況



図版12 002遺構

西より

出土遺物



003遺構

土層セクション



図版14 004遺構
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8 G縄文時代遺物出土状況(南より)

9 F南側縄文時代遺物出土状況(南より)



10 F縄文時代遺物出土状況(北より)



図版17 遺物

B地点、第2群 1. II類土器



図版18 遺物

B地点、第2群II類土器



図版19 遺物

B地点、第2群III類土器



図版20 遺物

B地点、第 2群 III類土器



図版21 遺物

B 地点、第 2群III類土器



図版22 遺物

B地点、 第 2群 III委員土器



図版23 遺物
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B 地点、第2群1II類土器



図版24 遺物

B 地点、第2群III類土器



図版25 遺物

B地点、第 2群III類土器



図版26 遺物

理担静

B地点、第2群W類土器



図版27 遺物

園周'

B 地点、第2群W類土器



B地点、第 2群W類土器
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図版28 遺物



図版29 遺物

B 地点、第 2群 V類土器

B 地点、第 2群III類土器(把手)



図版30 遺物

B地点、第 2群III類土器



図版31 遺物

B地点、第 2群III類土器及び粗製土器
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B地点、第 2群土器口縁部(I ) 

図版32 遺物
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図版33 遺物

B地点、第2群土器口縁部(2 ) 



図版34 遺物

B地点、第|・第 2群土器底部



図版35 遺物

B地点、第 3・第 4群土器
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B地点、第 4 ・5群土器

図版36 遺物



図版37 遺物

B地点、第 5群土器
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図版38 遺物
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B地点、縄文時代石器(I ) 



図版39 遺物
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B地点、縄文時代石器(2 ) 



B地点、縄文時代石器(3 ) 
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図版40 遺物
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図版41 遺物
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B 地点、 縄女時代石器(4 ) 
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B地点、縄文時代石器(5 ) 
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図版42 遺物
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B 地点、縄文時代石器(6 ) 

図版43 遺物



第 2群土器文様拡大写真(1 ) 

図版44 遺物

1 . 細川;そ起線文と和II ~ 、集合i:t線

2 切断1M未調恨のPlIf.~t/rnによるもの

3. ).，ωη主総

4 訓II~ 、 i:t線とへラ状ユ Hによる 、 :1'1' し 引 き文、 中'J突文
5 ナソリ T法

6 ナゾリ千法と 2j生の竹竹による沈線文

7 下被竹tJによる:1'1'し引き文

8. YJI&tうれによる:1'1'し引き文
9 仲状TJ!による刺突文

10 へラ状 [)!.による:1'1'し引き文



第 2群土器文様拡大写真(2 ) 

図版45 遺物

11. 2 i'Jbの半裁竹信;によるt'l'し'JIき文

12. 2述の半戯竹竹によるjIjIし引き文

13. 2 j主の円形竹t1;による押しi]Iき文

14. 2 i'Jbの半戯竹 ~S:による t'l'しづ|き文

15. 2 i'Jbの半裁竹百・による押し引き文と円形竹信:による刺突文

16 沈線と円形竹 f告による充.Ii!i文

17 多被竹告によるt'l'しづ|き文
18 多裁竹告による押しつ|き文

19 予行沈線により、作り出された細降起総状文

20. 1郎提起総状文



第 2群土器文様拡大写真(3 ) 

21.へラ状丁Hによるkい沈線、組1，、i:t線
22 、 1'0故竹~~;による沈線文

23 ナゾリ T法

24 へラ状工Hによ る押し'J1き文

25 . へラ状Tl~.による引11 し 'J1き文

26 、ド被竹伐による中IJ突文

図版46 遺物

27. l!伎(アナダラ属)以音1¥によるjljlj京文

28. .J'filifi状 CHによ る圧政文と 2迎式引11し引き文

29. 1;祈起級文と桁日itt状一r.l~による任政文

30. ，;千起線文、相11，、沈線文とJ:.:.い沈級文
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